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取扱説明書 (保証書別添） 

お読みになったあとも保証書とともに 
大切に保管してください。 


■■安全上の ご注意 J 

本機をお使いになる前に、必ず別紙の 
「安全上のごを意」をお読みください。 
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じ寸属品一皂 


巧 

リーフ類 


• カシオ電子楽器保証書 


• 安全上のご注意 


• お客様ご相談窓 □ 


• Appendix 

AC アダプター： 

• その他 

AD - E 95100 L 



• 欠品\破損\紛失等の場合は、ご購入された販売店にお問い合わせください。 （ AC アダプターは別売品で購入可能) 
• 付属品のデザインと内容は\予告なく変更されることがありまず。 


[^ IJ 売品のご案内 


商品ち 

品番 商品ち 

品番 . カシオ電子楽器取扱店で購入巧能。 

へッドホン 

CP -16 スタンド 

CS -4 B • 店頭のカシオ電子楽器カタ□ブでより 

サステインペダル 

SP - 3 

CS -7 W 詳しい情報がご覧になれまず。 

SP -20 イス 

「 R - c ； http :// casio . ip / emi/cataloque 

ソフトケース 

SC -550 B 

CB -7 


CB -30 


付属品や別売品は J 必ず本機指定のものをご使用ください。指定じ(外のものを使用ずると\火災•感電•けがの原因となることがあ 
りまず。 


本書の内容について 

•本書の一部または全部を無断で複写ずることは禁止されていまず。また個人としてご利用になるほかは\著作権法上、当 
社に無断では使用できませんのでごを意ください。 

•本書および本機の使用により生じた損失\逸失利益または第云者からのいかなる請求についても当社では一切その責任を 
負えませんので\あらかじめご了承ください。 

•本書の内容に関しては\将来予告なく変更ずることがありまず。 

•本書のイラストは\実際の製品とは異なる場合がありまず。 

•本書に記載されている社名および商品名は\それぞれ各社の登録商標および商標でず。 


■」 IS 〔61000-3- 2適合品 

本装置は\高調波電流規格 r 」 IS 〔 61000-3-2」に適合していまず。 


このマークは EU 諸国における 
リサイクル規制のマークです。 
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• 本書の操作説明では、ボタンやつまみなどを、下記のグループ番号(〇、@ • • •) と名前の組み合わせで表現します。 




〇から@では\音を聴きながら\その音を左手で素早く調整しまず。 

〇スライダー（@)や、（@)のボタンに割り当てる機能を選びます。>^32ページ 

@ソ□シンセサイザー音色の編集に使用したり、スライター（@)に割り当てるパートを変更します。 

>^23ぺ—ジ 

@音の鳴り始めや消えかたなど、さまざまなパラメーターを調整します。心32ページ 
©ステップシーケンサーで、各ステップやパートのオンとオフを切り曾えます。1^49ページ 

0 ソ□シンたサイザーのパラメーターを調整したり、ステップシーケンサーやミキサーの編集に使用します。 
>^32、49、71ページ 
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中央 



@本機の電源を入れて、音量を調節します。心9ページ 

0上の 3 つのボタンで、本機のモード（状態）を選びます。下の 3 つのボタンで、音色など各種データの編集と保 
巧、あるいは本機全体にかかわる設定を行います。 ^^ 0 s ^^s 73 ページ 
@ ステップシーケンサーやフレーズなどの再生テンポを調節します。陽 42 ページ 
©ステップ シーケンサーやミキサーで編集するパートを切り曾えます。 《^48、71 ページ 
® ステップシーケンサーの巧生や、編集するステップの選択などを巧います。 "^48 ページ 
©ステップ シーケンサーのパターンを選びます。 ^^0 s 48 ページ 
® サンプルルーパーの録音や再生を巧います。 "^59 ページ 

© アルペジオやホールド機能のオンオフを切0曾えた0、ミキサーやエフェクトの設定を変更します。 

<^35、37、71ぺ—ジ 

© フレーズシーケンサーの録音や再生を巧います。ページ 
© 液晶画面に表示されている番号や値などを、すばやく変更します。 "^10 ページ 






































































































































ち 



-⑩ 

の 



-⑩ 


音色やパフォーマンスなどの番号を選びます。 "^19 ページ 

© ちの6つのボタンで表示内容を選び（カーソル)、一、+ボタンで値を切0曾えます。 
" MENU " では、そのときのが態に巧応した機能のメニューを表示します。^20ページ 

©音の高さをワンタッチで変更します。>^34ページ 


左下 



⑩ 


〇音のピッチをなめらかに変化させた0、ビブラートの効果などをかけます。心32ページ 


背面 次のページをご参照ください。 










































































































接続について 


• 接続ずる機器の取扱説明書も\併せてお読みください。 

• 本機はスピーカーを内蔵しておりませんので\何も接続しないと音が出ません。 


® 背面左側 



® 背面ち側 

(1)(2) (3) (4) (5) (6) (7) 
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陋織の塗席 



目的 

接続方法など 

(1) 

ペダルを使う。 

別売のサステインペダルを接続してください。ペダルを踏んだときの効果につ 
いては68ページをご参照ください。 

(2) 

他の電子楽器の音を取り込む。 

市販の接続コードを使って\他の電子楽器の出力端子(モノラル）と接続してく 
ださい。 X 4 

• 入力した音に効果(エフェクト）を加えたり G 4 ページ)、入力した音を音色作 
りの素材にずることができまず (2] ページ)。 

(3) 

外部機器の音を取り込む。 

市販の接続コードを使って\ CD プレーヤーや携帯オーディオプレー卡一の出力 
端テ(ステレオ）と接続してください。※4 

(4) 

外部の音を\マイクで取り込む。 

市販のダイナミックマイクを接続してください。 X 4 

マイクからの入力音の音量は\の （IVnC VOLUME ) で\他の音から独立して調 
整できまず。 

• マイクからの入力音にエフェクトを加える方法は71ページを、入力した音を 
音色作りの素材にずる方法は21ページをご参照ください。 

(5) 

本機の音を\オーディオ機器やアンプ 
で鳴らず。 

市販の接続コードを使って\オーディオ機器やァンプの入力端テ (AUX IN など） 

に接続してください。※4 

• 接続コードを]本だけ使ってモノラル出力ずる場合は \ L / MONO の方にコー 
ドを接続してください。 

(6) 

へツドホンを使う。 

別売または市販のへッドホンを接続してください。 

• 大きな音量で長時間使用しないでください。聴覚障害になる恐れがありまず。 

(7) 

電源を準備ずる 

次節 r 電源の準備」をお読みください。 


X 4 接続ずる前に\本機や接続機器の電源を切って、® ( VOLUME ) をルさ目に絞っておいてくださし、。 
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電源の準備 


家庭用1 00 V 電源\または乾電池をご使用できまず。 

の重要 _ 

• 必ず別紙「安全上のご注意」をお読みのうえ正しくお使いく 
ださい。誤つた使い方をすると感電や火災の危険があ0ま 
す。 

• AC アダプターの抜き差しや乾電池の出し入れを行う前に、 
必ず本機の電源をお切0 ください。 

L 家庭用 100 V 電源を使うには 


本機指定の AC アダプター ( AD - E 9 引00 L ) x を使用してくだ 

さし他の AC アダプターを使用ずると故障の原因になること 
がありまず。 

X J E I TA 規格-極性統一形プラグ付き 

ブ-本機指定の AC アダプターを使って、本機を家庭用 
コンたントに接続します。 


[|2電池を使うには 

単1お乾電池、6本をご使用ください。 

• アルカ IJ 乾電池またはマンガン乾電池をお使いくださし、。 
オキシライド乾電池などのニッケル系一次電池は\絶対に 
使用しないでください。 

ブ-本機の裏側にある電池ブタをはずします。 



2. 市販の単1形乾電池、6本を電池ケースに入れます。 

イラストに合わせて©©の向きを間違えないように入れ 
てくださし、。 



AC ァダプター 



2. ©( POWER ) を巧して、本機の電源を入れます。 

• 電源を切るには\もう一度® ( POWER ) を}甲しまず。 



の重要 _ 

• @ ( POWER ) を軽く}甲すと、液晶画面が一瞬点巧し、電源 
が入らない場合があ0ますが故障ではあ0ません。その場 
合は® ( POWER ) をしっかりと押し直してくださし、。 

• 長時間ご使用にな0ますと AC アダプターが若干熱をちち 
ますが、故障ではあ0ません。 

• 断線防止のため、コードになるベく賃荷がかからないよラ 
ごミ主意ください。 


巧0巧げない 引っ張らない 巻きつけない 



• 本機の電源端子 (DC 9.5 V ) に、金属片や鉛筆などを入れな 
し、ようにご注意ください。これらが端子に入ると、事故の原 
因にな0ます。 


3. 電池ケースの巧にツメを差し込み、電池ケースのフ 


夕を閉じます。 


ツメ 



4. ©( POWER ) を巧して、本機の電源を入れます。 


■ 乾電池交換時期のお知らせ表示 

乾電池の持続時間は下記のとおりでず。 

約？ 5時間※ 

(アルカ IJ 乾電池使用時、当社別売品へッドホン CP -1 6使用時) 

※大き目の音量や極端な低温下\あるいは演奏のしかたに 
よっては\これより短くなる場合がありまず。 

乾電池が消耗してくると画面に "Battery Low " と表示し、 
下の表示が点滅しまずので\ずみやかに新しい乾電池と交換 
してください。 

。二4 rm し I ^ 

H inc UU I 1 K 

す抓の n が卜网化 n 犯げ 

乾電池交換サイン(点滅しまず） 


L 才ートパワ^オフ機能 


本機を何も操作せずに一定時間放置ずると\無駄な電力消費を 
防ぐため自動的に電源が切れまず。電源が切れるまでの時間 
は\乾電池使用時で6分\ AC アダプター使用時で4時間でず。 

• オートパワーオフ機能が作動しないようにずるには\ 7 3 
ぺージ r 本機全体にかかわる設定」の " Auto Power 0 ff " を 
オフにしてください。 


























































お!—(■入刊編) 


■本機の3大モード 

パフォーマンスモード 

演奏（パフォーマンス）のための 
モード。4種類の音色やステップ 
シーケンサーなどを駆使して高度 
な演奏が可能。 

I -ーンモード 

音色作りのためのモード。1つの音 
色を選んで\じっくり編集できる。 

ステップシーケンサー 
モード 

ステップシーケンサーのデータ 
(セット）を作りこむためのモード。 


難しい理屈はヌキにして\実際に楽器を操作して楽しみなが 
ら\本機の基本をマスターしてしまいましょう。この章ではシ 
ンセサイザーは初めてという方にも分かりやずいように、ご 
一緒に楽器を操作しているつもりで説明しまず。 


それではスタート 


いろいろな音色（ I -ーン)を鳴らして 
みよう 


それでは、実際に音色を選んで聴いてみましよラ。 


@ ( POWER ) を}甲して\電源を入れてください。最初は「パ 
フオー マンスモード」という状態になりまず。 



MIN MAX 


パフオーマンスモード 


パフォーマンスモードでは本機の性能をフルに発揮した演奏 
ができまずが\いきなり理解ずるには難しいでしよう。そこで 
本書では\より基本的な「 I ンモード」から説明ずることに 
しまず。 


音色は4つの種類（カテゴ IJ 一）に分けられていて、⑩のダイ 
卡ルを回して番号を選ぶことができまず。 

またのボタンで\音色番号を直接入力ずることもできまず 
(19 ページ)。 


カテゴリー 

概要 

番号 

名前 

P 000 〜 
P 099 

ソ□シンセサイザー 

伝統的なアナ□ブシンセ 
サイザーの音色。 

P 100〜 
巧99 

PCM メ □ディー音色 
PCM ドラム音色 

さまざまな楽器の音から 
録音したデータを使って\ 
元の楽器の音を再現した 
日色。 

- 

ユー ザーゥェーブ 
音色 

サンプルルーパーで録音 
した音の波形。 


•より詳しくは\19ぺージの表をご参照くださし、。 


まず先頭の r ソ□シンセサイザー」から聴いてみましょう。⑩ 
(ダイヤル） を回して番号を選んでください。 


〇 ( TONE ) を}甲して\本機の状態を ri -- ンモード」にしてく 
ださし、。 

〇 トーンモード 

パフオーマンスモード ステツプシーケンサーモード 


PERFORM TONE STEPSEQ 



卜ーントー r 



鍵盤を弾いて\選んだ音色の音を鳴らしてみてください。音量 

味® (VOLU M E ) で調整しまず。 

• ソ□シンセサイザー音色の音は\モノフオニックでず。2つ 
じ(上の鍵盤を同時に鳴らずことはできません。 
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: 过 SlESm] てお ^5 «詞 


r ソ□シンセサイザー」には\あらかじめ内蔵されている音色 
(プ IJ セット音色X)が] 00種類もあり\今鳴らしているのはそ 
のうちの]つでず。他のプ IJ セット音色も聴いてみましょう。 
※これに対して\後からご自分で保をした音色を「ユーザー 
音色」と呼びまず。 r プ IJ セット」「ユーザー」という呼び分 
けは\音色じ(外の各種データ（ステップシーケンサーやパ 
フォー マンスなど）にも使いまず。 

®(+) を}甲してください。}甲ずごとに次のプ IJ セット音色に 
切り替わりまず。 

® 前に戻る；欠に進む 


MENU N0 YES 



音色番号 


音色名 P : プリセット 

山ューザー 


ソ□シンセサイザーじ(外のカテゴ IJ- の音色も\同じ操作で 
選ぶことができまずので\聴いてみてください。 

いかがでず力\お好みの音色は見つかりましたか7 


自分の音を作ってみよう！ 


音作りこそシンセサイザーの醒酬味でず。プ IJ セット音色を 
編集して自分だけの音色(ユーザー音色）を作ってみましょ 
ラ！ 

本機では\ © (EDIT) を}甲して\本格的な編集作業をずること 
ができまず (20 ページ)。ただし、その作業のうちいくつかは 
©(EDIT) を}甲さなくても\@ (スライダー) だけで簡単に行 
うことができまず。ここでは\ソ□シンセサイザー音色の編集 
をご紹介しまず。 

〇 (TONE) を}甲してから\ 巧)（ダイヤル） を回して番号を選 
んでくださし、。 


鍵盤で音を鳴らしながら (assignable knobs ) を回 

してみましょう。ノブを回していくと\音色の特徴が変化して 
いきまず。お好みの音を作ってみましょう。 

ASSIGNABLE KNDB5 
K1 K2 K3 

◎ ◎ ◎ 

例：音色 rp; 000」で K1 を使う 

• ちに回ずと、音が明るくなりまず。 

• 左に回ずと\音が暗くなりまず。 

調整ができたら\ユーザー音色として本機に保をしてみま 
しょう。 

〇 (WRITE) を}甲して\保存モードに入ってください。液晶画 
面に保存先が表示されまず。 

保を先 

U : ユーザー 音色 
000:音色番号000 



⑩(ダイヤル） または® (-、+) で\保を先の音色番号を指定 
してくださし、。 
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次に \®( N /) を}甲して \ 音色ちを入力ずる画面に切り替えま 保をしたユーザー音色は、プ IJ セツト音色と同様の操作で選 

ず。 ぶことができまず。先ほど保をした音色を選んで\鳴らしてみ 


例：音色番号000を保存先に指定した場合 



カーソル：ここの文字を入力できまず 



ましよつ。 

• 番号を指定ずる前に、© ( PRESET / USER ) を}甲して、ユー 
ザー音色選}尺状態にしておいてください。 


⑩ 


点な(ユーザー音色選が状態) 



®(<、>) で力ーソルを移動させ、⑩で文字を入力して\お好 
きな音色名をつけてください。 

• ® の12個のボタンで下図のよラに文字を分担し\ボタン 
を}甲ずごとに文字が切り替わりまず。入力可能文字の一覧 
は\ 91ページをご参照くださし、。 


記号(前半） 

数き 

ABC DEF GHI 


JKL 


PRE 

USE 

: SET/ 

: R 

0 


1 

主 

i 

II I I I ( I I I ( I ( II 

NUM/ 

BANK 

已 

6 

7 

8 

9 

に 


L|J 


L|J 


L 

コ 



I 

MNO 

I 

PQRS 

1 

TUV 

1 

WXYZ 




(大文字 • /」ぶき切り替え） 記号倦半) 


- L —ザー曰色 



これであなたは\もっとも簡単な音色の編集と保をの例をマ 
スターしました。これは本機の I -ー ン編集機能のほんの一部 
にずぎませんが\あせらず徐々に習得していけば\より高度な 
編集ができるようになりまず。ぜひ18ぺージからの「音色 
( I -- ン）を選ぶ/音色を作る」にもチャレンジしてくださし、。 


• ®(-、+) または⑩ (ダイヤル) で文字を切り替えること 
もできまず。 


音色をが完成したら\ © ( ENTER ) を}甲してください。液晶画 
面に " Replace ?" (データを入れ替えまずか？）という最終確 
認のメッセージのが化まず。® ( YES ) を}甲して保をを実巧し 
てください※2。 

X ] 新しいデータを保をずると\前のデータは消去されまず。 
X 2 保をしない場合は®( N 0)を}甲してください。 


• 本機に保存したデータは\ メモ IJ - 力ードやパソコンに 
バックアップを取っておくことをお勧めしまず。メモ IJ - 
力ードへの保をについては\ 77ぺージ r メモ IJ - 力ードを 
使用ずる」を参照してください。パソコンへの保をについて 
は\ 82ぺージ r パソコンとの接続につい口を参照してくだ 
さし、。 



































































































とにかく弾いてみよう！（入門編）广 I 


ステツプシーケンサーやフレーズで 
遊んでみよう 


本機は信作り」だけの楽器ではありません。意表をつく面白 
い IJ ズムやフレーズを鳴らして演奏を華やかにサポートずる 
機能もいろいろ搭載していまず。それらを簡単にご紹介しま 
しょラ。 

アルペジオ機能 

⑩ (ARPEGGIO) を}甲して\ボタンを点なさせてくださし、。 
⑩ 点な 


ARPEGGIO HOLD MIXER 



L フレーズシーケンサー 

まずは r フレーズ」のイメージをつかむためにプ IJ セツトフ 
レーズを聴いてみましよう。 

® (KEY PLAY) を}甲したままにして\下記の画面が表示さ 
れたら離してください。 


フレーズシーケンサーモード バンクーフレーズ番号 



鍵盤をどれでも ] つ}甲してみてください。同じ音が繰り返し鳴 
りはじめましたね J 建盤を離ずと音は鳴り止みまず。 

巧ず鍵盤を1つから2つ\3つ • •. と増やしていくと\鳴る音も 
変化していきまず。3つ]^ソ上の鍵盤を}甲ずと\アルペジオ(分散 
和音）らしくなりまず。 

アルぺジオ機能で鳴らせる音形にはさまざまな種類（タイプ） 
があり\音色と同様にプ IJ セットから好きなものを選んで J 扁 
集してユーザータイプとして保存ずることができまず。ここ 
ではプ IJ セットタイプを選んでみましょう。 

• 本機では\10個のタイプをまとめたブループを r バンク」と 
呼びまず。アルペジオにはバンク0から9までの合計10バン 
クがあり、各バンクの中に〇番から9番までの10タイプがあ 
りまずので\合計] 00種類となりまず。 

⑩ (ARPEGGIO) を}甲したままにして\下記の画面が表示さ 
れたら離してください。 


アルペジオタイプ画面 バンクータイプ番号 



後は音色と同様に\ © (ダイヤル） を回して\プ IJ セットタイ 
プを色々と切り替えて鳴らしてみてください。 

より詳しくは\ 37ページ r アルペジオを自動的に鳴らず」をご 
参照ください。 


® (PLAY/STO P) を}甲してください。本機にあらかじめ内蔵 
されているフレーズ(プ IJ セットフレーでが鳴りまず。後は 
音色と同様に\⑩ （ダイヤル） を回して、プ IJ セットフレーズ 
を切り替えて\聴いてみてください。 

さらにフレーズシーケンサーでは\ ©(PLAY/STOP) の代わ 
りに鍵盤を}甲して\フレーズを鳴らずこともできまず。さっそ 
く試してみましょつ。 

まず® (KEY PLAY) を}甲して\ボタンを点なさせてくださ 
し、。 

® 点な 


KEYPLAY P LAY/STOP REC 



この状態（キープレイモード）で鍵盤を}甲ずと\フレーズが自 
動的に鳴り始めまず。別の鍵盤を}甲ずと\フレーズのピッチが 
変わりまず。このようにキープレイモードでは J 建盤でフレー 
ズの高さを次々 と変化させて \ 面白い効果を出ずことができ 
まず。 


しかし\フレーズシーケンサーの本領は\自分でフレーズを録 
音して演奏に活用ずることにありまず。詳しくは43ページ 
r フレーズを新規に記録ずる」をお読みください。 
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いとにかく弾いてみよう！（入門編) 


L ステップシーケンサー 

これもイメージをつかむために、プ IJ セツトのデータ（シーケ 
ンス）を聴いてみましよう。 


ステップシーケンサーでは\本機の音源16パートのうち9つ 
(パート8〜1 6) を使って\お聴きのような複雑な IJ ズムを鳴 
らしまず。液晶画面を見ると\今どのパートで音を出している 
か分かりまず。 


〇 (STEP SEQ) を}甲して\ステップシーケンサーモードに 
入ってくださし、。 

e PERFORM TONE STEPSEQ 



パート 11 と 14 は休んでいる 



日 e 7| S 91011121314151& 


編集対象パート （▲) 


ステップシーケンサーモード バンクーシーケンス番号 

プリセット 



シーケンス名 


音色と同様に 、⑩（ダイヤル） を使ってシーケンスを選ぶこと 
ができまず。ためしにプリセットシーケンス「2-3」を選んで、 
⑩ (START/STOP) を}甲してみてください。選んだシーケン 
スが鳴りはじめまず。 


⑩ 


STEP 



DELETE INSERT 


START/ 

STOP CHAIN 



1 つのシーケンスには \8 つのバ IJ 王ーシヨン（パターン）があ 
り、® (PATTERN 1〜 8) で選ぶことができまず。パターンを 
次々と切り替えて JJ ズムや音数の変化をお楽しみくださし、。 


例： パ ターン 3を選ぶ 


の 


点な:選ばれているパターン 

PATTERN 



このとき© (1 〜 16) のボタンの光がめまぐるしく動いてい 
まず。これは編集対象パート（上記イラストの ▲) の音の動き 
を表示していまず。このようにステップシーケンサーでは\ 

] 6のステップを繰り返し鳴らしまず。© (PART —、 +) で編 
集対象パートを選び\ @ (スライダー） を使ってステップを個 
別に編集できまず。詳しい操作方法は46ページをご参照くだ 
さし、。 

ステップシーケンサーの不思議な IJ ズムには\独特の魅力が 
ありまず。プ IJ セットシーケンスを聴いて興味を持たれた方 
は\ぜひ46ぺージ r ステップシーケンサーを使う」で才 IJ ジナ 
J レ制作にもチャレンジしてください。 


サンプルを録音してループさせてみ 
ぶう 


サンプルルーパーで簡単な録音をして J レープを作ってみま 
しよラ。 

録音したい他の電子楽器\またはマイクがあれば本機に接続 
してください。 （7 ページ参照） 

® (REC) を}甲して\サンプル j レーパーの録音モード設定画面 
を表示してください。 

• の（へ、 N /) および®(-、+)を使って\ "Rec Mode" を 
"NORM-AT" に切り替え、 "Length" を "04bt" に設定しま 
ず。 


録音モード設定画面 
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自動録音のモード 












































































































とにかく弾いてみよう！（入円編）广 I 


もう一度\ ® (REO を}甲してください。 

® (REC) が点滅しまず。この操作で、録音の自動開始を待っ 
ている状態になっていまず。 

® 点滅 



他の電子楽器やマイク\または本機を演奏して音を出してく 
ださい。本機が音を感知して録音が開始されまず。 

• 録音が始まると\ ® (REO が点灯に変わりまず。 

4 巧の長さを録音し終わると\自動的にそれまでに録音した音 
の ルーフ °再生が始まりまず。 

• ®(REO が速い点滅に変わり\オーバーダビング厘ね録 
音）の一時待ちの状態になりまず。この状態での演奏は才一 
バーダビングされませんので録音した音とのデュエットや 
オーノ（一夕''ビングの IJ ハーサルができまず。 

® (REC) を}甲ずと\ ® (REO が点抑こ変わり\オーノ t ーダビ 
ンブが始まりまず。 

•ここで演奏した音は\兀の音に次々と重なつて録音されま 
ず。 

• の （REO を}甲ずごとに J レープ再生一才ーパ、ーダビングー 
ループ再生一才ーノ ダビングに状態が切り替わりまず。 

録音を終了したいときは\ ® (PLAY/STOP) を}甲しまず。 

詳しくは 59 ぺージ'「サンプルルーパーで録音•再生ずる」をお 
読みください。 


ーマンス"を使ってみよう 


いよいよパフォーマンス機能をご紹介できるところまできま 
した。I -- ンモードでは1種類の音色しか選べませんでした 
が\パフォーマンスモードでは 4 種類の音色を同時に使つての 
演奏が可能でず。しかも\音色やステ ッ プシーケンサーなどの 
本機のさまざまな設定をまとめて一つのデータ（パフォーマ 
ンス）として登録し\演奏中に簡単に呼び出ずことができま 
ず。 

〇 (PERFORM) を}甲して\パフオーマンスモードに入って 
くださし、。 


PERFORM TONE STEPSEQ 



パフオーマンスモード バンクーパフオーマンス番号 



ここで、 前後しまずが] 8ページの表をご覧くださし^。そこに 
書かれているよラに\パフォーマン スモー ドでは\鍵盤で 4 つ 
のパート（ゾーンパート]〜 4) の音を鳴らしまず。 

• ソ□シンセサイザー音色は\ゾーンパート]にのみ割り当て 
ることができまず。 
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ゾーンパ ー M から順に設定しましょう。© ( PERFORM ) と 
0 (TON E ) を同時に}甲して、パフォーマンスの簡易編集機能 
である「クイックトーンモード」に入ってください。 

〇 PERFORM TONE STEPSEQ 



クイックトーンモード 


編集対象ゾーンパートの音色 



編集対象ゾーンパート 


もし編集対象ゾーンパート （▲) が T ’ になっていない場合は\ 
© (PART —、 +) を}甲して T ’ に変更してください。 

上の準備ができたら\ の⑩⑩のを 使って、ゾーンパート 
] の音色を選びまず。 

次に® (PART 一、 +) で編集対象ゾーンパートをつ"に変更 
してから、ゾーンパート]と同じ要領で音色を選んでくださ 
し、。同様にゾーンパート3と4の音色も設定しまず。 


4つのパートずべての音色を設定したら\ © ( EXIT ) を}甲して 
パフォーマンスモード画面に戻って J 建盤を弾いてみてくだ 
さい。これまでに選んだ4つの音色の音が\全部まとめて鳴り 
まず。 


編集中 マーク 



rertorn ruu 


例：ユーザーバンク 2 のパフォーマンス番号]に保をした 

+曰厶 

场口 


保を済 マーク 




巧 「Aura Lee 」 の演奏用データで 
あることが分かる名前にした 

• 編集中マーク"!"と保を済マーク"木"は\パフォーマンスじ （ 
タトにも\音色やステップシーケンサーなど各種データの編 
集•保存時に登場しまず。 

「Aura Lee 」 を演奏したいときユーザーパフォーマンス「2-1」 
を呼び出せば\保をした4音色を瞬時に呼び戻ずことができま 
ず。ためしに一旦他のパフォーマンス番号を呼び出しておい 
て、再度「2-1」に戻してみてください。保をした4音色が再び鍵 
盤で鳴らせるよラになりまずね。 

実はこのとき\鍵盤の音色じ(外にも本機のさまざまな設定が\ 
保をしたときの内容に戻っていまず。このようにパフォーマ 
ンス機能では\本機の主要な設定をまとめて保をして\必要な 
ときにずぐに呼び出ずことができまず。さらに例えば\バンク 
2は 「Aura Lee 」 専用、バンク3は別の巧用…という具合に巧ご 
とにバンクを分けて整理ずると\より使いやずくずることが 
できまず。詳しくは65ぺージからの「さらに高度な演奏に 
チヤレンジずる（パフオーマンス）」をご参照ください。 


編集中マーク"!"が表示されていまずが\まだこれまでの設定 
内容は本機に保存されていません。 ©( WRITE ) を}甲して保 
存モードに入り\あとは音色と同じ要領でユーザーノ \°フ ォー 
マンスとして保をしてください。 

























































































デモ巧を聴いてみよう 


では最後に\本機の表現力をデモンストレーシヨンずるため 
の内蔵な（デモ巧）をお楽しみください。 


〇 ( SETTING ) ( WRITE ) を同時に}甲してくださし、。 

e EDIT SETTING WRITE 



次に® (E NTE R ) を}甲してください。デモ曲の演奏がスター 
卜 しまず。 

•巧を切り替えるには\ ® (-、 +) を\停止ずるには\⑩ 
( START / STOP ) を}甲してくださし、。その他の詳しい操作 
方法は76ページをご参照ください。 


おね0に 


本機は\音色番号などの各種設定内容を\電源を入れなおして 
も保持しまず。設定内容を初期化したいときは\ 75ぺージ「本 
機全体の設定内容やデータを初期化ずる（イニシャライブ)」 
をご参照くださし、。 

じ(上で入門編は終了でず。次のページからは内容がぐっと詳 
しくなり\この章でご紹介できなかった機能もたくさん登場 
しまず。あせらずに\着実に理解できるぺースで読み進めてく 
ださい。用語についてはウェブ検索や市販の専門書で調べて 
いただくと、さらに理解が深まるでしよう。 


それでは、シンセサイザーならではの音作0の巧 
界をご堪能ください！ 
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本機の音源は \ 下記の16パート+外部入カパートから構成されていまず。本章では\ I -ーンモード （1 0ページ）でゾーンパート1 X 
を使って\音色を選}尺•編集•保をずる方法について詳しく説明しまず。 

また\ 音色をさらにひきたてる r エフェクト機自引や J 寅奏中に音にさまざまな変化を与えるロント □- ラー」についてもご紹介し 


まず。 


パート番号 

パー ト名 

特徴 

1 

ゾーンパート]※ 

本機のメインパート。常に鍵盤で演奏可能。音色の割り当てや編集も自由にできる。 

2〜4 

ゾーンパート2〜 4 X 

パフォーマンスモードでのみ演奏巧能な鍵盤パート。ゾーンパート]に比べて、音色の割 
り当てと編集に制約あり （65 ページ)。 

5〜6 

マルチフアンクシヨン 
キー 

マルチファンクションキー機能で割り当てるフレーズ](パート番号5)、 

およびフレーズ2 (パート番号 6) に使用 (67 ページ)。 

7 

ガイド\プレカウント 

フレーズを録音ずるときガイドやプレカウントで使用 (43 ページ)。 

8〜16 

ドラム1〜コード 

ステップシーケンサーのノートパート G 7 ページ）。 

- 

外部入力 

本機背面の® (IVnC IN、INST IN ) からの入力音 (71 ぺージ)。 


※「ソ ーン」 と「ソ ーン パ ート」につし'^て： 

本機の鍵盤やペダル\ボタンなどの操作は\本機内部の音源に対してのみではなく \本機に接続した外部機器(電子楽器やパ 
ソコン）に対しても MIDI 送信によって働きかけまず。 

そこで\内部と外部の両方に巧通ずる設定領域のことを「ゾーン」と呼び\これに対応した本機内部の音源パートを「ゾーンパー 
卜」 と呼びまず。たとえば本機の「ゾーン2」で音色を選ぶと \ 内部音源の「ゾーンパー ト 2」 と \ 外部機器の MIDI チャンネル2 に対 
応ずるパートの両方をその音色にずることができまず。 

• ゾーンと M I DI チヤンネルの対応は\変更可能でず (67 ページ)。 

本機内部の音源 


ゾーンパート] 


ゾーンパート2 


ゾーンパート3 


ゾーンパート4 


ゾーン1の設定 


タト部機器 


(MIDI 


(MIDI 


(MIDI 


(MIDI 

チヤンネル1 ) 


チヤンネル 2) 


チヤンネル 3) 


チヤンネル 4) 
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音色を選ぶ 


ブ- ©( TONE ) を巧します。 

ボタンが点灯して\トーンモードになりまず。 

2. ⑩ （ PRESET / USER ) を巧して、プリたツト音色かユーザー音色かを選びます。 

• ボタンが消なしているときはプ IJ セツト音色\点なしているときはユーザー音色でず。 

3. < D (0 〜 9) を巧して、音色番号を選びます。 

• © (ダイヤル） を回ずと\素早く音色番号を切り替えることができまず。 

• ® (-、 +) で\音色番号を1ずつ切り替えることもできまず。® (-) と® (+) を両方一緒に}甲ずとカテゴ IJ -の先頭の音 
色になりまず。 

■音ちカテゴリーの概要 


カテゴリー 

特徴 

音色数 

蕃号 

名前 

プリセット 

ユーザー 

プリセット 

ユーザー 

P 000- P 099 

U 000- U 099 

ソ□シンセサイザー 

伝統的なアナ□グシンセサイザー音色。元にず 
る波形を選び\音の3要素搞さ\音色\音量）ごと 
に編集してきめ細かな音作りが巧能。モノフォ 
ニック。 

100 

100 

P 100- P 399 

U 100- U 199 

PCM メ □ディー 

さまざまな楽器の音からサンプリンブしたデー 
夕を使って、元の楽器の音を再現ずる。 

300 

100 

P 400 - P 419 

U 300- U 309 

PCM ドラム 

20 

10 

- 

U 200 - U 210 

ユーザーウェーブ 

サンプルルーパー （59 ページ）で録音した音の 
波形を編集。ユーザーゥェーブ音色として、音の 
波形を編集ずることができる。 

• ユーザーウェーブ音色の ru 2 10」は\サンプ 
ルルーパー録音によって即時に変更される音 
色でず。 

- 

11 


• 全音色のリストは、別紙 「 Appendix 」 をご覧くださし、。 
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■ ユーザー音色をタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 


=ii= UO I IJrh ：： 


音色を編集して保存ずる 


グループの中に入る 


ブ，編集の元にする音色を選びます。 

• プリセット音色\ユーザー音色のいずれも選ぶことが 
できまず。 

2. ©( EDIT ) を巧します。 

音色の編集項目 IJ ストのトップ画面が表示されまず。 

例：ソ□シンセサイザー音色の編集項目 IJ ストのトップ 
画面 

リストタイトル 

1 




IJ スト 

3. © を使って編集したい項目を選び、設定値を切り 
曾えます。 

• ©(ダイヤル） を回ずと\素早く設定値を切り替えるこ 
とができまず。 

•リスト内容の詳細は\ 21ページ r ソ□シンセサイザー 
音色の編集内容」から30ぺージ r ユーザーゥェーブ音 
色の編集内容」までの中から、該当ずる音色カテゴ IJ - 
の記載をご参照ください。 

例：トップ画面で" Volume " 借量)を選び J 受定値を055 
に切り替えた場合 

この表示の項目は、複数の項目のブルース 
©( ENTER ) 押しで、そのブループの中に入る。 

ページ 


グループの外に出る 


⑩ 


の 



項目を選ぶ 

丄 


(C3 


^3 


C3 


T 

ページをめくる 

4. 編集が終わったら、© ( EDIT ) 対甲します。 

編集項目 IJ スト画面を抜けまず。 

• まだ保をしていないことを示ず"!"（編集中マーク）が 
点なしまず。ここで他の操作をずると\これまでの編集 
内容が消えてしまう場合がありまずので、保をしたい 
ときは次の手順引こ進んでください。 

編集中 マーク 

丄 


5. ©( WRITE ) を巧して、編集した音色をユーザー音 
色として保存してください。 

• 保をの方法は\ ]] ページをご参照ください。 

• 保をしたデータを消去ずる方湖ん75ぺージをご参照 
くださし、。 


編集項目 IJ ストの一部の項目は\編集項目 IJ ストに入らず 

に© (スライダー） や® (ASSIGNABLE KNOBS) を使つ 

て簡単に設定ずることができまず。32ページ r 音をコント 
□ー ルずる」をご参照ください。 






s:= 


::hl 


選が マーク 


設定値 
















































































































音を（卜ーン)を選ぶ/音ちを作る广 I 


ly □シンセサイザー音色の編集内容 

ソ□シンセサイザー音色は下図のよラに\ (1) 〜 (6) の6つのブ□ックの音を統合して作られまず。編集の前に\この構成と各ブ 
□ックの内容をしっかりと把握しておいてください。 


■ ソ□シンセサイザー音色構成図 



※エンべ□—プジェネレーター （Envelope Generator ) の略。 
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_ 内容_ 

" OSC とは0 scillator 焼振器）の略で\音を生み出ず部分でず。この2つのシンセ OSC ブ□ックで 
は\アナ□グシンセサイザーと同様に\サイン波やのこぎり波などの基本波形を元にして音を作り 


(1) シンセ0 SC 1 ブ□ツク 


(2) シンセ 0 SC 2 ブ□ツク 


まず。 


シンセ OSC : 元音を発生してピッチを決定しまず。 
フィルター:一部周波数をカットして\音質を調整しまず。 
アンプ: 音量を調整しまず。 


3つの EG (エンべ □ —プジェネレーター ） ： 
ピッチ\音質\音量などの\時間経過にともなう 
変化(エンべ□-プ)をコント□-ルしまず。 

ち図は音量のエンべ□-プの例でず。 



(3 )PCM osa ブ□ック 

PCM 音趋色カテゴ IJ - の rp 〔 M 音色」と同質の音)を元にしまず。編集內容のうち （1)(2) と異な 
る項目については23ぺージ「ブ□ックり）〜 (6) の編集項目」をご参照ください。 

(4) PCM 0 SC 2 ブ□ック 

(5) 外部入力音ブ□ック 

0 SC の代わりに\本機背面の2つの端テ® (IVnC IN、INST IN ) からの外部入力音を元にしまず。 
ピッチの変更範囲に制限がありまず。 

(6) ノイズブ□ック 

0 SC の代わりに\専用のノイズ発生器によるノイズを元にしまず。ピッチの編集はできません。 

(7) トータルブ□ック 

(1)-(6) の信号を統合し\フィルターと DSP (エフェクトの一衝を通して音色を完成しまず。 

(8) LF 01 ブ□ック 

" LF 0" とは Low Frequency 0 sdllator (低周波発信器）の略で、モジユレーションやトレモ□など 
のゆらぎ効果の元になる波形情報を各ブ□ックに送りまず。 

(9) LF 02 ブ□ック 

(10) 各種コント□ーラー 

鍵盤やべンダーなどの各種操作テ\あるいは M I D I メッセージなど。 （ 1 ) 〜 (9) の各ブ□ックにコン 
卜□ールメッセージを送って音色をコント□ールしまず。 

またノ （ー チャルコント□-ラー機能を使えば\例えば r ペダルを踏んで\音量を変える」という具合 
に\コント□-ラーの種類（ソース）とコント□-ルされるパラメーター(デスティネーション）の 
組み合わせを自由に設定ずることができまず。 






























音を（卜ーン)を選ぶ/音ちを作る广 I 


■ブ □ック （1) 〜 (6) の 編集 項目 

• 特に重要な一部の項目については、 @(9本のスライダー） や® (4 つのノブ) で簡単に調整ずることができまず (32 ぺージ)。 

事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保をずる」の手順2の画面から J 欠の操作をしまず。 

1. "OSC Block > Ent " を選び、® ( ENTER ) を巧してグループの中に入る。 

2. ©(PART -、+)で編集したいブ□ックを選ぶ。 



ブ□ック 

Syn1: シンセ OSC] 
Syn2: シンセ 0S〔2 
PCM1: PCM 0SC1 
PCM2: PCM 0SC2 
Ext : 外部入力 
Noise: ノイズ 


:. 


編集項目リスト 

• 網掛けは\複数の項目からなるブループでず。® ( ENTER )} 甲しで\そのブループ内の項目を表示しまず。 

• 表示の末尾に( V )と記載した項目は\ブ□ック （10) r バーチヤルコント□-ラー」のデステイネーシヨン （28 ぺージ）として選ぶ 
ことができまず。 


I 表示 

内容 

設定範囲 I 

0 SC On/Off 

OSC オンオフ （OSC On / Off )。 オフにずるとブ□ック全体が無効になる。 

Off , On 

Oscillator >Ent 
(ブ□ックり）〜 （5) のみ） 

オシレーター ( Oscillator )。 シンセ OSC、PCM 0 SC 、 またはピッチシフターのピッ 
チにかかわる編集項目グレープ。 

• 20ぺージ信色を編集して保をずる」の手順1の後に、© (EDIT) をしばらく巧 
したままにずると、シヨートカットでこのブループの中に入ることができまず。 


Synth Wave 

(ブ□ック （1)(2) のみ） 

PCM Wave 
(ブ□ック （3) (4) のみ） 

シンセ波形 （SYNTH WAVE )、 PCM 波形 （ P〔M WAVE )。 シンセ OSC または PCM 
OSC での発生音の、元にずる波形を選ぶ。 

• " L " または" B " 表示つきの波形は、本来のピッチより]オクターブ低く発音しま 
ず。また" B " 表示つきの波形は、 C 5 より上の鍵盤では発音しません。 

• 波形の種劇ま別紙 「 Appendix 」 をご覧ください。 

• ブ□ック （5) には、この項目はありません。 

• ユーザーウェーブ音色 （User Wave ) の各スプリットを 、 PCM Wave としてアサ 
インずることができまず。 

ユーザーウェーブ名は、例として " UserWave 1-2" と表示されまず。最初の番号 
(例では1 ) は r ユーザーウェーブ番号：1〜1〇\あるいは R (サンプルルーパーで録 
音したデータ）」が入りまず。"-"の後の番号(例では 2) は r スプリット番号：1〜 

5 J が入りまず。 

また、波形がを在ずるデータの場合、ユーザーウェーブ名の頭に"*"が付きまず。 

別紙 「 Appendix 」 参照 

Pitch ( V ) 

ピッチ （ Pitch ) 。 音程を調整ずる、最大、最/」\値で± 2オクターブ変化ずる。 

-256-0-+255 

Detune ( V ) 

デチューン （ Detune ) 。 チューニンブの微調藍 

-256-0-+255 

Key Follow ( V ) 

キーフォ □-(Key Follow )。 隣り 
化が大きくなる。 

例：キーフォ□—ベース (Key Foil ' 

\ 

合ラ鍵盤の間り 

0W Base ) が C 

つピッチ変化量。数値が高いほど変 

4鍵盤のとき 

/ Key Follow =127 

/ Key Follow = 64 

- Key Follow = 0 

-128-0-+127 


\; ひ 

I \BM I Key Follow I 


- Key Follow =-127 

ひ C84 

Key Follow Base 

Key Fol Base ( V ) 

キーフォ□-ベース （Key Follow Base )。 キーフォ□-の中瓜となる鍵盤。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C - - G が 

Env.Depth ( V ) 

エンべ □ -プデプス (Envelope Depth ) 〇 下記エンべ □ -プのかかり具合。 

-64-0-+63 
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Init Level 

RT1 

Release Time] 

Attack Time 

RL1 

Release Level 1 

Attack Level 

RT2 

Release Time2 

Decay Time 

RL2 

Release Level2 

Sustain Level 




い音色(卜ーン)を選ぶ/音色を作る 


表示_内容_設定範囲 


ピッチエンべ□-プ （Envelope)。 シンセ OSC、PCM OSC、 またはピッチシフター 
にかけるエンべ □—プ (Envelope Generator) の編集項目ブルース 
• 下の概要図はフィルターやアンプなど他のエンべ□-プにも適用しまず。ピッ 
チェンべ□-プでは、音の高さが縦軸 「Level」 に該当しまず。 


Level 



I nit. Level (V) 


ニシャルレベル （Init 旧 I Level)。 発音開始時の音の局さ。 


-64-0- +63 


Atk.Time(V) 


アタックタイム （A け ack Time)。 イニシャルレベルからアタックレベルに達ずる 
までの時間。 


0-127 


Atk. Level (V) 


アタックレベル (A け ack Level)。 発音開始直後の変化で到達目標とずるレベル。 


-64-0- +63 


Dcy.Time(V) 


ディケイタイム （Decay Time)。 アタックレベルからサステインレベルに達ずるま 
での時間。 


0-127 


bus. Level (V) 


サステインレベル (Sus ね in Level)。 鍵盤やペダルで音を持続させているときのレ 
ベル。 


-64-0- +63 


Rel.Timel (V) 


リリースタイム] (Release Time1)。 鍵盤を離してからリリースレベル]に達ずる 
までの時間。 


0-127 


Rel.Level! (V) 


ij ij- スレベル] (Release Level"。 鍵盤を離した直後の変化で目標とずるレべ 
ル。 


-64-0- +63 


Rel.Time2(V) 


リリースタイム2 (Release Time2)。 リリースレベル1からリリースレベル2に達 
ずるまでの時間。 


0-127 


Rel.Level2(V) 


リリースレベル2 (Release Level2)。 鍵盤を離してからの変化で、目標とずる二つ 
目のレベル。 


-64-0- +63 


Clk.Trig 


ク□ックトリガーに lock Triager)。 エンべ□—プをリセットずるす白数を指定ず 
る。 1/4U 〜 4U を選がずると、票巧のタイミングでリセットずる。 


Off, 1/4, 1/3, 1/2, 
2/3, 1,372,2,3,4, 
1/4U, 1/3U, 1/2U, 
2/3U,1U, 3/2U, 2U, 
3U,4U 


Ext.Trig 
(ブ□ツク （5) のみ） 


外部入カトリガー (External Trigger)。 オンに設定ずると、外部入力によってエン 
ベ□-プをリセットずる。 


Off, On 


LF01 Depth (V) 


LF0 1デプス (LF01 Depth) 。ブ□ック （8) からの LF0] のかかり具合。 


-64-0- +63 


LF02 Depth (V) 


LF02 デプス （LF02 Depth)。 ブ□ックの）からの LF02 のかかり具合。 


— 64 - 0 - +d3 


PulseWidth 

(ブ□ツク （1)(2) のみ） 

(V) 


ノむレスワイズ (Pulse Width) 。シンセ波形が矩形波のときの、矩形波の幅を調整ず 
る。 


0-127 


PWM LF01 デプス （PVVM LF01 Depth)oLF01 によるパルス幅変調 （Pulse 
Width Modulation) の深さを調整ずる。 


PWM 


PWM LF01 Dep 

(ブ□ツク （1)(2) のみ） 

(V) 


-64-0- +63 


PWM LF02 Dep 

(ブ□ツク （1)(2) のみ） 

(V) 


PWM LF02 デプス （PWM LF02 Depth)oLF02 によるパルス幅変調 （Pulse 
Width Modulation) の深さを調整ずる。 


-64-0- +63 


L 


置町 


t 
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表示 

内容 

設定範囲 

Sync OSC 

(ブ□ック （2) のみ） 

オシレーターシンク （Sync OSC)。 オンにずると、ブ□ック （2) の音の渡形を、ブ 
□ック （1) の音の波形周期にあわせてリセットして両者を同期させまず。 

Off, On 

OriginalKev 
(ブ□ック （5) のみ）（V) 

オリジナルキ ー(Original Key)。 ブ□ック （5) への外部入力音をそのままのピッチ 
で鳴らず鍵盤を選ぶ。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C--G9^ 

M に InstLvl 

(ブ□ック （5) のみ）（V) 

マイク/インストレベル （Mic/lnst Level)。 ブ□ック （5) への外部入力音のレべ 
ル。 

0-127 

TrigThresh 
(ブ□ック （5) のみ）（V) 

トリガースレッシュホールド (TriggerThreshold)。 外部入カトリガー （24 ぺ一 
ジ）をかける外部入力音レベルのしきい値。 

0-127 

TngRelease 
(ブ□ック （5) のみ）（V) 

トリガーリ IJ- スタイム (Trigger Release Time)。 外部入カトリガー (24 ぺージ） 
動作後、;欠のトリガー動作がずぐに起きないよう抑制している時間。 

0-127 

P.ShiftMode 
(ブ□ック （5) のみ） 

ピッチシフターモード （Pitch Shifter Mode)。 この設定の値が大きいほど、発音ま 
での時間が長くかかるが、音質は良くなる。オフにずると、鍵盤を変えてもピッチ 
が変化しない。 

Off, 1,2,3 

P.ShiftMix 
(ブ□ック （5) のみ） 

ピッチシフターミックス （Pitch Shifter Mix)。 ピッチを変更した音（シフト音）と、 
変更しない音(原音)の音量比。 

0 :シフト音のみ鳴る 

7 :両方が同じ音量で鳴る 

15:原音のみ鳴る 

0-15 

Noise Type (ブ□ック （6) のみ） 

ノイズタイプ (Noise Type)。 ブ□ック （6) で発生させるノイズの種類を選ぶ。ホワ 
イトノイズ(全周波数帯域で均一の雑音)、ピンクノイズ(周波数に反比例ずる雑 
音)などがある。 

•ノイズの種類は別紙 「Appendix」 をご覧ください。 

別紙 「Appendix」 参照 

Filter >Ent 

フィルター (Filter)。 各ブロック内のフィルター(音色）にかかわる編集項目グルー 
プ。 


Gain 

ゲインに ain)。 下記カットオフ周波数に ut off Frequency) の設定値よりも高い 
周波数成分の音量の落とし具合。 "Flat" に設定ずるとカットオフしなくなる。 

-18dB, -12dB, 

—6dB, —3dB, Flat 

Cutoff (V) 

カットオフ周波数に ut off Frequency)。 フィルターのカットオフ周波数。 

0-15 

TouchSense ( V ) 

タッチセンス （Touch Sense)。 鍵盤を弾くタッチに応じて、フィルターを変化させ 
る度合い。 

-64-0-+63 

Key Follow ( V ) 

キーフォ □-(Key Follow)。 瞬り合う鍵盤の間のフィルター変化量数値が高いほ 
ど変化が大きくなる。 

-128-0-+127 

Key Fol Base ( V ) 

キーフォ□-ベース （Key Follow 巨 ase)。 キーフォ□-の中瓜となる鍵盤。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C- - G が 

Env.Depth (V) 

エンべ □ -プデプス (Envelope Depth) 〇下記エンべ □ -プのかかり具合。 

-64-0-+63 

Envelope >Ent 

フィルターエンべ□-プ (Envelope)。 フィルターにかけるエンべ□-プ 
(Envelope Generator) の編集項目ブループ。 

• ブループ内の項目は前述の r ピッチエンべ □ -プ」をご参照くださし、ピッチエ 
ンべ□-プの概要図の縦軸 「Level」 には、フィルターのかかり具合が該当しま 
ず。 

0-127 (イニシャルレべ 
ル〜 リリースレベル 2) 

• ク□ックトリガーと外 
部入カトリガーの設定 
範囲は「ピッチエンべ 
□ —プ」と同じ。 

LF01 Depth (V) 

LF01 デプス (LF01 Depth) 。ブ□ック （8) からの LFO] のかかり具合。 

-64-0- +63 

LF 02 Depth ( V ) 

LF02 デプス （LF02 Depth)。 ブ□ックの）からの LF02 のかかり具合。 

-64-0- +63 

Amp >Ent 

アンプ (Amp)。 各ブ□ック内のアンプ(音量）にかかわる編集項目ブルース 


Volume (V) 

音量 (Volume)。 アンプの音量設忠 

0-127 

TouchSense ( V ) 

タッチセンス （Touch Sense)。 鍵盤を弾くタッチに応じて、音量を変化させる度合 
い。 

-64-0- +63 

Key Fol low ( V ) 

キーフォ n-Key Follow)。 隣り合う鍵盤の間の音量劉ヒ。数値が高いほど変化が 
大きくなる。 

-128-0-+127 

Key Fol Base ( V ) 

キーフォ□-ベース （Key Follow 巨 ase)。 キーフォ□-の中瓜となる鍵盤。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C- - G9^ 

Envelope >Ent 

アンプエンべ□-プ （Envelope)。 アンプにかけるエンべ□-プ (Envelope 
Generator) の編集項目グループ。 

•ブ) レープ内の項目は前述の r ピッチエンべ □ -プ」をご参照くださし、ピッチエ 
ンべ□-プの概要図の縦軸 「Level」 には、音量が該当しまず。ただし「イニシャル 
レベル」から「リリースレベル2」までの9項目の設定範囲は「0 - ] 27」で、ピッチ 
エンべ□-フ°とは異なりまず。 

0- 127(イニシャルレべ 
ル〜 リリースレベル 2) 

• ク□ックトリガーと外 
部入カトリガーの設定 
範囲は「ピッチエンべ 
□-プ」と同じ。 

LF01 Depth (V) 

LF01 デプス (LF01 Depth) 。ブ□ック （8) からの LFO] のかかり具合。 

-64-0- +63 

LF 02 Depth ( V ) 

LF02 デプス （LF02 Depth)。 ブ□ック （9) からの LF02 のかかり具合。 

-64-0- +63 

Legato 

レガート （Legato)。 オンに設定ずると;欠の音へのつながりがなめらかになる。 

Off, On 
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I 表示 

内容 

設定範囲 I 

Portamento 

ポルタメント （Portament)。 オンに設定ずるとポルタメント効果がかかる。 

• ブ□ック （6) には、この項目はありません。 

Off, On 

PortaTime(V) 

ポルタメントタイム (Portament Time) 。ポルタメントで;欠の音に到達ずるまで 
の時間。 

0-127 


• ブ□ック （6) には、この項目はありません。 



X 画面表示の" C -" は\ C - 1 ( CO の1オクターブ下）を表しまず。 


■ ブ□ツク （7) r I - —タルブ □ ツク」のフイルター編集項目 

事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保存ずる」の手順2の画面で " Total Filter 〉 Ent " を選び \® (ENTER) を}甲してグループの中に入ってく 
ださし、。 

編集項目リスト 

• 網掛けは\複数の項目からなるブループでず。® (ENTER)} 甲しで\そのブループ内の項目を表示しまず。 

• 表示の末尾に( V )と記載した項目は\ブ□ック （10 ル' C - チヤルコント□-ラー」のデステイネーシヨン （28 ぺージ）として選ぶ 
ことができまず。 


表示 

内容 

設定範囲 

hilterType 

フィルタータイプ filter Type) 。フィルターの種類を選ぶ。 

LPF: □-パスフィルター。カットオフ周波数じ(上の高域成分をカットずる。 

BPF: バンドパスフィルター。カットオフ周波数を中瓜に合わせて低域、高域成分をカットずる。 

HPF: ハイパスフィルター。カットオフ周波数じ(下の低域成分をカットずる。 

左記参照 

Cutoff (V) 

カットオフ周波数に ut off Frequency)。 ソ□シンセサイザー音色のカットオフ周波数。 

0-127 

Resonance ( V ) 

レゾナンス （Resonance) 。カットオフ周波数付近につける音色のくせの度合い。 

0-127 

TouchSense ( V ) 

タッチセンス （Touch Sense)。 鍵盤を弾くタッチに応じて、フィルターを変化させる度合い。 

-64-0- +63 

Key Follow ( V ) 

キーフォ □-(Key Follow)。 隣り合う鍵盤の間のフィルター変化量数値が高いほど変化が大きく 
なる。 

-128-0-+127 

KeyFolBase ( V ) 

キーフォ□-ベース (Key Follow 巨 ase)。 キーフォ□-の中瓜となる鍵盤。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C- - G9^ 

Env.Retrig 

エンべ□—プリトリガー （Envelope Generator Retriager)。 この設定をオンにずると、巧鍵の度 
にフィルターをリセットずる。 

Off, On 

Env.Depth (V) 

エンべ□-プデプス （Envelope Depth)。 下記エンべ□-プのかかり具合。 

-64-0- +63 

Envelope >Ent 

卜ータルフィルターエンべ□-プ （Envelope)。 卜ータルブ □ ックのフィルターにかけるエンべ 
□—プ (Envelope Generator) の編集項目ブループ。 

• グループ内の項目は前述の r ピッチエンべ □ -プ」をご参照くださし、ピッチエンべ □ -プの概要 
図の縦軸「 LevelJ には、フィルターのかかり具合が該当しまず。 

0- 127(イニシャルレべ 
ル〜 リリースレベル 2) 

• ク□ックトリガーと外 
部入カトリガーの設定 
範囲は r ピッチエンべ 
□-プ」と同じ。 

LF01 Depth (V) 

LF01 デプス (LF01 Depth) 〇ブ□ック胤からの LFO] のかかり具合。 

-64-0- +63 

LF 02 Depth ( V ) 

LF02 デプス (LF02 Depth) 〇ブ□ック （9) からの LF02 のかかり具合。 

-64-0- +63 


义 画面表示の" C -" は\ C - UC 0 の]オクターブ下）を表しまず。 
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音を（卜ーン)を選ぶ/音ちを作る广 I 

■ ブ□ック (8) (9)「LF01 、 LF02 ブ□ック」の編集項目 

事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保をずる」の手順2の画面から J 欠の操作をしまず。 

1 . "LFO >Ent" を選び、® (ENTER) を巧してグループの中に入る。 

2 . ©(PART -、+)で編集したいブ□ックを選ぶ。 

編集項目リスト 

• 表示の末嵐こ( V )と記載した項目は\ブ□ック （10) r バーチヤルコント□-ラー」のデステイネーシヨン （28 ぺージ）として選ぶ 
ことができまず。 


表示 

内容 

設定範囲 

WaveType 

波形タイプ (Wave Type) 。 LFO に用いる渡形の種類をじ(下から選ぶ。 

Sin へへ Puls 1:3 1 n 

(サイン波） \J \j (矩形波 1:3) I __ II _ 

ち波）/\/\ (矩お波 2:2) _n_r~ 

Saw up / / / / Puls 3:1 I — I I^ 

(重居渡 7 ップ） III (矩形ミ皮 3:1) 」 U 

Saw down \ \ \ \ Random n r L 

(金原皮ダウン）\\\\ (ランダム） 

左記参照 

Sync 

シンク （Sync)。LFO を何と同期させる力、。 

Off :同期をとらない。 

Tempo: ク□ックシンク（下記）で設定された巧に同期ずる。 

LF01 (LF02 でのみ選が可能）： LF02 を、 LF01 に同期させる。 

左記参照 

Rate(V) 

レート （Rate)。LFO の速さ调波数)。シンク設定がオフの場合に有効。 

0-127 

し Ik.bync 

ク□ックシンクに lock Sync)。LFO の周期を同期させる巧数を指定ずる。1 /4U 〜 4U を選がずる 
と、裏す白のタイミングに同期ずる。 

• シンク設定が" Tempo" のときのみち効。 

1/4, 1/3, 1/2, 2/3,1, 
3/2, 2, 3, 4, 1/4 U , 

1/3 U , 1/2 U , 2/3 U , 
1 U ,3/2 U , 2 U ,3 U ,4 U 

Depth ( V ) 

デプス （Depth) 。 LFO のかかり具合。 

0-127 

Delay ( V ) 

ディレイ （Delay)cLFO のかかるタイミングを遅らせる度合い。 

0-127 

Rise ( V ) 

ライズ (Rise)。LFO がかかり始めてから、効果の深さが上記デプスで設定されたレベルに達ずるま 
での時間。 

0-127 

Mod.Depth ( V ) 

モジユレーシヨンデプス (Modulation Depth)。LFO に対するモジユレーシヨンのかかり具合。 

0-127 
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\}\ 音を（トーン)を選ぶ/音をを作る 


■ブ□ツク （10) 「各種コント□—ラー」の、パーチヤルコント□—ラー編集項目 

好きな入力手段 (ソース)で\巧き な編集項目（操作対象:デスティネーシヨン）を調整ずるための\仮想コント□-ラーでず。 
事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保をずる」の手順2の画面から J 欠の操作をしまず。 

1 . " Vi け ua に tri > Ent " を選び、® ( ENTER ) を巧してグループの中に入る。 

• コント□-ラーは1〜8番まであり\それぞれスライダー @(1/9 〜8/1 6) にも割り当てられまず。 

2 . ©(PART -、+)で編集したいコント□-ラー番号を選ぶ。 


編集項目リスト 


I 表示 

内容 

設定範囲 I 

Source 

ソース （Source)。 入力手段を選ぶ。 

Off; 巧河 

CC00-CC97: MO のコント□-ルチェンジ。X 

NoteOnKeyNum: MIDI のノートオンメツセージのキーナンバー 

NoteOnVel: MIDI のノートオンメッセージのべ□シティー値 

Ch.Pressure: MIDI のチヤンネルアフタータツチ 

Bend Up: ⑩ （ BENDER) の中央から上への操作 

Bend Down: ⑩ （ BENDER) の中央から下への操作 

Modulation: ⑩ （ MODULATION) の操作 

LF01: LF01 (ブ□ック（8)) 

LF02: LF02 (ブロックの)） 

左記参照 


※各値の内容は、 MIDI インプリメンテーシヨン （h け p://casiojp/support/emi/) や、 MIDI 関係の 
資料でご確認ください。 


Depth 

デプス （Depth)。 バーチヤルコント□-ラのかかり具合。 

-128-0-+127 

Dest 

デスティネーシヨン （Destination)。 パ'—チヤルコント□—ラの操作対象となるパラメーターを選 
ぶ。 

• Off 

• ブ□ック （1) 〜の）のパ 
ラメーター (23 〜27 
ページ）のうち、 「表 ZJ^」 

の末尾にV)が記載され 
ているもの。 

• DSP パラメーター 
(89 ページ） 


■その他の編集項目 

これまでご紹介したものじ(外の編集項目でず。これらは\ソ□シンセサイザーのみでなく\ィ也のカテゴ IJ- の音色にもな通の項目 
でず。 

事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保をずる」の手順2の画面を表示させてください。 


編集項目リスト 

• 網掛けは\複数の項目からなるブループでず。® ( ENTER )} 甲しで\そのブループ内の項目を表示しまず。 


I 表示 

内容 

設定節囲 I 

DSP On/Off (ソ 
□シンセサイザー 
じ(外の音色のみ） 

DSP オンオフ （DSP On/Off)。 音色に DSP をかけるか、かけないかを設定ずる。 

• オンの場合は、® (ENTER) 押しで DSP 編集画面 G6 ぺージ）に入ることができまず。 

•ソ□シンセサイザー音色の編集リストには、この項目は存在しません。 

Off, On 

DSPEdit>Ent 

DSP 編集 (DSP Edit)。 エフてクト機能の DSP(34 ぺージ）の編集項目グルース® (ENTER) 巧し 
で、 DSP 編集画面 G6 ぺージ）に進む。 

• 上記の 「DSP オンオフ」がオフの場合は無効になりまず。 


Volume 

音量 (Volume) 。音色全体の音量。 

0-127 

Rev.Send 

リバーブセンド （Reverb Send)。 音色へのリバーブ G4 ぺージ）のかかり具合。 

0-127 

〔ho.Send (ソ □ 
シンセサイザーじ （ 
外の音色のみ） 

コーラスセンドに horns Send)。 音色への〕ーラス G4 ぺージ）のかかり具合。 

•ソ□シンセサイザー音色のリストでは、この項目は存在しません。 

0-127 
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音を（卜ーン)を選ぶ/音をを作る广 I 


[_PCM メ □ディー音色（ドラム m タトの PCM 音ち)の編集内容 

PCM メ □ディー音色に特有の編集項目と\他の音色カテゴ IJ 一とな通の編集項目\の 2 種類がありまず。 

PCM メ □ディー音色のうち\ドラムセツト音色は\項目内容が異なりまずので、 29 ぺージ rPCM ドラム音色の編集内容」をご参照 
くださし、。 

■ PCM メ□ディー音ち特有の編集項目 

事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保存ずる」の手順2の画面を表示させてください。 

編集項目リスト 


1 表示 

内容 

設定範囲 1 

Atk.Time 

アタツクタイム (Attack Time )。 発音開始から最大音量（アタツクレベル）に達ずるまでの時間。 

-64-0- +63 

Rel.Time 

リ IJ — スタイム （Release Time )。 鍵盤を離してから音が消えるまでの時間。 

-64-0- +63 

Cutoff 

カツトオフ周波数に ut off Frequency )。 音色のカツトオフ周波数。 

-64-0- +63 

Vib.Type 

ビブラートタイプ (Vibrato Type )。 ビブラートに用いる波形の種類をじ(下から選ぶ。 

Sin (サイン波 )、 Tri (王角波 )、 Saw (据渡 )、 Sqr (矩形波） 

bin , Tri , Saw , bqr 

Vib.Depth 

ビブラートデプス (Vibrato Depth )。 ビブラートのかかり具合を調整ずる。 

-64-0-+63 

Vib.Rate 

ビブラートレート (Vibrato Rate )。 ビブラートの速さ（周波数)を調整ずる。 

-64-0-+63 

Vib.Delay 

ビブラートディレイ (Vibrato Delay )。 ビブラートがかかるタイミングを遅らせる度合い。 

-64-0-+63 

Oct.Shift 

オクターブシフト （ Oc ね ve Shift )。 音の高さをオクターブ単位で変更ずる。 

-2-0-+2 

TouchSense 

タツチセンス (Touch Sense )。 鍵盤を弾くタツチに応じて、音量を変化させる度合い。 

-64-0-+63 


■他の音色カテコ" U — と共通の編集項目 

28ぺージ r その他の編集項目」をご参照くださし、。 


[ PCM ドラム音ちの編集内容 

ドラムセツト音色の編集項目でず。 PCM ドラム音色特有の編集項目と、他の音色カテゴリーと巧通の編集項目、の2種類がありまず。 

■ PCM ドラム音ち特有の編集項目 

事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保存ずる」の手順2の画面を表示させてください。 

編集項目リスト 

• 網掛けは\複数の項目からなるブループでず。® ( ENTER )} 甲しで\そのブループ内の項目を表示しまず。 
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1 表示 

内容 

設定範囲 I 

Inst Number 

インストナンパ '- (Inst Number )。 ベ□シティーレンジごとに割り当てるドラム 
音色の波形を選ぶ。 

• 波形の種熱ま別紙 「 Appendix 」 をご覧ください。 

• ユーザーウェーブ音を （User Wave ) の各スプリットを 、 Inst Number としてア 
サインずることができまず。 

ユーザーウェーブ名は、例として " UserWave 1-2" と表示されまず。最初の番号 
(例では1 ) は r ユーザーウェーブ番号：1〜1〇\あるいは R (サンプルルーパーで録 
音したデータ）」が入りまず。"-"の後の番号(例では 2) は r スプリット番号：1〜 

5」が入りまず。 

また、波形がを在ずるデータの場合、ユーザーウェーブ名の頭に"*"が付きまず。 

別紙 「 Appendix 」 参照 

VelRangeHi 

ベ□シティーレンジハイ （Velocity Ranae Hi )。 ベ□シティーレンジごとの上限を 
決める。 

0-127 

Volume 

音量 ( Volume )。 ドラム音の音量を調整ずる。 

-128-0-+127 

Pan 

パン （ Pan )。 ドラム音のステレオ定位を調整ずる。 

-64-0- +63 

Rev.Send 

リノ ' C ーブセンド （Reverb Send ) 。ドラム音色へのリノ t - ブのかかり具合を調整ずる。 

0-127 

NoteOffMode 

ノートオフモード （Note Off Mode )。 この設定をオンにずると、鍵盤を離ずと音 
が消える。 

Off , On 

Assign Grp 

アサインブループ (Assign Group )。 今選んでいる鍵盤を1〜15のうちどのブルー 
プに入れるか選ぶ。同じブループ内の鍵盤は、同時に一っしか鳴らない(排他発音)。 

Off , 1-15 

Pitch LFO >Ent 

ピッチ LFO(Pitch LFO )。 ピッチにかける LFO の編集項目ブルース 


WaveType 

波形タイプ (Wave Type )。 LFO に用いる波形の種類を選ぶ。選べる波形の内容は、 
27ぺージロ'□ック （8) の）の編集項目」の「波形タイプ (Wave Type ) 」と同じ。 

bin , Tri , SawUp , 
SawDown , Puls 1:3, 
Puls 2:2, Puls 3:1 

Rate 

レート （ Rate )。 LF 0 の速さ（周波数)。 

0-127 

Depth 

デプス （ Depth )。 LF 0 のかかり具合。 

-128-0-+127 

Delay 

ディレイ （ Delay ) cLFO のかかるタイミングを遅らせる度合い。 

0-127 

Rise 

ライズ ( Rise )。 LF 0 がかかり始めてから、効果の深さが上記デプス （ Depth ) で設定 
されたレベルに達ずるまでの時間。 

0-127 

Mod.Depth 

モジユレーシヨンデプス （Modulation Depth ) oLF 0 に対するモジユレーシヨン 
のかかり具合。 

0-127 

After Depth 

アフターデつ°ス (After Depth )。 MIDI のチヤンネルアフタータッチを受信したと 
きの、 LF 0 変化の度合い。 

0-127 

Amp LFO >Ent 

アンプ LF 0( An 呕 LF 0)。 音量にかける LF 0 の編集項目ブルースブループ内の項 
目内容と設定範囲は、上記ピッチ LF 0 (Pitch LFO ) と同じ。 

左記参照 


X 画面表示の" C-" は\ C-UCO の]オクターブ下）を表しまず。 


■他の音ちカテコ" IJ 一とな通の編集項目 

ソ□シンセサイザー音色の28ページ「その他の編集項目」をご参照ください。 

L ユーザーウェーブ音ちの編集内容 

音色カテゴリー「ユーザーウェーブ音色」の編集項目と、他の音色カテゴ IJ- とな通の編集項をの2種類がありまず。 

■ ユーザーウェーブ音ち特有の編集項目 

事前のご準備 

20ぺージ「音色を編集して保をずる」の手順2の画面を表示させてください。 

編集項目リスト 

• 網掛けは\複数の項目からなるブループでず。® (ENTER)} 甲しで\そのブループ内の項目を表示しまず。 


表示 

内容 

設定節囲 

Split Edit >Ent 

スプリットの編集 (Split Edit )。 サンプルルーパーで録音されたスプリットの編集項 
目グル_プ 

• スプリットを切り替えるには、③ （PART -、+) を巧しまず。 


Volume 

音量 ( Volume )。 音量を調整ずる。 

0-127 

Pan 

ノ t ン （ Pan )。 音のステレオ定位を調整ずる。 

-64-0-63 

CoarseTune 

コースチユーンに oarse Tune )。 音の高さを半音単位で調整ずる。 

-24-0-24 

Fine Tune 

ファインチユーン （Fine Tune )。 音の高さを微調整ずる。設定値一2%で半音下が 
り、+255で半音上がる。 

-256-0-255 
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表示 

内容 

設定範囲 

Cutoff 

カットオフ周波数に ut off Frequency )。 ユーザーゥェーブ音色のカットオフ周波数。 

0-127 

TouchSense 

タッチセンス (Touch Sense )。 鍵盤を弾くタッチに応じて、音量を変化させる度合い。 

-64-0-63 

KeyFollow 

キーフォ □-(Key Follow )。 隣り合う鍵盤の間のピッチ変化量数値が高いほど変 
化が大きくなる。 

-128-0-127 

KeyFolBase 

キーフォ□-ベース （Key Follow Base )。 キーフォ□-の中瓜となる鍵盤。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C -- G 9 X 

P . Env.Depth 

ピッチエンべ□-プデプス （Pitch envelope depth )。 ピッチにかけるエンべ□-プ 
のかかり具合。 

-64-0-63 

Pitch Env>Ent 

ピッチエンべ□-プ ( Envelope )。 ピッチにかけるエンべ□-プ (Envelope 
Generator ) の編集項目ブループ。 


Init.Level 

イニシャルレベル （Inmal Level )。 発音開始時の音の高さ。 

-64-0-63 

Atk.Time 

アタックタイム ( A け ack Time ) 。イニシャルレベルからレベル0に達ずるまでの時間。 

0-127 

Rel.Time 

リリースタイム （Release Time )。 鍵盤を離してからリリースレベルに達ずるまでの 
時間。 

0-127 

ReL Level 

IJIJ - スレベル （Release Level )。 鍵盤を離した直後の変化で目標とずるレベル。 

-64-0-63 

Amp Env >Ent 

アンプエンべ□-プ （ Envelope )。 アンプにかけるエンべ□-プ (Envelope 
Generator ) の編集項目ブループ。 

•ヴ) レープ内の項目は24ぺージの「ピッチエンべ □ -プ」をご参照ください。ピッチ 
エンべ□-プの概要図の縦軸 「 Level 」 には、音量が該当しまず。ただし「イニシャル 
レベル」から「リ IJ - スレベル2」までの9項目の設定範囲は「0 - ] 27」で、ピッチエ 
ンべ□-プとは異なりまず。また、「ク□ックトリガー」の1項目は入つていません。 

0- 127(イニシャルレ 
ベル〜リリースレベル 

2) 

• 外部入カトリガーの 
設定範囲は r ピッチエ 
ンべ□-フ°」と同じ。 

KeyRangeLow 

キーレンジ □-(Key Ranae Low ) 。スプリット再生の有効な鍵域の下限を設定ずる。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C -- G 9^ 

KeyRangeHi 

キーレンジハイ (Key Range High ) 。スプリット再生の有効な鍵域の上限を設定ずる。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C -- G 9^ 

OriginalKey 

オリジナルキ ー (Original Key )。 スプリットをそのままのピッチで鳴らず鍵盤を選ぶ。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C -- G 9^ 

Points >Ent 

ポイント （ Points )。 スプリットの開始、ループ、終了の各位置を変更ずる。 


Start 

開始位置 ( S ね rtjDoint )。 下図のようにスプリット全体の長さは数値で記録されており、 
スプリットの先頭の数値を変更ずることで、スプリットの開始タイミングを変更ずる。 

• ©(0 〜 9) でスプリットの開始位置の値を入力ずることができまず。 

• ©(-、+) で、上3衍の値を変更ずることができまず。 

例：開始位置の数値を100000から125000へ変更ずることで、開始タイミンブ 
を後ろにずる。 

Start Point Loop Point End Point 

I : I I 

0-205000 
(ステレオ録音時)、 
0-410000 
(モノラル録音時） 

I : I I 

100000 i 150000 200000 

' - ► 125000 

Loop 

ループ位置 （Loop point ) 〇 Start Point と同様に、スプリットのループタイミンブを 

• ¢(0 〜 9) でスプリットのループ位置の値を入力ずることができまず。 

• の （一、+) で、上3衍の値を変更ずることができまず。 

0 - 205000 
(ステレオ録音時)、 
0-410000 
(モノラル録音時） 

End 

終了位置 (End point)。Start Point と同樹こ、スプリットの終了タイミンブを変更ずる。 

• ©(0 〜 9) でスプリットの終了位置の値を入力ずることができまず。 

• ©(-、+) で、上3衍の値を変更ずることができまず。 

0-205000 
(ステレオ録音時)、 
0-410000 
(モノラル録音時） 

Pitch LFO >Ent 

ピッチ LF 0 (Pitch LFO )。 ピッチにかける LFO の編集項目ブルースブループ内の項 
目内容と設定範囲は、29ぺージ rp 〔 M ドラム音色特有の編集項目」のピッチ LF 0 
(Pitch LFO ) と同じ。 

左記参照 

Amp LFO >Ent 

アンプ LF 0 (Amp LFO )。 音量にかける LFO の編集項目ブルースグループ内の項目 
内容と設定範囲は、29ぺージ rp 〔 M ドラム音色特有の編集項目」のアンプ LF 0 (Amp 
LFO ) と同じ。 

左記参照 


X 画面表示の" C-" は\ C-UCO の]オクターブ下）を表しまず。 


■他の音ちカテコ" IJ 一とな通の編集項目 

28ぺージ r その他の編集項目」をご参照くださし、。 
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音をコント□ールする 


ぺダ J レやベンダーなどを使って\音の高さや音量\エンべ □- 
プなどを、演奏中に素早くコント□-ルずることができまず。 

L ペダルを使う 


ペダルを踏んで J 鳥っている音やアルペジオ （37 ぺージ)\フ 
レーズ (41 ぺージ）などを持続させたり\ソフト効果をつけた 
りずることができまず。 

• ぺダ J レの接続は\ 7ぺージをご参照ください。 

• ペダルの効果は\パフォーマンス編集項目 IJ ストの 

"Controller >Enf ^ " Pedal " で選ぶことができまず。詳し 
くは68ページをご参照ください。 

I ホイールを使う（ベンダー、モジユレーシヨン） 

ホイール⑩ （BENDER、MODURATION) を動かして\音の 
高さ（ピッチ）を滑らかに上下させたり\音にビブラート（モ 
ジュ レーシヨン 効果）をかけることができまず。 



• 電源を入れるときは\ホイールを動かさないようにしてく 

/こ cf し、0 

• ⑩ （BENDER) で変更できるピッチ幅（ベンドレンジ）は\ 
パフォーマンス編集項目 IJ ストの " BendRngDwn " 
" BendRnaUp " で\パートごとに設定できまず (67 ぺ一 
ジ)。 

I アサイナブルノブを使5 

4つのノブ® (ASSIGNABLE KNOBS) を回して、音のエン 

ベ□-プ(アタックタイムなど\ 2 ] ぺージ）や音量などをずば 
やく調整ずることができまず。 


K1 K2 K3 K4 



• ゾーンパ ー M の音色カテゴ IJ - により\各ノブの機能は次 
のよラになりまず。 

ソ□シンセサイザー音色 (23 ページ） 

K 1 :バーチヤルコント□-ラー] (28 ぺージ） 

K 2: バーチヤルコント□-ラー 2(28 ぺージ） 

K 3: パ'-チヤルコント□-ラー 3(28 ぺージ） 

K 4: パ'-チヤルコント□-ラー 4(28 ぺージ） 


PCM ドラム音色 (29 ページ） 

K 1 : VolumeCDrum Inst >) 

K 2 : Pan (Drum Inst >) 

K 3 : Reverb Send (Drum Inst >) 

K 4: Reverb Send (他の音色カテゴ U — と巧風 

ユ_ザ_ゥェ_ブ音色 (30 ぺージ） 

K 1 : Cut off Frequency 
レ ： Attack Time (Amp Envelope >) 

K 3: Release Time (Amp Envelope >) 

K 4: Reverb Send (他の音色カテゴ U — とな通） 

上の機能は\トーンモード画面に省略名で表示されまず。 



•パフォ ーマンスモー ドでは\各ノブの効果の種類は\ 

パフォーマンス編集項目 IJ ストの "Controller >Enf ^ 

" K 1〜 K 4" で切り替えることができまず (68 ページ)。 

L スライダーを使う 

0 (9 本のスライダー） を使って、ソ□シンセサイザー音色の 
オシレーター\エンべ□-プ\卜ータルフィルター/ LF 0 の各 
パラメー ターを間単に調整ずることができまず。 

1 . ソ□シンたサイザー音色を選びます。 

2 . 〇のオシレーター (0 SC BLOCK )、 エンべ□ープ 
(ENV GENERATOR )、 I -ータルフィルター/ 
LF 0 (TOTAL FILTER / LFO ) のうち、スライダーに 
よる編集が象をボタンから選び点のさせます。 

3 . @(3つのボタン)を巧して、 lil 下を選びます。 

■ 手順2でオシレーターを選んだ場合 

〇 (SELECT OSC) を}甲ずごとに\05〔ブロックの 
り）〜 (6) および ALL (り）〜 (6) ずべて)が順に切り替 
わりまず。 

■ 手順2でエンべ □ ープを選んだ場合 

• ©(SELECTOSO を}甲ずごとに 0 SC ブ□ックの 
り）〜 (6) および ALL (り）〜 (6) ずべて)が順に切り 
替わりまず。 

• ©(SELECT EG) を}甲ずごとに、 EG ブ□ックの 
0 SC / フィルター/アンプ / ALL (0 SC 、 フィル 
ター\アンプのずベて）が順に切り替わりまず。 

■手順2で!タルフィルター/ LF 0 を選んだ場合 
©(SELECT LFO) を}甲ずごとに LF 0 1、 LF 0 2. ALL 
が順に切り替わりまず。 


PCM メ □ディー音色 (29 ページ） 

K 1 :し ut oft Frequency 
K 2 : Attack Time 
K 3 : Release Time 

K 4: Reverb Send (他の音色カテゴ U — とな風 





































音ち（卜ーン)を選ぶ/音ちを作る广 I 


ん@(スライダー)を動かして、割り当てられているパラメーターを調整します。 

• スライ ダーに 割り当てられている パラメーターはじ (下の表をご参照ください。 パラメーターの 詳細は\各掲載ページをご参 
照、くだ'さし、。 


〇ポタン© (スライダー)_パネル表示_パラメーター_掲載ぺージ 


OSC BLOCK 



1/9 

OSC ON/OFF 

OSC Block > OSC On/Off 

23 

2/10 

WAVE 

OSC Block > Oscillator > Wave (Ext OSC では無効） 

• スライダーで選が可能な WAVE の種類ま、別紙 「 Appendix 」 を 
ご覧ください。 

23 

3/11 

PITCH 

0 SC Block > Oscillator > Pitch (Noise OS 〔では無効） 

23 

4/12 

DETUNE 

OSC Block > Oscillator > DetuneCNoise OS 〔では無効） 

23 

5/13 

PORTA TIME 

OSC Block > PortaTime 

26 

6/14 

P.ENV DEPTH 

OSC Block > Oscillator > Env.Depth (Noise OSC では無効） 

23 

7/15 

CUTOFF 

OSC Block > Filter > CutOff 

25 

8/16 

F.ENV DEPTH 

OSC Block > Filter > Env.Depth 

25 

MASTER 

VOLUME 

OSC Block > Amp > Volume 

25 

ENV GENERATOR 


1/9 

INIT LEVEL 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Init.Level 

• TotalFilter > Envelope > Init.Level 

24 

2/10 

ATKTIME 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Atk.Time 

• TotalFilter > Envelope > Atk.Time 

24 

3/11 

ATK LEVEL 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Atk.Level 

• TotalFilter > Envelope > Atk 丄 eve 

24 

4/12 

DCYTIME 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Dcy.Time 

• TotalFilter > Envelope > Dcy.Time 

24 

5/13 

SUS LEVEL 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Sus.Level 

• TotalFilter > Envelope > Sus.Level 

24 

6/14 

RELTIME 1 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Rel.Timel 

• TotalFilter > Envelope > Rel.Timel 

24 

7/15 

RELLEVEL 1 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Rel.Level 1 

• TotalFilter > Envelope > Rel.LeveH 

24 

8/16 

RELTIME 2 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Rel . Time 2 

• TotalFilter > Envelope > Rel . Time 2 

24 

MASTER 

REL LEVEL 2 

• OSC Block > Oscillator / Filter/Amp > Envelope > Rel . Level 2 

• TotalFilter > Envelope > Rel . Level 2 

24 

TOTAL FILTER/LFO 


1/9 

TOTAL FILTER TYPE 

TotalFilter > FilterType 

26 

2/10 

TOTAL FILTER CUTOFF 

TotalFilter > CutOff 

26 

3/11 

TOTAL FILTER RESONANCE 

TotalFilter > Resonance 

26 

4/12 

TOTAL FILTER ENV.DEPTH 

TotalFilter > Env.Depth 

26 

5/13 

LFO WAVE 

LFO > WaveType 

27 

6/14 

LFO RATE 

LFO > Rate (Sync OFF じ(外のときは効果なし） 

27 

7/15 

LFO DEPTH 

LFO > Depth 

27 

8/16 

LFO DELAY 

LFO > Delay 

27 

MASTER 

LFO RISE 

LFO > Rise 

27 



• パフォーマンスモードやステップシーケンサーモードにいながら、〇のボタンを}甲ずことにより\モードを変えずにスライ 
ダーで音色を編集ずることができまず。 

• PCM 音色およびユーザーウェーブ音色は\スライダーでは調整できません。 

• ステップシーケンサーやミキサーモードでのスライダー機能については\それぞれの機能の説明(48\ 71ページ）をご参照くだ 
さし、。 
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1ょ音ち（トーン)を選ぶ/音をを作る 


L ホールドボタンを使う 

⑩ （ HOLD) を}甲してボタンを点なさせると J 鳥っている音や 
アルペジオ G 7ページ）などを持続させることができまず。 

® ホールドオンのとき点灯しまず。 


ARPEGGIO HOLD MIXER 



• もう一度⑩ （ HOLD) を}甲ずと、ボタンが消灯してホールド 
オフになりまず。 


2 . オクターブ単位で変更するには、 ⑩ (OCTAVE 
— 、 +) を巧します。 

• 設定範囲は\上下3オクターブ （一3 から+3オクターブ 
まで）でず。 

⑩ OCTAVE 

TRANSPOSE — + 



I ピッチを半音やオクターブ単位で変える 
(トランスポーズ、オクターブシフト） 

⑩ （ TRANSPOSE、OCTAVE -、 +) を使って 、 鍵盤の音の 

高さを \ 半音やオクターブ単位ですばやく変更ずることがで 
きまず。 

• ヘルツ単位での微調整(チューニンブ）については \ 73ぺ一 
ジをご参照ください。 

ブ，半音単位で変更するには 、® ( TRANSPOSE ) を巧 
しながら、⑩ (OCTAVE - 、 +) を巧します。 

• 設定範囲は\上下]オクターブ(一12から+12半音ま 
で）でず。 

⑩ OCTAVE 

TRANSPOSE — + 


■■■■■ ■■■ ■ ■ ■■■■■ ■■ 

国 国 国国 国国 国国国国国 国国 



:'-;;;;;; 

国国国国国国国国国 国国国 国 国 国国国国国国国国 国国国 国国国国国国国 I 

■ ■ ■ ■ ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

国 国国国国 国国国国国国国国 国国国 国国国国 国 国 国国国 国国国 I 

国 国 国国 国国 国国国国国 国 国国国 国国国国 国国国 I 




• 上記の表示のときは\⑩ （ダイヤル） や\ ® (-、 +) でも設 
定値を変更できまず。しばらく何も操作しないと、これらの 
表示を終了しまず。 


音にさまざまな効果をかける 
(エフェクト） 


残響やビブラートなどさまざまな効果を加えて\音のブレー 
ドをさらにアップさせまず。 


■エフェクト構成図 
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音色（卜ーン)を選ぶ/音色を作る r I 


(1) リバーブ 

室内やホールで演奏しているよラな残響を加える。 

(2) コーラス 

同じ音を複数重ねて\より厚みのある音にずる。 

(3) ノーマル DSP 

音色を引き立てるための多彩なエフェクト。たとえばエレキギターの音に歪み効果を加えて\よ 
りパワフルな音にずる。46種類の DSP タイプがあり\選んだ音色にふさわしいものが自動でセッ 
卜される X 。編集してユーザー DSP に保存ずることができる。 

(4) ソ□シンセサイザー DSP 

ソ□シンセサイザー音色を構成ずる要素の一つ （2 1ページ r ソ□シンセサイザー音色構成図」の 
r (7) トータルブ□ック」）。 

6種類の DSP タイプがある。編集内容はソ□シンセサイザーのユーザー音色の一部として保をさ 
れ\ユーザー DSP として保をずることはできない。 

(5) マスターイコライザー 

全体音の周波数特性の調整。低域\中域1\中域2、高域、の4バンド備域)それぞれの周波数とゲイ 
ン(音量の増幅率)を調整ずる。 

X ソ□シンセサイザー音色じ(夕 

、の \DSP 付き音色(特定の DSP 使用を前提とした音色）を選んだ場合。 DSP 付き音色は\ミキサー 


画面 （71 ページ）またはパフォーマンス編集画面 （67 ページ）で、音色名の隣に " DSP " と表示されるかどうかで確認ずること 
ができまず。 


■ コーラスと DSP の使用制約について 

システムの制約上\ (2) G ) (4) は兰者}尺一になりまず。 


このときは… 

これが有効になります 

パートごとの効果のかか0方 

コーラスモード 

• ゾーンパート]でソ□シンセサイザーじ(外の音色を選び\ 
かつ r コーラス/ DSP 選}尺」 G 5 ぺージ）でコーラスを選ん 
でいる。 

(2) コーラス 

ミキサーコーラスセンド設定値 （72 ぺ一 
ジ）と\選んでいる音色のコーラスセンド 
設定値 (28 ページ）に依を。 

ノーマル DSP モード 

• ゾーンパート]でソ□シンセサイザーじ(外の音色を選び\ 
力、つ r コーラス/ DSP 選}尺」で DSP を選んでいる。 

G ) ノーマル DSP 

ミキサー DSP ライン （72 ぺージ）がオンの 
パートにのみ （3) がかかる。 

ソ□シンセサイザー音色モード 

• ゾーンパート]でソ□シンセサイザー音色を選んでいる。 

(4) ソ□シンセサイザー 
DSP 

ゾーンパート1\およびミキサー DSP ライ 
ンがオンのパートにのみ (4) がかかる。 


yr フェクトの設定方法 

ブ.⑩ （ EFFECT ) 対甲したままにし、下記のエフェクトリストトップ画面が表示されたら離します。 

⑩ ARPEGGIO HOLD MIXER 




2•あとは音色と同じ要領で、次のリストを見ながら、®を使ってリストの項目を選び、値を変更してください。 


■エフェクト設定項目リスト 


I 表示 

内容 

設定節囲 I 

Rev.Type 

リノ T — ブタイプ (Reverb Type ) 。リノ T — ブ効果の種類。 

rype 1 , Type 2 

Rev . Level 

リバーブレベル （Reverb Level )。 残響音の音量。 

0-127 

Rev.Time 

リノ T ーブタイム （Reverb Time )。 残響の持続時間。 

0-127 

Cho Level 

コーラスレベル （Chorus Level )。 コーラス効果の音量。 

0-127 
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表示 

内容 

設定節囲 

Cho Rate 

コーラスレイトに horus Rate )。 コーラス効果のうねりの速さ。 

0-127 

ChoSendRev 

コーラスセンドレベル•トゥ.リバーブに horus Send Level To Reverb )。 コーラス 
効果のついた音全体に対してかけるリバーブのかかり具合。 

0-127 

Cho/DSP 

コーラス/ DSP 選おに horus / DSP )。 コーラスとノーマル DSP のどちらを使用ずる 
か （35 ぺージローラスと DSP の使用制約につい口）。 

Cho , DSP 

DSP Select >Ent 

ノーマル DSP 還す尺画面への入り a 

• ゾーンパート]でソ□シンセサイザー音色を還んでいるときは、これより先に進め 
ません。 


(ノーマル DSP 選 
ホ尺画面） 

ノーマル DSP を、音色と同様の操作でプリセツ K ユーザーの中から選ぶことができ 

• プリセツトノーマル DSP の一覧は、別紙 「 Appendix 」 参照。 " ton " は音色ごとの初 
期プリセツト DSP 。 

• この画面で® ( EDIT ) を巧ずと、 DSP 編集画面 G 6 ぺージ）になる。 

ton 

Preset : 0-0 - 9-9 

User ： 0-0 - 9-9 

Master EQ >Ent 

マスターイコライザ ー G 4 ページ、エフェクト構成図の（5))の設定グループ。 


EQ Enable 

オフにずると、マスターイコライザーの設定が無効になる。 

Off , On 

Low Freq 

低域周波数 (Low Frequency )。 低域の周波数を調整ずる。 

200 Hz , 400 Hz , 

800 Hz 

Low Gain 

低域ゲイン (Low Gain )。 低域の音量増幅率。 

-12-0-+12 

Midi Freq 

中域1周波数 (Mich Frequency )。 中域1の周波数を調整ずる。 

1.0 kHz 〜 5.0 kHz 

Midi Gain 

中域1ゲイン （Mich Gain )。 中域]の音量増幅率。 

-12-0-+12 

Mid 2 Freq 

中域2周波数 ( Mid 2 Frequency )。 中域2の周波数を調整ずる。 

1 .OkHz 〜5.0 kHz 

Mid 2 Gain 

中域2ゲイン （ Mid 2 Gain )。 中域2の音量増幅率。 

-12-0-+12 

High Freq 

高域周波数 (High Frequency )。 高域の周波数を調整ずる。 

6.0 kHz , 8.0 kHz , 
10.0 kHz 

High Gain 

高域ゲイン （High Gain )。 高域の音量増幅率。 

-12-0-+12 


[ psp を編集して保存ずる 

DSP は\効果の内容によって53の DSP タイプ循緻に分類さ 
れまず。たとえばプ IJ セツトノーマル DSP の 0-0 と 0-1 はどち 
らも r コンプレツサー」というタイプに属していまず。 DSP 夕 
イプには\ ノーマル DSP 専用のタイプと\ソ□シンセサイザー 
DS P 専用のタイプがありまず。 

DSP を編集して保をずるときは\まずタイプを選び\それを元 
に編集しまず。 

• DSP タイプの一 覧 比 「 DSP タイプ IJ スト」 （88 ぺージ）をご 
参照ください。 

ブ- DSP をかけたい音色を選んで、その音色編集画面の 
"DSP Edit >Enr (28 ページ)から® ( ENTER ) を 
巧して DSP 編集画面(下記)へ進んでください。 

• ノーマル DSP の編集の場合は\エフェクト設定項目 IJ 
ストのレーマル DSP 選}尺画面」 G 6 ぺージ）で© 
(EDIT) を}甲してここに来ることもできまず。 


2 . ⑩(ダイおル)で DSP タイプ番号を選びます。 

3 . 音色の編集 (20 ページ)と同様の操作で、画面の 
DSP パラメーターを 選んで設定します。 

• DSP パラメーターは\ DSP タイプごとに内容が異なり 
まず。詳しくは 「 DSP パラメータ ー IJ スト」 （89 ぺージ） 
をご参照くださし、。 

4. 編集が終わったら、似下の要領で保巧してくださ 
い。 

〇 (WRITE) を}甲ずとユーザー音色の保存画面になりま 
ず。ユーザー音色として保をしてください （1] ページ)。 

• 上記手順1で r ノ ー7 ル DSP 選択画面 （36 ページ)から 
来た場合 

©(WRITE) を}甲ずとユーザー DSP の保存画面になり 
まず。:!ーザー音色の保をと同じ要領で\ユーザー DSP 
として保をしてください。 


DSP タイプ番号：タイプち 



■ ユーザー DSP をタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 
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ホール ドの設定 


シンク□の設定 


磨 


J レべジオを宜勒的に 1111^^ 



アルペジオ機能を使うと J 建盤を}甲さえるだけでアルペジオ 
(分散和音)が自動的に再生されまず。}甲さえている和音の構 
成音を再生ずるものや\自動的に和音の構成音]^ソ外の音も入 
れて再生ずるものなど\数多くのアルペジオタイプから選べ 
まず。 

• アルペジオ機能には100タイプのプ IJ セットがありまず。 
プリセットを編集して\ユーザーセットを100タイプまで 
作ることができまず。 

• アルペジオのタイプを選}尺ずるとき\下記の機能を付加で 
きまず。 

ホールド （ HOLD ) :鍵盤を離した後もアルペジオを再生し 
続けまず。例えがスプ IJ ット機能を 
使っているとき片方にアルペジオを入 
れるのに便利でず。 

シンク □( SYNC ) :鍵盤を}甲さえてアルペジオ機能をかけ 
ると同時に\ステップシーケンサーを 
自動的に再生•停止させまず。 


アルペジオ機能を使う 


⑩ ( ARPEGGIO ) を巧したままにし、次のような 
タイプ選択画面が表示されたら離します。 


アルペジオのバンクと番号 


アルペジオ名 


2 . ⑩ （ PRESET / USER ) を巧して、プリセツトアルぺ 

ジオかユーザーアルペジオかを選びます。 

• ボタンが消なしているときはプリセツトアルペジオ\ 
点なしているときはユーザーアルペジオでず。 

3 . ⑩ （ NUM / BANK ) を巧して、同ボタンを点滅させ 

ます。 

• このボタンが点滅しているときは、® (0 〜 9) でバンク 
を選ぶことができまず。 

4- ⑩ (0 〜 9) 対甲して、バンクを選びます。 

• 選ぶと同時に、® (NUM/BANK) が消なしまず。この 
ボタンが消なしているときは\ ® (0 〜 9) でアルペジオ 
番号を選ぶことができまず。 

5 . © (〇〜 9) を巧して、アルペジオ番号を選びます。 

• 巧 K ダイヤル） を回ずと、素早くアルペジオ番号を切り 
替えることができまず。 

• ©(-、+)で\番号を]ずつ切り替えることもできま 
ず。® (-) と® (+) を両方一緒に}甲ずとカテゴリー 
の先弓頁の番号になりまず。 


心:=0 P 0 •二！ .1. 


E.i: E.i= 
E.i: E.i= 

E: ■: i 
… 」： Eii: 

: iii: : 


37 












































































































































\}\ アルペジオを自動的に鳴らず 


反アルペジオのホールドおよびシンク□の ON/OFF 
を選びます。 

• ホールド （ HOLD ) を設定したいときは\也（5了[ド +) 
を}甲してオンとオフを切り替えまず。 

OFF ： 鍵盤を}甲さえている間だけアルペジオを再生し 
まず。 

ON :鍵盤を離した後もアルペジオを再生し続けまず。 
• シンク丫 NC ) を設定したいときは、 ⑩ （STEP -) 
を}甲して\じ(下の中からシンク□のタイプを選びまず。 
OFF : シンク□を設定しません。 

ON :ステップシーケンサーの再生だけシンク□しま 
ず。 

S/S :ステップシーケンサーの再生と停止の両方とも 
シンク□しまず（スタート/ストッフ°)。 

• ホールドとシンク □ の設定は\パフオーマンスのパラ 
メーターでず。 

ス鍵盤を押さえると、アルペジオを自動再生します。 

• アルペジオをオフにずるには\もう一度⑩ 

( ARPEGGIO ) を}甲しまず。 

• ホールド中のアルペジオの再生を止めたい場合 
( ARPEGGIO ) を}甲ずか\ホールドの設定をオフに切 
り替えまず。 

■アルペジオのタイプの選択画面で、選択中のアルぺ 
ジオのタイプに合つた推奨音色を、ゾーン/ V — 卜1の 
音色として選ぶことができます。 

7 - ⑩ ( ARPEGGIO ) 対甲したままにし、タイプ選択 
画面が表示されたら離します。 

么 ©( EDIT ) を巧したままにし、® ( ARPEGGIO ) 

が点滅し始め点のに変わつたら離します。 

• ユー ザーアルペジオの場合\ ユーザーデータ として保 
をずる時にゾーンパート]に選ばれていた音色が}佳奨 
音色となりまず。 


アルペジオを編集ずる 


アルペジオは\ステップタイプとバ IJ エーシヨンタイプの2種 
類がありまず。 

• ステップタイプでは\ステップおよびパラメーターを編集 
できまず。最大16個のステップから構成されていまず。各 
ステップでじ(下の値を変更しまず。 

TYPE :巧した鍵盤のうちどの音を鳴らずかを\-番低い音 
( L 1) や一番高い音 （ U 1 ) を基準にした TYPE の中か 
らステップごとに選びまず。}甲した鍵盤を最大5音 
まで同時に鳴らず （ P 2 〜 P 5) TYPE もありまず。 
NOTE :} 甲した鍵盤からノートをシフトさせたいともその 
シフトさせる値を半音単位で指定できまず。 

VELO :音重ぶす置定しまず。 

•バリエーシヨンタイプでは\パラメーターだけ編集できま 
ず。 

7-⑩ ( ARPEGGIO) 対甲したままにし、タイプ選択 
画面が表示されたら離します。 

2 . プリたットまたはユーザーアルペジオの中から、編 
集したいアルペジオのタイプを選択します。 

• 操作方法は\アルペジオタイプの選}尺 (3 7ページ「アル 
ぺジオ機能を使う」の手順2〜 5) と同じ要領でず。 


3 . ©(EDIT) を巧します。 



4- ® (へ、\/)で•を" Step Edit" へ移動させてか 
ら、® (ENTER) を巧します。 

. バリエーシヨンタイプの場合\ "Step Edit " は表示され 
ません。 

ステップのタイプ 



ステップ番号 
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アルペジオを自動的に鳴らず广 J 


5 . ® (ダイおル)または® (-、+)を使って、 T 丫 PE、NOTE、VELO の値を変更します。 

• ©(1〜 16) を使って \ ステップのオンとオフを切り替えることもできまず。 

• [ TYPE 】 となっているとも® (—、+)を使って TYPE のオンとオフを切り替えることもできまず。 

• ©(" MASTER " を除く 8つのスライダー）を使って、該当ずるステップの値を直接変更ずることもできまず。スライダーを 
使う場合\ @ (1-8/9-16) を}甲して\ステップ]〜8 ( ボタン消な）とステップ9〜16 ( ボタン点な)を切り替えまず。ただし 
TYPE が TIE と OFF の場合スライダーは使えません。 

•タイを設定ずることができまず。設定方法は\49ページ「タイ（長音符)を設定ずるには」を参照してください。 

• アルペジオのステップ編集のメニューは下表のとおりでず。 


メニユーの階層 

1 2 

内容 

設定値 

Step Edit >Ent 



TYPE 

巧した鍵盤の最低音 ( L 1) を基準に、何番目の音程を鳴らずか。 

• 巧した鍵盤の数よりも設定値のほうが大きい場合、]オクターブ上の音が鳴る。（例えば、 L 4 を指 
定して鍵盤を3つ押さえた場合、 L 1 の]オクターブ上の音が鳴る。） 

• ]オクターブを超えると、元の音域から巧り返ず。 

L 1 〜 L 8 

巧した鍵盤の最高音 ( U 1 ) を基準に、何番目の音程を鳴らずか。 

• 巧した鍵盤の数よりも指定した設定値のほうが大きい場合、オクターブ下の音が鳴る。（例え 
ば、 U 4 を指定して鍵盤を3つ押さえた場合、 U 1 の1オクターブ下の音が鳴る。） 

• ]オクターブを超えると、元の音域から巧り返ず。 

U 1 〜 U 8 

巧した鍵盤の最高音を基準に、何音鳴らず力、。 

•巧した鍵数の方が設定値よりも少ない場合は、巧した鍵数までしか鳴らない。 

P 2- P 5 

NOTE 

巧した鍵盤からの発音を半音単位で移調させる。 

-24 〜+24 

VELO 

巧した鍵盤のベ □ シティー倍量)を変更ずる。 

-64 〜+63 


反 T 丫 PE、NOTE、VELO の値を変更し終えたら、® (EXIT) を巧して" ARPEGGIO" メニューへ戻ります。 


7 . の（へ、\/)で♦を" Parameter" へ移動し、® (ENTER) を巧します。 


公- ® (ダイおル)または®(-、+)を使って、パラメーターの値を変更します。 

• アルペジオのパラメーター編集のメニューは下表のとおりでず。 


メニ ユーの 階層 

1 2 

内容 

設定値 

Parameter >Ent 



Max Step 

最大ステップ (Max Step ) 。ステップタイ つ。での み編集巧能。 

卜] 6 

Step Size 

ステップサイズ (Step Size )。 各ステップ間の音長を指定ず 
る。 

J、A r ：： i\X 

NoteLngth 

音長 （Note Lenath )。 ステップサイズに対するパーセントで、 
発音ずる音長を設定ずる。 （1 00%で元と同じ長さ、50%で元 
の半分） 

1-100% 

Groove 

ヴ、 レーブに roove ) 。裏をステップの発音タイミングを設定ず 
る。（50%のときがイーブンで、値が大きくなるほど前半の音 
長が長くなる。） 

10-90% 

Grv . rype 

ヴ、 レーブタイプに roove TyDe ) 。ブ J レーブを50%じ(外で設定 
した場合の音長タイプを設定ずる。 

NormI :ステップの長さを実際のパーセントで再生。 
Short :ステップの長さが変わるとき短い方のステッ 
プに合わせる。 

Velocity 

ベ□シティー ( Velocity )。 入力ずるアルペジオのべ□シティー 
値を指定ずる。 " KeyOn " を指定ずると、キーを巧した強さに応 
じて、ベ□シティー値が入力される。 

KeyOn 、] 〜127 

Hold Pedal 

ホールドペダル （Hold Pedal )。 ペダルを使ったホールドの才 
ンオフの切り替えを設定ずる。 

On、Off 


9 . 編集が終わったら、下の要領で保存してください。 

• ©( WRITE ) を}甲ずと\アルペジオデータの保を画面になりまず。ユーザー音色の保をと同じ要領で保をしてください 
(1 1ぺージ)。 

• 保をしたデータを消去ずる方法は、75ページをご参照ください。 


■ アルペジオデータをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 
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アルペジオのステ ッ プ データを 
ク u アずる 


プ IJ セットのステップデータや " step Edit " (38 ぺージ）で編 
集したステップデータをクリアし\最初からステップデータ 
を作成ずることができまず。 

•バ IJ エーシヨンタイプは、ク IJ アずることができません。 

7. アルペジオのタイプ選択画面から、0 ( EDIT ) を巧 
します。 


2 . の（へ、 v ) で•を " Clear Step " へ移動させてか 
ら、® ( ENTER ) 対甲します。 



3 . もう一度® ( ENTER ) 対甲します。 

" Clear ?" と表示されまず。 

ん ®( YES ) を巧します。 

" Complete !" が表示されたらク IJ アが完了でず。 
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ズを再生•記録^ 


◎ ◎ ◎ ◎ 


0SC BLOCK ON/^OFF WAVE PITCH DETUNE DEPT>I CUTOFF d¥pTH VOLUME 

ENV GENERATOR 

ぶぶ L I がぶ I L 施 I T 端 I ぷ L I T 照， LE 風， I Tl 席 S ぶ! t;, 

TOTAL FILTER/LFO 

TOTAL FILTER LFO ' 

TYPE CUTOFF RESONANCE ENV DEPTH WAVE RATE DEPTH DELAY RISE | 

STEPSEaUENCER 

12 3 4 5 & 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 U . 



OSC EG LFO 

立 

且 

立 

立 

立 

立 

JL 

立 

立 

□ □日 

鼎 FT 成 

で 

了 

で 

了 

で 

で 

了 

で 




フレーズシーケンサーは\思い浮かんだフレーズを本機に記 

録し、好きな時に再生させることができまず。 

• ]00個のプ IJ セットフレーズがありまず。 

• 新規のフレーズを記録したり\フレーズを重ねて記録（オー 
ノ ダビング')したものを\ユーザーフレーズとして100個 

まで保をできまず。 

• 鍵盤で弾いたフレーズの他に\ペダル、ホイール\ ノブの各 
操作も記録しまず。 

• 再生方法は\1回だけの再生(ループオフ）か J 票り返しの再 
生りレープオン）のいずれかを選べまず。 

• ループさせながらオーバーダビングもできまず。また\一時 
的にオーバーダビングを解除し J レープ再生だけに戻ずこ 
ともできまず。 

• 鍵盤を}甲して\フレーズの音程を変えながら再生を開始ず 
ること（キープレイ）ができまず。 


プリセツトフレーズを聴いてみる 


ブ-巧 KKEY PLAY ) を巧したままにし、下のようなプ 
リたットフレーズ選択画面が表示されたら離しま 
す。 


フレーズ名 フレーズ番号 



3 . ⑩ （STEP +) を巧して、ループのオンとオフを切 

0曾えます。 

OFF : 1回だけ再生させる 
ON :繰り返し再生させる 

4 -⑩ （STEP —) 対甲して、ホールドのオンとオフを 
切0曾えます。 

OFF : ©( PLAY / ST 0 P ) を}甲している間だけフレーズを 
再生し\離ずとフレーズが止まる 
ON :巧 KPLAY / STOP ) を}甲ずとフレーズが始まり\も 
う一度® ( PLAY / ST 0 P ) を}甲ずとフレーズが止ま 
る 

5 . 巧 KPLAY / STOP ) 対甲して、フレーズを再生しま 

す。 

• ループを ON にしている場合、® ( PLAY / ST 0 P ) が一 
瞬消なしてループの先頭位置であることをお知らせし 
まず。 

• 上記の手順1〜5でユーザーフレーズを再生ずること 
もできまず。 

•フレーズのループとホールドの設定は\フレーズ毎に 
保をされるパラメーターでず。 


2 . 聴いてみたいフレーズ番号を選びます。 

• 操作方法は\アルペジオタイプの選}尺 G 7ページ r アル 
ぺジオ機能を使う」の手順2〜 5) と同じ要領でず。 
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1ょフレーズを 再生•記録ずる 


L テンポ(速さ）を変えるには 

テンポ値を増減させながら調節ずる方法(だんだん速くした 
り遅くしたりずる）と\4回ボタンを連打し\その速さをテンポ 
として設定ずる方法（タツプ入力）の2種類がありまず。 

. フレーズだけでなく他の機能のテンポ調節においても下記 
の手順でず。 


■方法1:テンポ値を増減させながらテンポを調節する 
7. ©(TEMPO -、+)を巧します。 

• テンポ画面が表示されまず。 



• しばらく何も操作をしないと\元の表示に戻りまず。 


2 . ©(TEMPO —、+)を巧すごとに、テンポ値り分 
間あたりの}白数)が1ずつ切り曾わります。 

• ボタンを}甲したままにずる力、ダイ卡ルを回ずと\テン 
ポ値が連続して素早く切り替わりまず。 

• テンポ値は30〜2巧の間で設定できまず。 

3 . の （ EXIT ) を巧します。 

• テンポ画面が閉じまず。 

■ 方法2:ボタンを連打した速さでテンポを決める 
(タップ入力） 

1 . 設定したい速さで、ボタン® ( TAP ) を4回巧しま 
す。 


フレーズの選択画面で、選択中のフレーズに合つ 
た推奨音ちを、ゾーンパート1の音色として選ぶ 
ことができます。 

ブ-の （KEY PLAY ) を巧したままにし、フレーズ選択 
画面が表示されたら離します。 

2 . ©( EDIT ) を巧したままにし 、® (KEY PLAY ) が 

点滅を始めたら離します。 

• ユーザーフレーズの場合\ ユー ザーデータとして保を 
ずる時にゾーンパート]に選ばれていた音色が}さ奨音 
色となりまず。 


鍵盤を押してフレーズを巧生ずる 
(キープレイ） 


ブ-の (KEY PLAY ) 対甲して、の (KEY PLAY ) を点 

のさせます。 

2 . 鍵盤を巧すと、フレーズの再生を開始します。 

• 再生を開始した鍵盤より高いあるいは低い音を}甲さえ 
ると\その音程に合わせてフレーズの再生も高低しま 
ず。 

•ホールド設定を OFF にしている場合\鍵盤を}甲してい 
る間だけフレーズを再生し\離ずとフレーズが止まり 
まず。ホールド設定を ON にしている場合\鍵盤を}甲ず 
とフレーズが始まり\巧> ( PLAY / STOP ) を}甲ずとフ 
レーズが止まりまず。 

• キープレイが有効な鍵娜んパフォーマンスのパラ 
メーター" PhrKeyRgLo " および" PhrKeyRgHi " で指定 
ずることができまず (69 ページ)。 


phrfi SE II 

TRP TEMPO ii 

iilllDDD ミミ!::::： . 

MOLij ： OM ミ ::;: 

• 4 回}甲した時点で \ 巧した速さに応じて\テンポが設定 
されまず。 


2 . 必要に応じて、 r 方法1」の操作でテンポを微調整し 
ます。 
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フレーズを巧生•記録ずる广 J 


フレーズを新規に記録ずる 


鍵盤の演奏の他に\ペダル、ノブ\ホイールの操作も記録され 
まず。 

• フレーズあたり最大約],600音符まで記録できまず。ノブ、 
ホイールの操作はミくのデータ量を使いまず。 

ブ-巧 KREO を巧します。 

®( REC ) が点滅しまず。 

• 画面の " Rec Mode " が才ーバーダビング ( OVDB ) に 
なっている場合\ ©(-、+)を使って新規 ( NEW ) に変 
要しまず。新規フレーズの記録開始待ちの状態になり 
まず。 



• 必要に応じてエンドクォンタイズとノー トクォンタイ 
ズを設定しまず。 

■エンドクォンタイズ (End Qntz ) の設定 

新規のフレーズを記録したともボタン操作で記録を停止し 
たときにフレーズの終了点が決定されまずが\その終了点の 
タイミンブがずれてしまう場合がありまず。 

その場合、じ(下のエンドクォンタイズの設定にしたがって、終 
了点のタイミングが自動的に補正され\ループが自然な位置 
で行われるように調整されまず。 

Off :フレーズ終了点のタイミング調整は巧われない 
]M :フレーズ終了点は1ル節単位の位置に調整される 
J :フレーズ終了点は4分音符単位の位置に調整される 
；) :フレーズ終了点は8分音符単位の位置に調整される 

■ ノートクォンタイズ (Note Qntz ) の設定 

鍵盤演奏を記録したとき\演奏が正確なタイミンブからずれ 
てしまう場合がありまず。その場合\じ(下のノートクォンタイ 
ズの設定にしたがって、鍵盤演奏タイミンブが自動的に補正 
され\鍵盤演奏が正確なタイミンブで発音されるように調整 
されまず。 

(ただし J 建盤を}甲したタイミングじ(外の\ r 鍵盤を離ず」ある 
いは r ホイール\ペダル\ ノブの操作」のタイミンブは補正され 
ません。） 

Off :タイミングは補正されない願奏された 

タイミングで記録される） 

；)、护¥\九 jTiir :指定した音符単位で実際の演奏タイミ 
ンブに一番近い位置に補正される 


• ® ( MENU ) を}甲ずと\じ(下の設定をずることができ 
まず。® (へ、 N /) を使って設定項目を選び\ ® (-、 
+) を}甲して各項目の値を変更しまず。 



メニユー 

内容 

設定範囲 

Guide 

ガイド音に uide )。 フレーズの記録中 
や記録待機中にカウント音を鳴らずか 
どうかを設定ずる。 

Off、On 

Precount 

プレカウント （ Precount )。 ボタン操作 
でフレーズの記録を開始ずる前に挿入 
ずるカウントの/」\節数を設定ずる。 

Off 、 

]:1 ル節、 

2:2小節 

Beat 

拍子 （ Beat )。 ガイド、プレカウント、エ 
ンドクォンタイズ （1 M ) で使う拍子を 
設定ずる。 

2/4〜8/4、 

2/8〜16/8 


么 ©( REC ) を巧す、ペダル操作、ノブ操作、ホイール 
操作または鍵盤で演奏を始めると、記録が開始され 
ます。 

® ( REC ) が点抑こ変わりまず。 

3 . 記録を終了したいタイミングで、® ( PLAY / 
STOP ) を巧します。 

® ( REC ) が消なしフレーズ番号に " ! TEMP " (テンポラ 
IJ 一）と表示されまず。 

• 手順3で® ( PLAY / ST 0 P ) のかわりに® ( REC ) を}甲 

ずと、記録を終了して一時的にオーバーダビングの待 
機状態に変わり\記録したフレー スち 、レープ再生しは 
じめまず。 

才ーバーダビングについての詳細は\ 44ぺージ r フ 
レーズに演奏を重ねて記録ずる（オーバーダビング)」 
を参照してください。 

4. 記録が終わったら、似下の要領で保巧してくださ 
い。 

• ©( WRITE ) を}甲ずと\フレーズの保を画面になりま 
ず (45 ぺージ)。 

• 保存したデータを消去ずる方法は\ 75ページをご参照 
ください。 

■フレーズをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 
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[Off] 


•必要に応じてノートクォンタイズ (Note Qntz ) を設定 
しまず (43 ページ)。 

3 . 巧 KREO を巧すか、ペダル操作、ノブ操作、ホイー 
ル操作、 または鍵盤で演奏を始めると、オーノ ーダ 
ビングによる記録が開始されます。 

® ( REC ) および® ( PLAY / STOP ) が点抑こ変わりま 

ず。 

• 元のフレーズがルーフ°再生されまず。ルーフ°再生中に 
行われた演奏や操作は元のフレーズに重ねて記録され 
まず。 

4. 記録を終了したいタイミングで、巧 KPLAY / 
STOP ) を巧します。 

® ( REC ) および® ( PLAY / STOP ) が消なし、フレーズ 

番号に"！"マークが表示されまず。 

■ループ再生しながら、才ーパーダビングを一時的に 
中断ずる 

上記手順 4 のとき、® ( PLAY / STOP ) のかわりに® ( REC ) 

を}甲しまず。 

• ®(REO が点滅に変わりまず。 

•その時点まで記録したフレーズをレープ再生し続けまず 
が\オーバーダビングを中断している間の演奏は記録され 
ません。 

• もう一度® (REO を}甲ずとオーバーダビングを再開しま 
ず。 


7. オーバー ダビングする フレーズを 選びます。 

•フレーズの選び方は\アルペジオの選}尺 G 7 ページ）の 
手順2〜5と同じ要領でず。 

2 . 巧 KREO を巧します。 

巧 KREC ) が点滅しまず。 

• "Rec Mode " が新規 ( NEW ) になっている場合® 
(-、+)を使って【】の中をオーバーダビング 
( OVDB ) に変更しまず。オーバーダビングの記録待ち 
の状態になりまず。画面にフレーズ番号と名前が表示 
されまずが\フレーズの選}尺はできません。 


キープレイ中\フレーズデータは\最初に記録された鍵盤（才 
IJ ジナルキー）を}甲さえると、記録したときの音階で再生され 
まず。このオリジナルキーを他の鍵盤に変更ずることができ 
まず。また\才 IJ ジナルキーを}甲さえたとき\または PLAY / 
STOP ボタンを}甲して再生させたときどのくらいキーシフト 
させるかを\半音単位で設定ずることもできまず。 

ブ-巧 > (KEY PLAY ) を巧したままにし、フレーズ選択 
画面が表示されたら離します。 

2 . 設定したいフレーズ番号を選びます。 

• 操作方法は\アルペジオタイプの選}尺 G 7ページ r アル 
ぺジオ機能を使う」の手順2〜 5) と同じ要領でず。 

3 . ©( EDIT ) を巧します。 

EiM-MHRRSE ii 

。!くぉ Shifl: I ： !]!]!]! 


ん ® (へ、 \/) を使って設定項目を選び、⑩または 
の（一、 +) を巧して各項目の値を変更します。 


メニユー 

内容 

設定範囲 

OriginalKey 

オリジナルキ ー （Original Kev )。 
キープレイにおいて、記録時の音 
程で再生させる鍵盤を指定ずる。 
(初期値は最初に記録された鍵 
盤） 

• 鍵盤で設定値を入力ずることが 
できまず。 

C -- G 9^ 

Key Shift 

キーシフト (Key Shift ) 。オリジナ 
ルキーで指定された鍵盤または 
PLAY / STOP で再生ずるフレーズ 
のキーシフト値を半音単位で指定 
ずる。（キーシフトしないときは 
000を指忘） 

-127-000- 
+ 127 


X 画面表示の" C -" は\ C - UC 0 の]オクターブ下）を表しま 
ず。 


5 . 設定が終わったら、1；^下の要領で保巧してくださ 
い。 

• ©( WRITE ) を}甲ずと\フレーズの保を画面になりま 
ず (45 ページ)。 

• 保をしたデータを消去ずる方法は\ 75ぺージをご参照 
くださし、。 

■フレーズをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 


I フレーズデータを 設定す る 


1^フレーズを再生•記録ずる 


フレーズに演奏を重ねて記録ずる 
(オーパ'一タビンク） 


を 


を ns 

RPH 
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フレーズを再生•記録する广 J 


■ 最後に記録した内容を消去する(アンドゥ） 

フレーズの停止中\再生中\オーバーダビング中\あるいは 
オーバーダビングの中断中に\アンドゥ画面が表おされるま 
で® ( REC ) を}甲し続けまず。 


• 最後の記録のアンドゥがずでに完了していて\さらにアン 
ドゥの操作をしようとしたとき\ " Can’t UNDO " と表示さ 
れこれじ(上アンドゥずる記録がないことを示しまず。 


• ユーザーフレーズとして保をしたフレーズはアンドゥでき 
ません。 


フレーズを号にあるマークについて 


フレーズを保をずる 


〇 ( WRITE ) を}甲ずと\フレーブの保を画面になりまず。ュー 
ザー音色の保存と同じ要領で保をしてください （ 1 ] ページ)。 



• 保を先のデータ容量が不足している場合、フレーズの保を 
画面 " Press Enter " の代わりに "not enough space " と表 
示されて、本機への保存ができなくなりまず。より大きい 
データサイズを持つ他の保を先を指定し直ず力\他のユー 
ザーデータを消去して空き容量を作ってください。 

• 保存したフレーズデータを消去ずる方法は\ 75ページを参 
照してくださし、。 

• ] 00個のユーザーフレーズの合計で\最大128キ□バイト 
まで保をできまず。 

■フレーズをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 


フレーズを 記録したあとに フレーズ 番号の横に付く マーク 
は\じ(下の意昧を表していまず。 

! :保を前のフレーズ 

* :保を済の ユーザー フレーズ 

ITEMP :新規の記録歡まだ保をされていないフレーズ 
• 先頭に!がついたフレー刀ま r プ IJ セットフレーズを聴いて 
みる」の手順2 (41 ぺージ）でフレーズ番号を選び直ずと破 
棄されまず。保をしておきたいフレーズは次の r フレーズを 
保存ずる」の手順にしたがって\ユーザーフレーズとして保 
存してください。 
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本機のステップシーケンサーは \ 最大16ステップで構成されていまず。スライダーを使って\ ノートやべ□シティーを IJ アルタイ 
ムにコント□ールできまず。 IJ ズムマシンとしてだけではなく J 建盤での演奏と併せたパフォーマンスが可能でず。 

プ IJ セットシーケンスから各ステップを編集して\お好きな IJ ズムパターンを作ってユーザーシーケンスとして保をできまず。 

• プリセットシーケンスは100シーケンスありまず。ユーザーシーケンスは最大100シーケンスまで保をできまず。 

•ステップの編集方法は\編集画面に入らずにできる簡易編集と J 扁集画面で行ラ詳細編集の2通りがありまず。 

• ホイール（ベンダー、モジュレーション)\ ノブの各操作も記録できまず。 

• ステップシーケンサー内の複数のパターンを最大99個つなげてループ再生させること（チェーン）ができまず。チェーンのシー 
ケ ンス は最大] 00個保をできまず。 

• ステップシーケンサーから\フレーズシーケンサーの再生を開始ずることができまず。 


ステツプシーケンサーの構がについて 


1つのシーケンスの構成は\じ(下のようになっていまず。 

• パート （ PART ) は\ 9つのノート（音程)パート（ドラム]〜5、ベース\ソロ]〜2\コード）と4つのコント□-ルパートでできてい 
まず。 

.コント□-ルパートには\ピッチベンド/コント□-ルチェンジやフレーズシーケンサーの再生卜 IJ ガー(再生を開始•終了さ 
せるタイミンブ)が設定できまず。 

• 各パートの細かな設定等の詳細については\ 52ページ r シーケンスを編集ずる 2. 詳細編集」を参照してください。 

• パターン （ PATTERN ) には\8つの異なるパターンがありまず。8つのパターンに別々に巧テ （Beat Info ) が設定できまず。 

• トラック （ Track ) は\16のステップデータとそのトラックのパラメーターで構成されていまず。 

• 本機のミキサー機能を使って\ステップシーケンサーの音色を変えることができまず。詳細については71ぺージ r ミキサー機能 
を使う」を参照してください。 
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スライダー- 

- M スライダー 

(49 ページ） 

(50 ぺージ） 



ノートパート 


コント□ール 
パート 


シーケンス 


パー ト 
(46 ページ） 


ドラム] 

ドラム2 
ドラム3 
ドラム4 
ドラム5 

ベース 
ソ m 
ソの 
コード 

'コント□-ル] 
コント□-ル2 
コント□-ル3 
コント□-ル4 


パターン1〜8 
(46 ぺージ） 


ホ白子 


I トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

I トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 

トラ 

ッソ 


トラック 


スてッフ° 了一夕 


田2 [3 I 立5 I 图7 I 岛9 [10113[。1圓141 国16 


トラツクハ フメーター 
• 最大ステップ 
• ステップサイズ等 


コント□-ルタイプ 
• コント□-ルトラックのみ 


ノートパート 


オフ、オン、タイ 


ノート] 


ノート 2 X 


ノート獄 


ベ□シティー 


※コードトラックのみ I 


コント□ールパート 


値 


キー シフト 
• フレーズのみ 


ステップシーケンサーを使5 r I 


□□□□□□□□□□□目 


B1 序 I 序 IIBIIB1IB1 をを IrB 
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ステツプシーケンサーを巧生ずる 


パフォーマンス、卜ーン、ステツプシーケンサーのどのモード 
からも\ステップシーケンサーを再生ずることができまず。 

パターンを切り替えたり\他のシーケンスバンクと番号を選 
んだり\音程をシフト（キーシフト）させることで変化を加え 
ることができまず。 

の重要 _ 

• 手順1を操作する前に®) ( CHAIN ) が点口している場合 
(チエーンのが態)、® (CH AIN ) を}甲してボタンを消好さ 
せます。 

ブ-⑩ （ START / STOP ) を巧します。 

⑩ ( START / STOP ) が点滅し\シーケンスの再生が始ま 
りまず。 


シーケンス名 シーケンスバンク、番号 



. 再生中に⑩ （ START / STOP ) を}甲ずと \シーケンスせ 
停止しボタンが消なしまず。 

• アルペジオ機能にステップシーケンサーの再生トリ 
ガーが指定されている場合、 ⑩ （ START / STOP ) を}甲 
さなくてもステップシーケンサーを自動再生ずること 
ができまず。詳しくは、37ぺージ r アルぺジオ機能を使 
う」を参照してください。 

• 再生のテンポを変えたいときは\ 42ページ r テンポ(速 
さ）を変えるには」を参照してください。 

2 . パターンを切り曾えたいときは、ステップシーケン 
サーのモードで® ( PATTERN 1〜 8 )を巧します。 

選択したパターンのボタンが消のします。 

• ル節切り替えにしている場合\切り替わるまでの間\選 
がしたパターンのボタンが点滅しまず。 

• 現在選}尺しているパターンのボタンを}甲ずと\ボタン 
が点滅して再生の停止予約となり、⑩ （ START / 
STOP ) を}甲ずと/」\節の終わりで再生が止まりまず。停 
止予約をキャンセルずるには\ボタンの点滅中にもラ 
一度ボタンを}甲しまず。 

3 . シーケンスを切り曾えたいときは、ステップシーケ 

ンサーのモードでシーケンスノ \'ンクや番号を変更 

します。 

• 操作方法は、アルペジオタイプの選}尺 G 7ページ r アル 
ぺジオ機能を使う」の手順2〜 5) と同じ要領でず。 


4. キーシフトしたいときは、 0 (STEP 

SEQUENCER ) を巧したあと、 @(KEY SHIFT ) 
を巧します。 

• C 2 をオリジナルキーとして \ D 2 〜 B 2 の鍵盤を}甲さえ 
ることでキーシフトができまず。 

• パートごとにキーシフトずるかしないかを選}尺できま 
ず。詳しくは\ 52ぺージ r シーケンスを編集ずる2.詳 
細編集」を参照してください。 

• キーシフトのオンオフの設定はパフォーマンスのパラ 
メーターとして保存されまず。 


シーケンスを編集ずる 1. 簡易編集 


パフオーマンス\卜ーン\ステップシーケンサーのどのモード 
からも\シーケンスを簡易編集ずることができまず。 

の重要 _ 

• 手順1を操作する前に⑩ （ CHAIN ) が点のしている場合 
(チェーンのが態)、® (CH A I N ) を押してボタンを消好さ 
せます。 

1 . パフオーマンス、 I -ーンのモードにいる場合、〇 
(STEP SEQUENCER ) を巧します。 

ステップ シー ケン サーのモー ドに入り\ 0 (STEP 

SEQUENCER ) が点なしまず。 

2 . 48ページ「ステップシーケンサーを再生する」の手 
順1〜3のとおり操作して、編集したいシーケンス 
とパターンを選びます。 


3 . ©(PART 一、 +) を使って、編集したいパートを選 
びます。 

画面の表示されたパート番号の下に" ▲" が点なしまず。 



.パ-卜種類がコント□-ルの場合画面に"▲-は表示 
されません。 

4. 似下のように、各パートを編集します。 
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ステップシ^ケンサーを使う广 J 



L ステップのオンとオフを切0替えるには 

■オン(鳴る） 

オンに切り替えたいステップ番号の© (1 〜 16) を}甲しまず。 
0(1-16) が点なし画面に " NOTE " が表示されまず。 


■オフ(鳴らさない） 

オフに切り替えたいステップ番号の© (1 〜 16) を}甲しまず。 
©り〜1 6) が消なし\画面に " OFF " が表示されまず。 


• コント□ールパートは\オンとオフの設定はできません。 

L タイ（長音巧)を設定ずるには 


ブ- 0 (STEP SEQUENCER ) 対甲したまま、タイの先 
頭にするステツプ番号の© (1 〜1 6) を巧します。 


先頭のステップ番号 

么 弓Iき続き 0 (STEP SEQUENCER ) を押したまま、 
タイの最後尾にするステップ番号の© (1 〜 16) を 
巧します。 


最後尾のスてッフ番号 

•タイの先頭に指定したステップがオンに切り替わりま 
ず。また\先頭の次のステップからタイの最後尾に指定 
したステップの間の各ステップがタイに切り替わりま 
ず。 

•タイに指定されたステップ番号の© (1-16) が点滅 
しまず。 0 (STEP SEQUENCER ) を離ずと消なしま 
ず。（消なしてもタイの設定はち効になっていまず。） 

• タイになっているステップを確認したい場合\〇 
(STEP SEQUENCER ) を}甲したまま© (1 〜 16) のい 
ずれかを}甲ずと\タイのステップ番号の© (1 〜 1 6) が 
点滅しまず。 

• コント□ールパートには\タイを設定ずることはでき 
ません。 


I スライダーを使って、ノートやべ□シティーを 

[^更するには 

の_ 

• 下記を操作する前に、〇 (STEP SEQUENCER ) が点灯し 
ていなければ、 0 (STEP SEQUENCER ) を押します。 

■スライターを操作する 

@(1/9 〜 8/16) を使って\ステップ]〜16のノートあるいは 

ベ□シティー（ノー トパートの場合)を変更しまず。 

• コント□-ルパートの場合、コント□-ルの効果をスライ 
ダーで変更できまず。詳しくは\ 52ページ r シーケンスを編 
集ずる 2. 詳細編集」を参照してください。 

• @ (1-8/9-16) を}甲して\ステップ1〜8と9〜] 6の操作を 
切り替えまず。 

• @ (1-8/9-16) が消なしているともステップ]〜8の操作 
ができまず。@ (1-8/9-16) が点なしているとき、ステップ 
9〜] 6の操作ができまず。 



ステップ]〜8、あるいはステップ9〜16湖り替え後) 


■ 2種類あるスライダーの機能を切0替える 
©(SLIDER A / B ) を}甲ずと\スライダーの機能を切り替える 
ことができまず。 

(プ IJ セツトの場合） 

©(SLIDER A / B ) が消なのとき："囚"ノート 
@ (SLIDER A / B ) が点なのとき："圆"ベロシティー 


E 12 3 4 5 6 7 0 91011121314151& 


囚か圓が点な 

• 0(1 /9〜8/1 6) を動かずと\ステツプがオフになっている 
場合でもオンに切り替わりまず。 

• コント□ー ルパートは\スライダー機能の切り替えができ 
ません。 
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I マスタースライダーを使って、ノー トやべ□シ 
If ィーを一括で変更するには 

@ ( MASTER ) を使って\パート内にある設定（ノ ート\ベ □ 
シティー\スタッカート/テヌート、再生スピード、グルーブ） 
を一括で変更ずることができまず。 

• マスタースライダーで変更できる設定は\パート毎に異な 
りまず。 

•パートによっては無効になっている設定がありまず。 

• マスタースライダーの機能に他の機能を割り当てることも 
できまず。詳しくは\ 50ページ r マスタースライダーの機能 
を変更ずるには」\および55ページ r スライダーの設定を変 
要ずる」を参照してください。 

13 ライダー機能の割 0 当てを変更ずる 

スライダー機能にはノートやべ□シティーが割り当てられて 
いまず。この割り当てを変更したり、ノートとべ□シティーを 
一緒に割り当てることができまず。 

また\ 8段階あるスライダーの位置に対して設定されている 
ノートやべ□シティーの各値を変更ずることができまず。 

ブ- 0 (STEP SEQUENCER) 対甲します。 

2 . "SLIDER" 画面に切り曾わるまで ©(SLIDER 
A/B) を巧し続けます。 


3 . ©(PART -、+)で変更したいパートを選びます。 

4- ©(SLIDER A / B ) 対甲して、 A と B の機能を変更 
したいほ5を選びます。 

5 . 画面の力ーソルを" T 丫 PE:" に移動し、®(N0、 
YES) を使って割り当てる機能を変更します。 

NOTE : ノート 

VEL 0 :べ□シティー 

N 0 TE & VEL 0: ノートとべ□シティーの両方 


反 ® (ダイおル)、®(へ、\/)、またはの 

(PATTERN 1〜 8) を使って、変更したいスライ 
ダーの位置 （" 1: " から"8: ") に画面の力ーソルを移 
動します。 

•"1 :"〜"8:"は\全8段階あるスライダーの位置を示し 
まず。一番下が1で\一番上が8でず。 


7 . の （N0、 YES) を使って、ノートやべ□シティーの 
値を変更します。 

• ノートやべ□シティーの値を鍵盤を}甲さえて入力ずる 
こともできまず。 

• コードパートの場合、3つまで値を指定ずることができ 
まず。 

•スライダー機能の編集は\詳細編集からでも行えまず。 
詳しくは\ 52ぺージ r シーケンスを編集ずる 2. 詳細編 
集」を参照してください。 

I マスタースライダーの機能を変更ずるには 

ブ- 0 (STEP SEQUENCER) を巧します。 

2 . "SLIDER" 画面に切り曾わるまで ©(SLIDER 
A/B) 対甲し続けます。 

3 . の （MENU) を巧したあと、® (>) を巧して•を 
"M.Slider" へ移動します。 

4 . ©(ENTER) を巧します。 

マスタースフイダーの設定画面が表汀^されまず。 


5 . の （-、+)あるいは® (PART -、+)を使って、 
"Pa け"の横にある【】内に変更したいパートを表 
7F します。 


T : J :：: 1：： : : ：•： '：• :：： 






I 5 6 7 8 910111213141518 



I少ステップシーケンサーを使5 


■ ■ i 

を 

::::… H: 
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7. ©( EDIT ) を巧します。 

2 . の（\/)を巧して•を " Step Edit " へ移動し、® 
( ENTER ) を巧します。 

3 . 切下の要領でデータを入力します。 


==Solo1 Ch 

を !… お ri i. 


■シーケンスの再生中は 

鍵盤を}甲したり演奏したタイミンブで\再生中のシーケンス 
に入力されまず。 

■シーケンスの停止中は 

表示中のステップに入力されまず。 


3 . ©(-、+)を使って、パターンが切り曾わるタイミ 
ングを設定します。 

Wait: 次のル節が始まるタイミンブまで待つ 
Real :小節の途中でもずぐ切り替わる 
目 eat :巧の頭のタイミングで切り替わる 
•パターンが切り替わるタイミンブの設定は\パフオー 
マンスの パラメーターとして保を されまず。 


ステップシ^ケンサーを使5广 


反の（へ、 N /) を使って " Assign " に移動し、® (ダイ 
おル)または® (―、 +) でアサイン値を変更しま 
す。 


アサイン名 

内容 

Nop 

機能なし (No operation)。 マスタースライ 
ダーの機能を無効にずる。 

S. Data 

ステップデータ (Step Data) 。1から16までの 
オンになっているデータをまとめて変更ずる。 

S. Size 

ステップサイズ (Step Size)。 

NoteLn 

ノート長 （Note Length)。 

Groove 

ブルーブに 「oove)。 

Octave 

オクターブ (Octave) 。スライダー1〜8をノー 
卜の指定に している場合 スライ ダーを動かず 
とノートデータのオクターブが変わる（範囲： 

—1〜〇〜り。 


• ステップサイズ\ステップゲート長\ブ>|レーブの各アサ 
インについての詳しい説明は\ 53ぺージ「ステップ 
シーケンサーのパラメーター」を参照してください。 



• スライダーの機能変更については\下記の変更もできまず。 
変更のしかたは\巧ぺージ r スライダーの設定を変更ずる」 
を参照してください。 

-他のスライダー設定からのコピー 

-スケール、ドラム\ベ□シティーのスライタ''-プ IJ セット 
-ノートシフト 

I 鍵盤などの演奏によってステップデータを入力 
I ずるには 

鍵盤\ピッチベンド、ノブを使った演奏によって\ステップ 
データのノートやべ□シティーなどを入力ずることもできま 
ず。 

• ピッチベンドやノブの操作を入力ずる場合\先にコント 
□ー ルトラックでピッチベンドやノブを選んでおいてか 
ら\演奏で入力しまず。 


じノ ni のチヤンネルを変更するには 

ソ □] のチヤンネルは\通苗1 4ch に設定されていまず。 

しかし\ソ □ の音色としてソ□シンセ等の特殊な音色を使用 
ずる場合\ソ下の方法で1 ch に設定を変更してください。 

7. 0 (STEP SEQUENCER ) を巧します。 

2 . ©( MENU ) を巧したあと、® (>) を巧します。 

3•画面の•が" Setting " にあることを確認して、® 
( ENTER ) を巧します。 

4. の（へ、\/)を使って画面の•を " Solol Ch " に移 
動します。 

■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■■ 

■■■■ ■■■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■■ 

■■■■ ■■ ■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■ ■■■ 

■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■■■■■■■ 

■■■■ ■■■ ■■■■■■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■ 

■■■■ ■■■■■■■ ■■■ ■■■ ■■■ 

■■ ■■■■■■■ ■■■■ ■■■ ■■■ 

■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ 

■ ■ ■■ ■■■ ■■■ ■ ■ ■ ■■ ■ ■■■■■■ ■■ ■ 

■■ ■■■■ ■ ■ ■ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■■■■■ 

■■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■■■ 


5 . ©(-、+)を使って、ソ mi のチ巾ンネルを設定し 
ます。 

1: rich」 に設定 
]4:「14ホ」に設定 

• ソ □] のチヤンネル設定は\パフオーマンスのパラメー 
夕一として保をされまず。 

I パターンが切り替わるタイミングを 
変更ずるには 

ブ- 51ページ r ソ ni のチ中ンネルを変更するには」の 
手順1〜3を操作します。 

么 ® (へ、 \/)を使って画面の参を " Pattern 

Change Timing " に移動します。 

■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■■ 

■■■ ■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■■ ■■ 

■■■■ ■■■■■ ■ ■ ■■■ ■ "■ ■■■ ■■ 
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いステップシーケンサーを使5 

アルペジオのときにステップシーケンサーをシンク□再生させるには 

3 7ページ r アルぺジオ機能を使う」を参照してくださぃ。 


ステツプシーケンサーの音ちを密えるには 


本機のミキサー機能によつて音色を変えることができまず。 

• ミキサーで設定された 8ch 〜 16ch のデータは\ステップシーケンサーのデータとして保存されまず。 
• ミキサーのパラメーターは\全パターン巧通のパラメーターとして設定されまず。 

• ミキサーについては\ 71ページ r ミキサー機能を使う」を参照してください。 


特定のパートのみをオン（ソ□が態)で鳴らずには 


ブ- 0 (STEP SEQUENCER ) を巧してから、© ( EDIT ) を巧します。 

• ずでに© (EDIT) を}甲して編集中になっている場合この操作は必要ありません。 

么⑩ （ MIXER ) を押します。 

3 . ©(9〜 16) を巧し続けて、ソ□が態で鳴らしたいパートをノートパートの中から指定します。 

• ステップシーケンサーモードから抜ける力\あるいは" Track On/Off" 画面 （53 ぺージ）に入ると\ソ□状態が解除されま 
ず。 

• ミキサーの操作についての詳細は\ 71ぺージ r ミキサー機能を使う」を参照してください。 


シーケンスを編集ずる 2. 詳細編集 


シーケンスのパラメーターを編集して\データを細かく作り込むことができまず。 

I 詳細編集するには 

7- ©(STEP SEQ ) 対甲します。 

2 . ©( EDIT ) を巧します。 


ニキた一表71\ 



3 . の （< 、へ、\/、>) を使って、編集したいメニューに•を移動します。 
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ステップシ^ケンサーを使う广 J 


I ステップシーケンサーのパラメーター 


設定節囲や画面 


Trk On/Off >Ent 


トラックの編集 (Track On / Off ) 。 

•ステップシーケンサーモードのとき、© (EDIT) を巧し続 
ける操作でも 、 "Trk On/Off > Ent " を操作したときと同じ 
画面に切り替えることができまず。 


Pattern 


パターン番号 （ Pattern )。 


1-8 


Part 


パートち （ Part )。 


Drm1 〜 5 、 Bass、Sol 1 〜ム 〔 hrd 、 
Ctl1 〜4 


Track 


トラックオンオフ ( Track ) 。 © (1 〜1 6) で切り替え。 

• 0(1 〜 4) は、それぞれコント□-ルパート]〜4に対応し 
まず。同様に、な (8 〜 16) はノートパートに対応しまず 
(47 ページ参照)。 


Off、On 


btep Edit >Ent 


ステップの編集 (Step Edit )。 ステップごとの編集ブルース 


Drm ] 〜5、 
巨 ass 、 

Soil 〜2 


Chrd 


Off 、 （オンのとき） NOTE : C - 〜 G 9 X 、 
(オンのとき^[的：1〜127、で6 


NOTE 、 

VELO 


ステップのオフ （ OFF )、 オン （ NOTE )、 タイ （ TIE ) の切り替え。 
オンのとき、ノート （ NOTE ) とべ□シティー ( VELOCITY ) を 
設定ずる。 Step 1 にはタイを設定できない。 



音程 


音量 


Off 、 （オンのとき） NOTE : Off あるい 
は C - 〜 G が、 

(オンのとき^£的：1〜127、で6 


NOTE 、 

VELO 


ステップのオフ （ OFF )、 オン （ NOTE )、 タイ （ TIE ) の切り替 
え。オンのとき、3つのノート （ NOTE ) とべ□シティー 
( VELOCITY ) を設定ずる。 Step 1にはタイを設定できない。 



コードの各音程 


音量 


NOP : 効果無し、他の設定範囲はしソ下 
に記載。 

く下図は" PHRASE " の画面例> 


コント□-ルパートに tl ) の効果。パート毎のデータ。 


〔 tl 1 〜4 


メニュー 




値 


BEND 


ピッチベンダー （Pitch Bender )。 


-128 〜+127 


の〜97 


MID ロント□—ルチェンジに ontrol Change )。 


〇〜 127 、 Pan のみ一 64〜+63 


K 1 〜4 


パフオーマンスなどで設定したノブ （ Knob ) の動き。 


0-127 


TEMPO 


テンホ ( Tempo )。 


30-255 


PHRASE 


フレーズシーケンサ ー （Phrase Sequencer ) の再生を開始/ 
停止させるトリガーを設定ずる。コント□ール4に tl 4) での 

がお术。 


Nop : 効果無し、 Stop : 再生を停止、 
Sta け:再生を開始、 

—24 〜+24:オリジナルキーからの 
シフト値 ( S ねけを選んだ場合） 


rrack Pa ram >Ent 


トラックのハづメーター （Track Parameter )。 


Max Step 


最大ステップ (Max Step ) 。パートを再生ずるステップ数を 
設定。再生中に設定の最大ステップ数を超えると、先頭のス 
テップに戻って再生。 


卜] 6 


btep Size 


ステップサイズ (Step Size )。 各ステップ間の音長を指定。 


J.A J)T 、 九 j 51 


NoteLnath 


ノート長 （Note Length )。 発音ずる音長をステップサイズ 
に対するパーセントで設定。100%で元と同じ長さ、50%で 
元の半分の音長になる。 


1 - 100 % 
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内容 


設定節囲や画面 


groove 


Li 「 V . Type 


Ctrl.Ch 

(コント□-ルパートのみ） 


bmooth 

(コント□ールパートのみ） 


Phrase No . 

(コント□-ルパート4のみ） 


Key Shift >Ent 


Enable 


Breakpoint 


Realtime 


ヴ、 レーブに roove ) 。裏をステップの発音タイミンブを設定。 
ステップ再生でステップの音長を交互に変更。50%の時が 
イーブンで、値が大きくなる程前半の音長が長くなる。 


ヴ、 レーブの種類 (Groove Type ) 。ブ J レーブを50%し U 外で設 
定した場合の発音ずる音長タイプを指定。 


コント□-ルチヤンネルに ontrol Charnel )。 〕ント□-ル 
トラックの効果のかかるチヤンネルを指定。 


スムーズ ( Smooth )。 コント□-ルトラックの再生を制御。 
オンの場合はコント□ールデータを補間して再生。 


フレーズシーケンサー番号 （Phrase No .)。 コント□-ルし 
たいフレーズシーケンサー番号を指定。 


キーシフト (Kev Shift ) の編集ブループ。コント□-ル 
に tri ) 1〜3は設定不可。コント□ールに trl )4 は、フレーズ 
シーケンサーのキーシフトとしての設定で Realtime は設定 
不可。 


キーシフトのオンオフ （ Enable )。 


〔から B の間で、その キーを 超える とキー シフトをオク ター 
ブ下げて発音させるポイント (Break Point )。 


リアルタイム （Rea I Ti me ) 。ブレークポイントのタイミング 

を言文化 0 


10-90% 


NormI : ノーマル （ Normal ) 。長さを 
実際のパーセントで再生。 

Short : シヨート （ Short ) 。グループで 
ステップの長さが変るとき短い方に 
長さを合わせる。 


1、8〜16 ch 


On、Off 


POO 〜99、 UOO 〜 99 


Off、On 


〔〜巨 


On : ずぐに変更 
Off :;欠のノートで変更 


Beat Info 


ホ白子の設定 （Beat Information )。 


2/4〜8/4、2/8〜16/8 


し opy >Ent 


データの コピ ー。 


Track 


他トラック ( Track ) の データから コ ピー 。ステップ データと 
パー トパ ラメーターをコピー。 

• " TMP " (編集中のデータ）もコピー巧。 

• コピーできるパートはじ(下のとおり。 

く From > く To > 

Dr 1 〜 S 2 D 「1 〜 S 2 

Chord Chord 

Ctrl 1 〜 3 Ctrl 1 〜 3 

Ctrl 4 Ctrl 4 


コピー元のパート名 
コピー元のパターン番号 
コピー元のシーケンス 
(バンク、番号） 




コピー先のパターン番号 


コピー 先の パート 名 


コピー元のパターン番号 


コピー 元のシーケンス 
(バンク、番号） 


Pattern 


他 パターン （ Pattern ) の データから コ ピー。 
• " TMP " (編集中の データ） もコ ピー 巧。 


コピー先のパターン番号 


Note Shift >Ent 


ノートを上下ずる機能（シフりの編集グルース 


Shift 


どのくらいシフトさせるかを半音単位で指定。 


-24 〜+24 


Ptn 


シフトさせるパターン （ Pa け ern ) を指定。 


01〜08 


Part 


シフトさせるパート ( Part ) を指定。 


Dr 1 〜5、 Bas 、 SI 1〜2 、Chd 


し lear >Ent 


トラック データの クリア ( Clear)o 


Track 


Pattern . 

Part 


トラック内のパターン （ Pa け ern ) やパート （ Part ) を選が。 


Pattern : 01 — 1 6 
Part : D 「 m ] 〜5、巨 ass 、^ ol 1 〜2、 
Chrd 、 Ctl 1 〜4 


Pattern 


パターン ( Pattern ) ずべて。 


Set 


トラック ( Set ) 内データずベて。 
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階層 1 階層 2 

階層 3 

内容 

設定節囲や画面 I 

Slider Edit >Ent 

ステップシーケンサーモードでのスライダーの設定。 

• 0 (STEP SEQUENCER ) が点灯しているとき、@ 
(SLIDER A/B) を巧し続ける操作でも、 "Slider Edit 
>Enf を操作したときと同じ画面に切り替えることがで 
きまず。 


TYPE 

• “ TYPE " 画面のとき、® 
(MENU) を巧ずと階層 3 
に入りまず。 

スライダー機能の割り当ての変更。 

操作方法や設定値についての詳細は、 
50 ぺージ r スライダー機能の割り当 
てを変更ずる」の手順 3 じ(降を参照し 
てください。 


し opy >Ent 

他のスライダー設定からのコピー。 

操作方法や設定値についての詳細は、 
55 ページ r スライダーの設定を変更 
ずる」の手順 4 し U 降を参照してくださ 
い。 


Preset >Ent 

スケール、ドラム、ベ□シティーのスライダープリセット。 


Note Shift 
>Ent 

ノートシフト。 


M.Slider 
>Ent 

マスタースライダー機能の変更。 

操作方法や設定値についての詳細は、 
50 ぺージ r マスタースライダーの機 
能を変更ずるには」の手順 5 じ(降を参 
照してください。 


X 画面表示の" C-" は\ C- 1 (CO の1オクターブ下）を表しまず。 


んの（<、へ、\/、>)を使って、【】や力ーソルを編 
集したい項目へ移動し、® (-、+)を使ってパラ 
メーターの値を変更します。 

• パターン番号は ( PATTERN ) で切り替えまず。 

• パート名は、® ( PART -、 +) で切り替えまず。 

• ステップ番号は\瓜（5了[ドー、+)で切り替えまず。 

• 前の階層に戻るには\® ( EXIT ) を使いまず。 

• ミキサー表示は\現在設定している値を表示しまず。 

• "Step Edit" の表示画面では J 建盤は現在選ばれている 
パートの音色が鳴りまず。ミキサー表示は各ステップ 
のノー ト\ベ□シティ ー\バりュー値を表汀^しまず。 
ノートの場合\実際のオクターブの上下にかかわらず\ 
ミキサー表示では C 〜 B の音は決まった位置で表示さ 
れまず。 


ミミ， :•• ミ • ミ ::: 

:…"=：：：! 

:" • 
••: : .s i 

： : 二 

!:• T I:: r I 

ミミ H :: ; 

ご i:= "i 

: j 

I I :II j 

Li ::i Li 

U - _ 

W!r~ ^ 2 3 4 5 6 7 8 910111213141516 


スライダーの設定をを更ずる 


スライダーの設定は簡易編集の項目で説明した変更の他に、 
じ(下の変更ができまず。 

• 他のスライダー設定からのコピー 

• スケール\ドラム\ベ□シティーのスライダープ IJ セット 
• ノートシフト 


I 他のシーケンスのスライダー設定からコピー 
I ずるには 

7- 0 (STEP SEQUENCER ) を巧します。 

2 . ©(SLIDER A / B ) を下のような画面が出るまで巧 
し続けます。 



3 . ©( MENU ) 対甲します。 
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いステップシーケンサーを使5 


4. ®(< 、へ、\/、>)を使って画面の参を編集したい 
項目に移動し、® ( ENTER ) 対甲します。各項目は 
じ(下のよ5に変更します。 

■ Copy : 他のスライダー設定からコピーする 

の （< 、へ、 N /、 >) を使って画面の [] を項目に移動し\ の 
(一、 +) を使つて値を変更しまず。 


SLIDER A / B ボタンの設定 



• コー ドパートの場合、 コー ドパート間のコピーだけ巧能で 
ず。 

• " ITEMP " (編集中のデータ）も〕ピー元に設定ずることが 
できまず。 


■ Preset : スケール、ドラム、ベ□シティーのスライ 
ダー プリセット 

の （<、へ、 N /、>) を使って画面の [] を編集したい項目に 
移動し® (-、+)を使って値を変更しまず。スライダープ IJ 
セツト番号を入力ずると自動的にスライダープリセツトちが 
表示されまず。 


スライダープリセツト番号 スライダープリセット名 



• スライダープ IJ セット番号とそれに対応ずるスライダープ 
リセット名はじ(下のとおりでず。 

I Major (メジャー)、2 Minor (マイナ ー )、 

3 Dorian (ド IJ アン） \ 4 LydianOJ ディアン） 、 

5 Mixolydn (ミクソ IJ ディアン）、 

6 Phrygian (フ U ジアン）\7 Loaian (□ク U アン） 、 

8 M.Minor (メ□ディックマイナー) 、 

9 H.Minor (ハーモニックマイナー）\ 

10 H . M . 5ホ（ハーモニックマイナー引 h )\ 

II Altered (オルタード； ] 2 WholeTon (ホール!ン)、 
13 Diminish (ディミニッシユト）、 

] 4 Pen ね ton (ペンタトニック）、 

15 M.Pen ね（マイナーペンタトニック）、 

化目 lues ヴルース）\17 Kick (バスドラム)\ 

18 Snare (スネアドラム) 、 ]9 Hi_hat (ハイハット）、 

20 Toms (タム）、21 Cymbal (シンバル)、 

22 Velocity (ベ□シティー） 

• じ(下はコードパートのみのスライダープ IJ セット番号とそ 
れに対応ずるスライダープリセット名でず。 

1 Diatonic (ダイアトニック） 、 2 Minor (マイナ ー )、 

3 H.Minor (ハーモニックマイナー）\ 

4 Velocity (ベ□シティー） 


■ Note Shift : ノートをシフトずる 
の （< 、へ、\/、>) を使って画面の [] を編集したい項目に 
移動し、® (—、+)を使ってシフトずる値を変更しまず。 


シフトずる値（一24〜 +24) 
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パターン名 


SLIDER A / B ボタンの設定 




































































































ステップシ^ケンサーを使 5 广 


編集したシーケンスを保巧ずる 


編集が終わったら\ ©( WRITE ) を}甲ずと\シーケンスの保を 
画面になりまず。ユーザー音色の保をと同じ要領で保存して 
くださいり]ページ)。 

• 保存したデータを消去ずる方法は\ 75ページをご参照くだ 
さし、。 

■ シーケンスをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ページ） 


[-ン 


L チェーンを作るには 



ステップ シー ケン サーのモー ドで、⑩ （ CHAIN ) を 
巧します。 


2 . ©( EDIT ) を巧します。 


3 . の（<、へ、\/、>)を使って力ーソルを移動し値を 
入力します。 


チェーン番号 小節数 



• 値の変更方法は\項目によってボタンが異なりまず。 
シーケンス番号：アルペジオの選}尺 G 7 ページ）の手順 
2〜5と同じ要領でず。 

パターン番号：の（一、+)、あるいは® ( PATTERN ) 
小節数 ：®(-、+) 

キーシフト ： ®(-、+)\ あるいは鍵盤 

(—番左の C 〜目の1オクターブ） 
チェーンの種類：©(-、+) 

• チェーンの種類は\ループにしたいとき" LOOP " を\そ 
のチェーンで終わらせたいとき" END " を指定しまず。 

• 部分的にチ： L - ンを削除したいときは\也（0[1_[了[) 
を}甲して削除できまず。 

• 部分的にチェーンを挿入したいときは\也（^5[机） 
を}甲して挿入できまず。 

• 現在選}尺中のパターンを確認したいときは 

( CHAIN ) を}甲して点なさせてから\⑩ （ START / 
STOP ) を}甲してノ \°夕ーンを再生させまず。再生中に編 
集をずることができまず。 

ん編集が終わったら、 0( WRITE ) を巧すと、チェー 
ンの保存画面にな0ます。ユーザー音色の保存と同 
じ要領で保存してください （1 1ページ)。 

• 保存したデータを消去ずる方法は\ 75ページをご参照 
くださし、。 


■チエーンをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 
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CHR ： I：N II ；：! 



I チェーンを再生するには 


1 . "CHAIN" が表示されるまで、 巧) OIHAIN) を巧し 
続けます。 

2 . ® (ダイおル) あるいは⑩、の （-、+) で再生した 
いチェーンを表示します。 


3 . ⑩ （ START / STOP ) を巧します。 

• 再生を停止ずるには\娘（5了八1^751"0ド)をもう一度 
巧しまず。 

• チェーンを組み直ずことができまず。操作方法は、57 
ページ r チェーンを作るには」を参照してください。 

ェーンを初期化ずるには 

1 . "CHAIN" が表示されるまで、⑩ （ CHAIN ) を押し 
続けます。 

2 . ©( MENU ) 対甲します。 

3- ® (ダイおル) あるいは® (<、へ、\/、>)を使っ 
て•を" Initialize " に移動し、® ( ENTER ) を巧し 
ます。 


チェーンを S M F お式でメモリーカードに保存す 
I るには 

• 操作を始める前に\本機にメモ IJ - 力ードを差し} A みまず。 

1 . "CHAIN" が表示されるまで、 巧) OIHAIN) を巧し 
続けます。 

2 . ® (ダイおル) あるいは⑩、の （-、+) で保存した 
いチェーンを表示します。 

3 . ©(MENU) を巧します。 

ん ® (ダイおル) あるいはの(<、へ、\/、>)を使つ 
て•を" SMF Save" に移動し、 ©(ENTER) を巧し 
ます。 


この後の操作は\ 79ぺージ r 本機のデータをタイプ別 
に力ードに保をずるには」の手順4じ(降と同じでず。 


通常のメモ リーカー ドへの保をについては\ 77ぺージ r メ 
モリーカードを使用ずる」を参照してください。 


4 . もう一度® (ENTER) を巧します。 

" Sure ?" と表示されまず。 

5 . ® (YES) 対甲します。 

" Complete !" が表示されたら初期化完了でず。 


CHR：I：N II 

。盟 IF S おお 

を. L h M; Mil || ；：:=：： 




I 少ステップシーケンサーを使5 




を 

- ■:" . 


を与 


：：：：：：：：：： 


is 」 
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• ®(< 、へ、 N/、>) を使って設定項目を選び \ ©(ダイ 

ヤル） または® (-、 +) を使つて各項目の値を変更し 
まず。 


■録音メニューの設定 

録音モードの設定画面のとき、® ( MENU ) を}甲して\録 
音メニューに入ることができまず。 


• サンプルは、開始方法と録音タイプを組み合わせた5種類の 
録音モード （Rec Mode) から選んで録音しまず。詳しくは、 
59ページ r サンプルレーパーで録音ずる」を参照してくだ 
さし、。 

• 保存したサンプルは\ユーザーウェーブ音色として、パラ 
メーターを編集ずることができまず。詳細は\ 30ページ 
「ユーザーウェーブ音色の編集内容」を参照してください。 

• サンプルは\サンプルルーパーとして再生したり\ユーザー 
ウェーブ音色として鍵盤で演奏ずることができまず。 

• フレーズ (4] ぺージ）と同様に、サンプルごとに再生の方法 
としてループやホールドのオンとオフを設定できまず。 


サンプルルーパーを使って\本機での演奏や\マイク、ライン 
などの外部入力の音を最大] 9秒間、ループさせながら重ねて 
録音ずること（オーノ'('ーダビング')ができまず。 

録音したデータ（本書では、じ(降 r サンプル」と呼びまず）は\ 

10個まで保存できまず。 

• タト部入力は\ の （INST IN ) およびの （IVnC IN ) に入力され 
た音が録音できまず。® (AUDIO IN ) に入力された音は 
録音できません。 

• 外部入力よりも高音質なサンプ j レを本機に取り込みたい場 
合には\専用のアプリケーションソフト （82 ページデータ 
エディター）を使用してパソコンから波形データを転送し 
てくださし、。 


• 外部入力の音を入力したいときは\ 7ページを参照して本機 
との接続を行ってください。 

• 本機のペダルを使ってサンプルの録音や再生を操作ずるこ 
ともできまず。ペダルの設定方法は\ 67ページ r パフォーマ 
ンスの編集内容」の" Pedal" を参照してください。 

ブ. ®( REO を巧します。 

録音 モー ドの設定画面が表示されまず。録音 モー ドに つい 
ては\手順2に詳しし、説明をしまず。 
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I メニュ- 

内容 

設定節囲 I 

Precount 

プレカウント （Pre count )。 録音の開始方法がマニュアルのモード （ ML ) において、録音の開始前に入れ 
るプレカウント数を指定。 

Off 、 2〜8 

Threshold 

スレッシュホールドレベル ( Threshold )。 録音の開始方法が才ート （ AT ) のモードにおいて、指定したレ 
ベルじ(上に大きい音が入力されたとき、録音が開始される。 

• 大きい値を指定ずると、大きな音が入力されたときに録音が開始となりまず。 

0-127 

Reverse 

リバースモード （ Reverse )。 新規録音時の最初の録音分だけを逆再生ずる。 

Off、On 

Channel 

サンプリングチャンネルに hamel )。 新規録音時に、ステレオで録音ずるか、あるいはモノラルで録音ず 
るかを選が。 

Stereo : ステレオ、 
Mono : モノラル 

SmpI Rate 

新規録音時のサンプリングレート (Sampling rate )。 サンプリンブ周波数。 

42 kHz 、 21 kHz 

Auto OVDB 

新規録音時にサンプルの終了点が決定した後に、自動的にループ再生を始める （ Off ) か、あるいは才一 
ノ t ーダビングを始める （ On ) かを指定。 

Off、On 


• IJ バースモード \ サンプ IJ ングチャンみ k およびサンプ IJ ングレートは \ 新規の録音時にのみ適用されまず。オーバーダビ 
ンブ中は適用されません。 

• サンプ IJ ンブレートが高いほど\原音に近いサンプルになりまず。サンプ IJ ンブレートとチャンネルの設定によって\録音 
巧能時間が異なりまず。 


チヤンネル/レート 

最大録音可能時間 

テンポ別の最大録音可能拍数 

テンポ30 

テンポ101 

テンポ120 

テンポ126 

テンポ132 

テンポ255 

Stereo /42 kHz 

約 4 秒 

2 

8 

9 

10 

10 

20 

Stereo /21 kHz 
Mono /42 kHz 

約 9 秒 

4 

16 

19 

20 

21 

- 

Mono /21 kHz 

約 19 秒 

9 

32 

- 

- 

- 

- 


• スレッシュホールドの設定時に\現在のスレッシュ 
ホールドレベルと入力音のレベルを画面で確認できま 
ず。 


スレッシュホールドレベル 



■テンポの調舊 

©(TEMPO —、+) を使って、テンポを調整しまず。 

. テンポの調整方法味42ぺージ r テンポ旌さ）を変え 
るには」を参照してください。 

2 . ® (ダイおル)あるいは® (-、+)を使って、録音 
モードを lil 下の （1) から （5) の中から選びます。 

. 録音モードをの末尾の2文字は、録音の開始方法を示 
していまず。 

AT :オート （Auto)。 本機を録音の待機状態にしてお 
いて\鍵盤の演奏やマイク等で音を出ずと録音が 
自動的に開始されまず。 

ML: マニュアル (Manual)。 手動で録音を開始しまず。 
• 各録音モードにある項目 (Length. Beats. Splits) は、 

® (へ、 N/) を使つて項目を選び\⑩ (ダイヤル） また 

は® (-、+)を使って値を設定しまず。 


(1) N0RM-AT ： 

新規サンプルを\開始方法オートで録音しまず。 

• Length (録音時間）の設定 

Free : の (REC) あるいはの (PLAY/STOP) 

を}甲して録音を停止したとき\サンプル 
の終了点が決定されまず。最大録音可能 
時間に達したときは\そこが終了点にな 
りまず。 

01〜 32bt :録音時間を拍数で指定しまず。 

Loom;;!:; 

: ii:R を d1 お 

:: Uh:;i1:h l：l]N|yi：] 

(2) NORM-ML ： 

新規サンプルを\開始方法マニユアレで録音しまず。 

• Length (録音時間）の設定は、上記 "NORM-AT" と同じ 
内容でず。 

Loom;;!:; 

: ii:R を d1 お 

:: Uh:;i1:h l：l]N|yi：] 
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サンプルル^パーで録音•再生ずる广 J 


(3)BEAT-AT ： 

け白分録音して\それを指定回数繰り返ずことで]つのサ 
ンプルを作りまず。オート録音のみ対応していまず。 

• 目 eats 舶数）の設定 

02- 32:録音した]巧分の音を何を繰り返ずかを指定 
しまず。 


H ::::1：::: 


[|]= 1 ] 


(4)SPLT-AT ： 

指定した長さのサンプルを指定した回数だけ順次に録音 
していき、各サンプルを連結させて]つのサンプルを作り 
まず。オート録音のみ対応していまず。 

• Length (スプ IJ ットごとの長さ）の設定 

Free :無音になったときに、スプ U ットの終了点が 

決定されまず。 

]〜6 bt :指定した巧数 ( beat ) を経過してから無音に 
なると、次のスプ IJ ットの録音待機状態に入 
りまず。指定した巧数に満たないで無音に 
なった場合は\指定した拍数が終了ずるまで 
録音が続きまず。 

• Splits (分割)数の設定 
2\3\4\5:スプりット数を指定ずる。 


(5)OVDB-ML ： 

既をのサンプルを冒頭部分からオーバーダビングできま 
ず ( Overdubbing )。 マニュアル録音のみ対応していま 
ず。この録音モードを選ぶ場合は\手順1の前に才ーバー 
夕''ビングしたい既をサンプルを選んでおく 必要がありま 
ず。 

サ ンプ 、レの録音直後でまだ保ををしていなし嗎合自動的 
に "0 VDB-M L " が選ばれまず。新規に録音し直したいとき 
は\その他の録音モードを選んでください。 


既存サンプル番号および名称 

Loom ; ぶ m;;mi 



サンプリングチヤンネルとレート 


• 最大録音巧能時間を越えた長さが指定されている場 
合\ " !"が点滅表示されまず。その場合\60ページにあ 
るチヤンネル/レートの表を目安に\長さ\サンプリン 
ブチヤンネル、サンプ IJ ンブレート、テンポ等を調整し 
てくださし、。 

• "!" の点滅表示のまま手順3を操作ずると\ 

"LOOPER : Can’t REC と表示され、録音を開始ずる 
ことはできません。 


L が; n ; ぶ 

。 L ■ をが 1;h L I lyl:J 

。品: Ih;:;: [H] 


3 . ®( REO を巧すと、® ( REC ) は点滅に変わり、録 
音の待機が態にな0ます。 


■ SPLT - AT で録音したスプリットを、ユーザー 
ウェーブ音色として選択したい場合 

• ソ□シンセサイザー音色として選}尺： 

23ぺージの" P〔M Wave " を参照してください。 

• PCM ドラム音色として選}尺： 

30ぺージの "Inst Number " を参照してくださし、。 
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\}\ サンプルルーパーで録音•再生ずる 


4. 選択した録音モードによって、切下のように録音を 
開始します。 


■ NORM-AT 


鍵盤で演奏を始めるか、マイク等で音を出すか、あ 
るいは® ( REO を巧すと、録音が開始されます。 

• 録音が始まると\ ® ( REO が点灯に変わりまず。 

• 録音中\録音巧能時間を基準にしたメモ IJ 一の消費量 
の目安を画面で確認できまず。 


メモリーの消費量 






12 3 4 5 6 7 8 910111213141516 


• " Length " を " Free " に指定した場合、入力音が無音にな 
るといったん録音を停止して、次の入力音の待機状態 
になりまず。入力音が検知されると自動的に録音が再 
開されまず。 

•無音になったことを本機が自動で判別ずる入カレベル 
は\ " Threshold " (60 ぺージ）で設定したレベルの半分 
ソ下の値が約0.5秒間続いた場合に適用されまず。 
例えば\ " Threshold " のレベルを「80」に設定している 
とも「40」じ(下のレベルが約0.5秒間続くと無音と判 
別しまず。 

• " Splits " で指定した分の録音を終えると\才ーバーダビ 
ンブの待機状態に移りまず。 


メモリーの消費量 




• " Length " にを数を指定した場合巧数分の録音の完了 
と同時に® (REO が点滅に変わり \ オーバーダビング 
の待機状態になりまず。 

• " Length " に " Free " を指定した場合録音中にサンプル 
の終了点にしたいタイミングで® (REC) を}甲ずと \ 

® (REO が点滅に変わりオーノ（一夕'' ビングの待機状 
態になりまず。 

• 録音中に最大録音時間に達ずると、自動的にオーバー 
ダビングの待機状態に移りまず。 

• オーバーダビングの待機状態になると \ 同時にそれま 
でに録音したサンプルの j レープ再生が始まりまず。次 
にオーノ（ーダビングしたい演奏の IJ ハーサルや \ サン 
プルとデュエットをしたいときなどに便利でず。 

• "Auto 0 VDB " がオンに設定されている場合は\才一 
バーダビングの待機状態に入らずに \ すぐにオーバー 
ダビングが開始されまず。 

■ N 0 RM-ML 

録音したいタイミングで、® (REO を巧します。 

• 録音開始後は \ 上記" NORM - AT " と同じ操作でず。 

■ BEAT-AT 

鍵盤の演奏やマイク等で音を出すか、あるいは® 
(REO を巧すと、 1} 白目の録音が開始されます。 

• 録音が始まると \ ® (REO が点灯に変わりまず。 

•け白目の録音が終わると \ 2巧目から " Beats " で指定し 
たを数分のサンプルが自動作成されまず。その後 \ オー 
ノ、'ーダビングの待機状態に移りまず。 

■ SPLT-AT 

鍵盤の演奏やマイク等で音を出すか、あるいは© 
(REO を巧すと、録音が開始されます。 

• 録音が始まると \ ® (REO が点灯に変わりまず。 

• " Length " を " Free " じ(外に指定した場合 、 指定した巧数 
を経過ずると録音が停止されまず。入力音が無音にな 
ると \ 次の入力音の待機状態になりまず。入力音が検知 
されると自動的に録音が再開されまず。 


12 3 4 



現在録音対象となっているスプリット番号 

• " Splits " で指定した数に満たないで録音を止める （® 
( REC ) を}甲ず）と\その時点でのスプ IJ ット数で録音さ 
れまず。例えば\ " Splits " で5を指定したが3で録音を止 
めると\スプ IJ ット数は3で録音されまず。 

■ 0 VDB-ML 

録音モード "0 VDB - ML " を実行ずる場合は\手順1の前に 
オーバーダビングしたい既をのサンプルを選んでおく必 
要がありまず。 

®(REO を巧します。 

• 事前に選}尺したサンプルへのオーバーダビングが始ま 
り \®( REO が点なしまず。 

• オーバーダビング中\現在オーバーダビングしている 
位置を画面で確認できまず。 

現在オーバーダビングしている位置 





12 3 4 5 6 7 8 910111213141516 


• ® ( REO が一瞬消灯してループの先頭位置であるこ 
とをお知らせしまず。 

• サンプルルーパーでは\才ーバーダビングのアンドゥ 
はできません。 
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サンプルル^パーで録音•巧生する广 J 


5 . 才ーノ \'ーダビング待機が態からオーノ ダビング 

を巧開したいとき、® ( REC ) 対甲します。 

オーノ ' C - ダビングが始まると\ @ (REC) が点灯に変わり 

まず。 

• 才ーバーダビングを一時的に中断ずるには\ ®(REO 
を}甲しまず。 

.その 時点ま で 録音したサンプルを j レープ再生し続けま 
ずが\オーバーダビングを中断している間の演奏は録 
音されません。 

• もう一度® (REO を}甲ずとオーノ（ーダビングを再開 
しまず。 

反録音を終了したいとき、® ( PLAY / STOP ) を巧し 
ます。 

® (REC) が消なして\サ ンプ、 レ番号に " ! TEMP " (テンポ 

ラ IJ 一）と表示されまず。 

• 無音のまま録音を終了しても\1つのサンプルとして扱 
われまず。 

ス録音が終わったら、の要領で保存してくださ 

い。 

• ©(WRITE) を}甲ずと\サンプルの保を画面になりま 
ず (64 ページ)。 


ステップシーケンサーを使ってサン 
プルを録音ずる 


1 . サンプルルーパーに録音したいステップシーケン 
サーを選びます。 

• ステップシーケンサーの操作方法は \ 48ぺージ r ス 
テップシーケンサーを再生ずる」を参照してくださし、。 

2 . ®( REO を巧します。 

録音モード画面になりまず。 

• ©(-.+) を使って\録音モードを " NORM - AT " に変 
要しまず。 

• 録音したい長さに合わせて" Length " を設定しまず。例 
えが4/4を2/」\節録音ずる場合は" 8" に設定しまず。 

3 . ®( REO をもう一回巧します。 

録音の待機状態になりまず。 

4. ⑩ （ START / STOP ) 対甲します。 

ステップシーケンサーの再生が始まると同時に、サンプル 

の録音も始まりまず。 

• ®(REO が点抑こ変わりまず。 

• 手順2で設定した " Length " のタイミンブで録音が完了 
し\同時にオーバーダビング待機状態になりまず。ス 
テップシーケンサーも同時に自動停止しまず。 

• この後の操作は\ 59ページ r サンプルルーパーで録音 
ずる」の手順かソ降と同じでず。 


サンプルを巧生ずる 


1 . ®( REO を巧したままにし、下のようなサンスレ 
の選択画面が表示されたら離します。 


サンプル名称 



2 . 再生したいサンプルを選びます。 

• サンプルの選び方は\アルペジオの選}尺 (37 ぺージ）の 
手順5と同じ要領でず。 

3 . ⑩ （STEP +) を巧して、ループのオンとオフを切 
0曾えます。 

OFF :] 回だけ再生させる 
ON :繰り返し再生させる 

• サンプルが空の場合ループの切り替えはできません。 

4. ⑩ （STEP —) 対甲して、ホールドのオンとオフを 
切0曾えます。 

OFF ： ® (PLAY/STOP) を}甲している間だけ再生し、離 
ずと止まる 

ON : ©(PLAY/STOP) を}甲ずと再生が始まり\もう一 

度® (PLAY/STOP) を}甲ずと止まる 

• サンプルが空の場合\ホールドの切り替えはできませ 
ん y 。 


63 
















































\}\ サンプルルーパーで録音•再生ずる 


5. ©( PLAY / STOP ) 対甲して、サンスレを再生しま 
す。 

. 再生中は\下記のようなに D 表示で現在のサンプル再 
生位置をお知らせしまず。 


現在のサンプル再生位置 



12 3 4 5 6 7 8 910111213141516 


• サンプルの選}尺画面を表示したままサンプルを再生し 
ているとも® (REO を}甲ずと\才ーパ'-ダビングに 
移りまず。 

• サンプルが空の場合 "LOOPER : EMPTY " と表示され 
まず。 

•サンプルの再生では\テンポを調節ずることはできま 
せん。 


反 ©(PLAY/STOP) を巧して、再生を停止します。 


サンプルを号にあるマークについて 


サンプルを録音したあとにサンプル番号の横に付くマーク 
は\じ(下の意昧を表していまず。 

! :保を前のサンプル 

* :保を済のサンプル 

ITEMP ： 新規の録音後\まだ保存されていないサンプル 
• 先頭に!がついたサンプルは r サンプルを再生ずる」の手順2 
(63 ぺージ）でサンプル番号を選び直ずと破棄されまず。保 
をしておきたいサンプルは次の「サンプルを保存ずる」の手 
順にしたがって保をしてください。 


サンプルを保存する 


〇 ( WRITE ) を}甲ずと\サンプルの保を画面になりまず。ュー 
ザー音色の保存と同じ要領で保をしてください （ 1 ] ページ)。 


■■■ ■■■ ■■■■ ■■■ 

■ ■ ■ ■ ■■■■ ■■■■! 

■■■■ ■■■ ■■■ ■ ■■■ 








■- ■■: ■ 

•••，•••• 





• 保存したデータを消去ずる方法は、75ページを参照してく 
ださし、。 

■ サンプルをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 
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さらに高度な演奏にチヤレンジずる(パフ オー 7 ンス文 



概要 


パフオーマンスの登録•階び出し 


パフオーマンスモードでは\鍵盤で4種類の音色まで同時に演 
奏することができまず。また音色じ(外にもエフェクトやス 
テップシーケンサーなど\本機のさまざまな機能の設定内容 
をまとめて一つのデータ（パフオーマンス）として登録し J 寅 
奏中に簡単に呼び出ずことができまず。 

• ]00種類のプ IJ セットパフオーマンスがあり\ご自分で内 
容を編集してユーザーパフオーマンスとして] 00種類まで 
登録できまず。プリセットパフオーマンスの一覧は\別紙 
「 Appendix 」 をご覧ください。 

• 鍵盤ごとに異なる機能を割り当てて\それぞれの鍵盤を}甲 
ずことで実行させることができまず（マルチファンクシヨ 
ンキ ー)。 

マルチファンクシヨンキーの詳細や設定方法は\67ページ 
「パフオーマンスの編集内容」の " MItfUnc Key " をご参照く 
たろし、。 


じ\。フオーマンスを登録ずる 

7- ©( PERFORM ) を巧します。 

ボタンが点なして\パフオーマンスモードになりまず。 


® (へ、 N /) で編集対象 

ゾーンを切り替え Zone Pa ram >Phrase Enable 

(67 ぺージ参照） （68 ぺージ参照） 


ゾーン1〜4のオンオフと マルチフアンクシヨンキー 
鍵域の設定状態 機能のオンオフと鍵域の 

(67 ページ参照） 設定状態 (69 ページ参照) 


韦 


アルペジオのオンオフと鍵域の 
設定状態 (69 ページ参照） 


® (<) で下記画面へ 


が 


Zone Pa ram 
>Arp Enaoie 
(68 ぺージ参照） 


フレーズキープレイのオンオフと 
鍵域の設定状態 (69 ページ参照） 


® (K1 〜 K4) の機能 (68 ぺージ参照) 


:: 

■ 







■■: . 



!!! 1 

■ : 1 



2 . アルペジオと同様の操作で (37 ページ)、パフォー 
マンスのノ \'ンクと番号を選びます。 
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\}\ さらに高度な演奏にチャレンジずる(パフォーマンス） 

3 . ©( EDIT ) を巧します。 

パフォーマンス編集項目 IJ ストのトップ画面が表示されまず。 

ゾーン1〜4のオンオフと鍵域の設定状態 



4. 音色と同様の操作で、画面のリストから編集したい項目を選び、設定値を切0替えます。 

• 編集内容の詳細は\ 67ページ「パフォーマンスの編集内容」をご参照ください。 

5- 編集が終わったら、© ( EDIT ) を巧します。 

編集項目 IJ スト画面を抜けまず。 

反 ©( WRITE ) を巧して、編集したパフォーマンスをユーザーパフォーマンスとして保存してください。 

• 保をの方まは\ユーザー音色の保を （1] ページ）と同様でず。 

■ユーザーパフォーマンスのデータをタト部機器に保存するには 

• メモ IJ ーカード （77 ページ） 

• パソコン （82 ぺージ） 

L パフオーマンスを〇¥び出す 


7- ©( PERFORM ) を巧します。 

ボタンが点なして\パフ ォーマンスモー ドになりまず。 

2 . アルペジオと同様の操作で (37 ページ)、呼び出したいパフォーマンスのバンクと番号を選びます。 

選んだパフォーマンスの登録内容が呼び出されまず。 

• 呼び出される内容は\次の「パフォーマンスの編集内容」と同じでず。 

• パフォーマンスを呼び出したときに\シーケンサーやアルペジオなど一部の機能の設定を呼び化さないようにずることがで 
きまず(パフォーマンスフィルター機能)。® (MENU) を}甲して下記の画面を表示させ\のを使って " PrfrmFilter > Ent " 力、 
らグループの中に入って\設定を行ってください。 

PERFORM 11 H ：：! ■■- ：：! 

=ii= Hi-tnii- i I h：：!- 


パフオーマンスフィルターの設定項目リスト 


I 表示 

内容 

設定節囲 I 

PrTrmFilter >Ent 

パフォーマンスフィルター （Performance Filter ) 


Step Seq 

ステップシーケンサ ー (Step Sequencer )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項 
目リスト （67 ぺージ）のシーケンサーパラメーター （Sequencers Parameter ) グループのうち、 
ステップシーケンサー関係の項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 

Arpeggio 

アルペジオ ( Arpeggio )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項目リスト （67 ぺ一 
ジ）のシーケンサーパラメーター (Sequencers Parameter ) グループのうち、アルペジオ機能関 
係の項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 

Phrase 

フレーズ （ Phrase )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項目リスト （67 ぺージ）の 
シーケンサーパラメーター （Sequencers Parameter ) グループのうち、フレーズシーケンサー 
関係の項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 

Tempo 

テンポ ( Tempo )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項目リスト （67 ぺージ）の 
シーケンサーパラメーター （Sequencers Parameter ) グループのうち" Tempo " の設定内容を 
呼び出さなくなる。 

Off , On 

Sys Rev 

システムリバーブ (System Reverb )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項目リス 
卜 （67 ぺージ）のエフェクトパラメーター (Effect Parameter ) グループのうち、リバーブ関係の 
項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 
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1 表示 

内容 

設定範囲 1 

Sys Cho 

システムコーラス （ System 〔 horns )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項目リス 
卜 （67 ぺージ）のエフェクトパラメーター (Effect Parameter ) ブループのうち、コーラス関係の 
項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 

Master EQ 

マスターイコライザー (Master EQ )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項目リス 
卜 （67 ぺージ）のエフェクトパラメーター （Effect Parameter ) ブループのうち、マスターイコラ 
イザー関係の項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 

Looper 

サンプルルーパー ( Looper )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの編集項目リスト （67 
ぺージ）のシーケンサーパラメーター （Sequencers Parameter ) ブループのうち、サンプルルー 
ノ t 一関係の項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 

Multifunc Key 

マルチファンクシヨンキ ー( Multi-function Key )。 この設定をオンにずると、パフォーマンスの 
編集項目リスト （67 ぺージ）のマルチファンクシヨンキーパラメーター （ Multi-function Key 
Parameter ) ブループの項目内容を呼び出さなくなる。 

Off , On 


ーマンスの編集内容 


編集項目リスト 


表示 

内容 

設定節囲 

Zone Pa ram >Ent 

ゾーンパラメーター (Zone Parameter )。 ゾーン 1 〜 4 の、ゾーンごとの編集項目ブルース 

• ©(PART —、 +) を巧して、編集したいゾーンを選んでください。 

• 65ぺージ r パフォーマンスを登録ずる」の手順2の後に、© (EDIT) をしばらく巧したままに 
ずると、ショートカットでこのブループの中に入ることができまず。 


Zone 

ゾーンのオンオフ (Zone Enable )。 ゾーン全体のオンとオフを切り替える。ミキサー機能 （72 
ぺージ）のパートオンオフ （Part Enable ) とは別のもの。 

Off , On 

Tone 

音色 ( Tone )。 各ゾーンの音色を選ぶ。ミキサー機能のパート I ン (72 ぺージ）と同じ。 

• この項目選が中には、 I ンモードと同様の操作で音色を選ぶことができる。 

• クイック!ンモードでも設定可能 （15 ぺージ)。 

• ゾーン2〜4は、選べる音色のカテゴリーに制約がある （15 ページ)。 

• DSP 付き音色は、音色名の隣に" DSP " と表示しまず G 4 ぺージ)。 

ゾーン1 : 

Solo Synth POOO - 
PCM Drum U 309 
ゾーン 2 〜 4: 

PCM Tone P 100- 
PCM Drum U 309 

KeyRangeLow 

キーレンジ □-(Key Ranae Low )。 各ゾーンの鍵域の最低鍵盤。;欠のキーレンジハイとあわ 
せて、各ゾーンの鍵域を設定ずる。 

たとえば、ゾーン1と2を rF 3( □—)〜 C 7( ハイ）」、ゾーン3と4をに2(□—)〜 E 3( ハイ）」に設 
定ずれば、下図のようにち側の鍵盤をゾーン1と2の音色、左側の鍵盤をゾーン3と4の音色で 
弾くことができる。 

ゾーン3 ゾーン] 

ゾーン4 ゾーン2 

1< - 1 -- 1 - 



_| 


1. 

.1 


I 


F 


II 

|_ 


I n I 

C 2 E 3 F 3 C 7 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 


KeyRangeHi 

キーレンジハイ (Key Ranae High )。 各ゾーンの鍵域の最高鍵盤。上記のキーレンジ□-とあ 
わせて、ゾーンごとの鍵域を設定ずる。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

C - - G が 

Volume 

音量 ( Volume ) 。ミキサー機能のパートボリューム （72 ページ）と同じ。 

0-127 

Pan 

パンニンブ ( Panning )。 音の左ち定位の調藍ミキサー機能のパートパン （72 ぺージ）と同じ。 

-64-0-+63 

Oct.Shift 

オクターブシフト （ Oc ね ve Shift )。 音の高さをオクターブ単位で切り替える。 

2- 0 -+2 

Transpose 

トランスポーズ ( Transpose )。 音の高さを半音単位で切り替える。ミキサー機能のパートコー 
スチューン （72 ページ） と同じ。 

-12-0-+12 

Fine Tune 

ファインチューン （Fine Tune )。 ミキサー機能のパートファインチューン （72 ぺージ）と同じ。 

—99 - 0 - +99 

BendRngDwn 

ベンドレンジダウン （Bend Range Down )。 ベンダーの下方向のピッチ変化量。 

〇〜 24 

BendRngUp 

ベンドレンジアップ (Bend Range Up )。 ベンダーの上方向のピッチ変化量。 

〇〜 24 

Rev Send 

リノブセンド （Reverb Send ) 。ミキサー磯能のリノブセンド （72 ぺージ）と同じ。 

0-127 

Cho Send 

コーラスセンドに horns Send )。 ミキサー機能のコーラスセンド （72 ぺージ）と同じ。 

0-127 

DSP Line 

DSP ライン （DSP Line )。 ミキサー機能のパート DSP ライン （72 ぺージ）と同じ。 

Off , On 
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表示 

内容 

設定節囲 

Knob ] Enaoie 

ノスのオンオフ （ Knob 1 Enable )。®( K 1) の操作が各ゾーンにち効か無効力、。 

Off , On 

Knob 2 Enable 

ノブ2のオンオフ （ Knob 2 Enable )。 ®( K 2) の操作が各ゾーンにち効か無効力、。 

Off , On 

KnobBEnable 

ノブ3のオンオフ （ Knob 3 Enable )。 ®( K 3) の操作が各ゾーンにち効か無効力、。 

Off , On 

Knob 4 Enable 

ノブ4のオンオフ （ Knob 4 Enable )。 ®( K 4) の操作が各ゾーンにち効か無効力、。 

Off , On 

Bend Enable 

ベンダーのオンオフ （Bender Enable )。 ⑩ （ BENDER ) の操作が各ゾーンにち効か無効力、。 

Off , On 

Wheel Enable 

モジユレーションホールのオンオフ （Wheel Enable )。 ⑩ （ MODULATION ) の操作が各 
ゾーンにち効か無効力、。 

Off , On 

Pedal Enable 

ペダルのオンオフ （Pedal Enable )。 ©( SUSTAIN/ASSIGNABLE JACK ) に接続したぺダ 

J レの操作が各ゾーンにち効か無効か。 

Off , On 

Arp Enable 

アルペジオのオンオフ （Arpeggio Enable )。 アルペジオ機能 G 7 ぺージ)が各ゾーンにち効か 
無効か。 

Off , On 

Phrase Enable 

フレーズのオンオフ (Phrase Enable )。 フレーズシーケンサ ー(41 ぺージ）が各ゾーンにち効 
か無効か。 

Off , On 

Controller >Ent 

コント□—ラーパラメーターに ontroller Parameter )。 コント□—ラー類の編集項目ブルー 
プ。 


K 1 

ノブターゲット UKnobTarg ^ t 1) D ®( K 1) で操作ずるパラメーターを選ぶ。たとえばこの設 
定をに C 67: Soft 」 にずると、 を （ K 1) でペダルのソフト効果をかけることができるようにな 
る。 

CC 00 - CC 97 : M I DI のコント□-ルチェンジの 

NRPN , RPN : MIDI の NRPN と RPN パラメーター※]の 

Ch Pressure : MIDI のチヤンネルプレッシヤー※] 

Arpeggio : プリセットアルペジオのタイプ選す尺 G 7 ぺージ） 

Tempo : テンポ設定 (42 ページ） 

EQ Low Gain - EQ High Gain : Master EQ >Low Gain - High GainG 6 ぺージ） 

X ] 各値の内容は、 MIDK ンプリメンテーション （ h け p :// casiojp / suppo け/ emi /) や、 

MIDI 関係の資料でご確認ください。 

义2 これらを選んだ後は、さらに® ( ENTER ) を巧して、じ(下項目を調整してください。 

MSB : NRPN では "63 H " 、 RPN では "65 H " (設定範囲 000-127) 

LSB : NRPN では "62 H " 、 RPN では "64 H " (設定範囲000 -127) 

Send Da ね： MSB と LSB のどちらの Value をノブで操作ずるか感定範囲 MSB , LSB ) 

左記参照 

K 2- K 4 

ノブターゲット2 (Knob Taraet 2) 〜ノブターゲット 4 (Knob Taraet 4)。 

ノブターゲット]と同様に、® ( K 2 〜 K 4) それぞれで操作ずるパラメーターを選ぶ。 

K 1 と同じ 

Pedal 

ペダル ( Pedal )。 ©( SUSTAIN/ASSIGNABLE JACK ) に接続したペダルの機能を選ぶ。 

ホールド （ Hold ) :音を持続させる。サステイン効果とも呼ぶ。 

ソフト ( Soft ) :音量を若干ルさくずる。 

ソステヌート （ Sostenut ) : 

鍵盤を巧しているときにペダルを踏むと、その鍵盤の音だけにホールドと同じ効果がかかる。 
ステップシーケンサー再生•停止 (SSEQ P / S ): 

ステップシーケンサーのシーケンスの再生と停止を交互に行う。 

フレーズシーケンサー再生•停止 （Phrase P / S ) : 

フレーズシーケンサーのフレーズの再生と停止を交互に行ラ。 

フレーズ録音 （Phrase REC ) :フレーズシーケンサーでの® ( REC ) と同じ機能。 

サンプルルーパー再生/停止 (Lper P / S ) サンプルルーパーのサンプルの再生と停止を交互に行 
う。 

サンプルルーノ t - 録音 (Lper Rec ) :サンプルルーノ t - での® ( REC ) と同じ機能。 

左記参照 

Touch 

タッチ ( Touch ) 。鍵盤を弾いたときの、タッチ感度を切り替える。 

オフ （ Off ) :タッチにかかわらず常に一定の音量で鳴る。 

ノーマル （ Normal ) 

ライト ( Light ) :軽く弾いても大きな音量を出しやずい。 

左記参照 

TchOffVel 

タッチオフべ□シティー (Touch Off Velocity )。 上記タッチカーブの設定値がオフのときの 
音量を設定ずる。 

0-127 

Sequencers >Ent 

シーケンサーパラメータ ー (^Sequencers Parameter )。 ステップシーケンサー（46ぺージ）、 

フレーズシーケンサー(4]ぺージ)、アルペジオ機能 G 7 ぺージ）の編集項目グルース 


Tempo 

テンポ ( Tempo )。 フレーズやステップシーケンサーの再生速度を調整ずる。® ( TEMPO ) で 
も変更できる。 

30-255 

Step SEQ 

Number 

ステップシーケンサー番号 （Step Sequencer Number ) 。ステップシーケンサーのシーケン 
スを選ぶ (48 ページ)。 

PresetOO - User 99 

Solo ] Ch 

ステップシーケンサーソ □ トラックパート (Step Sequencer Solo Track Part )。 

ステップシーケンサーのソ□トラック]を、パート14からパート](ゾーンノ-卜1 ) に変更巧 
能(引ページ)。 

1,14 


68 



































Change 


ステップシーケンサー切り替わりタイミンブ (Step Sequencer Change Timing )。 

ステップシーケンサーでパターンを変更したときの切り替わりタイミングを選ぶ（引ぺージ)。 


設定節囲 


Wait , Real , Beat 


Key Shift 


ステップシーケンサー キー シフト (Step Sequencer Key Shift ) 。ステップシーケンサーの 
キーシフト機能のオンオフを切り替える （48 ぺージ)。 


Off , On 


Pattern 


ステップシーケンサーパターンナンパ '— (Step SEQ Pattern Number ) 。ステップシーケン 
サーのパターン (46 ぺージ）を選ぶ。 


1 -8 


Arp On/Off 


アルペジオ機能のオンオフ （Arpeagio ON / OFF )。 オフにずると、アルペジオ機能が使えなく 
なる。 


Off , On 


Arp Type 


アルペジオタイプ (Arpeggio Type )。 アルペジオのタイプを選ぶ G 7 ぺージ)。 


PresetOO - User99 


ArpKeyRaLo 


アルペジオキーレンジ □-(Arpeggio Key Range Low )。 アルペジオ機能が有効な鍵域の最 
低鍵盤。;欠のアルペジオキーレンづハイとあわせて、アルペジオ機能の有効鍵域を設定ずる。 


C -- G 9 




ArpKeyRgHi 


アルペジオキーレンジハイ （Arpeggio Key Ranae Hiah )。 アルペジオ機能が有効な鍵域の最 
高鍵盤。上記のアルペジオキーレンジ□-とあわせて、アルペジオ機能の有効鍵域を設定ずる。 


C -- G 9: 




Arp Hold 


アルペジオホールド (Arpeagio Hold )。 アルペジオのホールド設定のオンオフを選ぶ G 7 
ページ）。 


Off , On 


Arp Synchro 


アルペジオシンク □(Arpeggio Synchro )。 アルペジオシンク□設定を切り替える G 7 ぺージ)。 


Off , On , S/S 


Key Play 


フ レーズキー プレイ (Phrase Key Play )。 フ レーズシー ケン サー のフ レーズキー プレイの 
オンオフ。 


Off , On 


Phrase 


フレーズ番号 （Phrase Number )。 フレーズシーケンサーのフレーズを選ぶ (4] ぺージ)。 


PresetOO - User99 


PhrKeyRgLo 


フ レーズキー レンジ □-(Phrase Key Ranae Low )。 フ レーズシー ケン サーのキー プレイ 
(42 ぺージ）がち効な鍵域の最低鍵盤。;欠のフ レー ズキーレンジハイとあわせて、キープレイの 
有効鍵域を設定ずる。 


C -- G 9 




PhrKeyRaHi 


フレーズキー レンジハイ （Phrase Key Ranae Hiah )。 フレーズシー ケン サーのキープレイ 
(42 ページ）がち効な鍵域の最高鍵盤。上記の フレーズ キーレンジ□一とあわせて、キープ レイ 
のち効鍵域を設定ずる。 


C - - G み 




Looper Number 


ルーパー番号 （Looper Number )。 サンプルルーパーのサンプル番号を還ぶ (59 ぺージ)。 


U: 〇〜 U:9 


マルチファンクションキ ー( Multi-function Key )。 C 5 〜 C 7 の各鍵盤廣大巧鍵）に異なる機 
能を割り当てる。 


MItfunc Kev >Ent 


MM 


C5 


C7 


Enable 


マルチフアンクシヨンキー機能の On / Off 。 


Off , On 


KeyRangeLow 


マルチファンクシヨンキー機能のキーレンジ □ — ( Multi-function Key Range Low )。 
マルチファンクシヨンキー機能が有効となる鍵域の最低鍵盤を設定ずる。 

• 鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 


C 5 〜 C 7 


鍵盤に割り当てる機能を選が (Kev Se け ing )。 機能を割り当てる鍵盤を指定ずる方法は、直接 
その鍵盤を巧ずか、あるいは® ( Pa け一、+) で指定ずる。 


Kev Setting >Ent 


鍵盤 

I . 


機能名 

丄 


O r：!：i 


：■： : . 

: j ：： =■ミ：: 

■ ■! I ! 

。 P hi ミ : 1 

::: := ミ : NlT 

pill 
::: =：； 

1- 1 ： .... 

.： 

j ；.. j 

ミミ"■ミミミ 
：.： ：.：.： 


T 

機能の パラメーター 


マルチフ アンクシヨンキー機能が未設定。 

• 未設定でも 、 "MItfunc Key > Enable " が On の場合、鍵盤を巧しても音は鳴らない。 


Phrase 1 


再生パートを指定してフレーズを再生ずる （ Phrase ) cC 5- B 6 の範囲の鍵盤に設定可能。 
Phrase ] が設定されている場合、 B 5 の鍵盤で Phrase ] Stop (Phrase ] の停止)を操作でき 
る。再生パートは Parts または Parti を選択。再生中は、に D 表示の Pa け15の一番上にある目盛 
りが点な。再生時のキーシフトの値も設定可能。 

•⑩ （ MIXER ) を巧ずと、再生ノ卜のミキサー設定画面に入ることができまず。 

•再生パートのミキサー設定は、パフォーマンスとして保をされまず。 


Play Part : 1、5 
Phrase : 
P :0-0〜 P :9-9、 
U :0-0 〜 U :9-9 
Key Shift : 
-127-000- 
+ 127 
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さらに直居 




表示 

内容 

設定節囲 

Phrase 2 

再生パートを指定してフレーズを再生ずる （ Phrase ) cC 6- B もの範囲の鍵盤に設定可能。 

Phrase 2が設定されている場合、 B 6 の鍵盤で Phrase 2 Stop (Phrase 2の停止)を操作でき 
る。再生パートは Part 6 または Parti を選が。再生中は、に D 表示の Pa け16の一番上にある目盛 
りが点な。再生時のキーシフトの値も設定可能。 

•⑩ （ MIXER ) を巧ずと、再生ノ卜のミキサー設定画面に入ることができまず。 

• 再生ノてートのミキサー設定は、パフォーマンスとして保をされまず。 

• Play Part : 1、6 

• Phrase : 

P :0-0 〜 P :9-9、 
U :0-0 〜 U :9-9 

• Key Shift : 
-127-000- 
+ 127 

Tempo 

テンポを変更ずる ( Tempo ) 〇 TAP の場合、 TAP ボタンと同様の動作を行う。 TAP じ(外の場合、 

ち記の設定に応じてテンポが変更される。 

TAP 、 +、 一、 

30-255 

Tone 

卜ーンに設定された鍵盤を巧ずと、指定した Zone の音色を Tone の内容にしたがって変更ず 
る ( Tone )。 

• Zone : ]、2、3、4 

• Tone :+、一、 
あるいは "Zone 

Pa ram > Tone " 

で選が可能な番号 

Step Seq 

ステップシーケンサ ー （Step Sequencer )。 再生ずるシーケンス番号を切り替える。 

+、 一 、 

P :0-0〜 P :9-9、 

U :0-0〜 U :9-9 

Chain 

チェーン番号を切り替えて、チェーンを On にずるに hain )。 

+、 一 、 

U :0-0〜 U :9-9 

DSP 

DSP を切り替える （ DSP ) oOff では、〕ーラス/ DSP 還が G 6 ぺージ)が〕ーラスになる。ただ 
し、ソ□シンセサイザー音色が選がされているときは切り替えできない。 

Off \ +\ — 、 ton 、 

P :0-0〜 P :9-9、 

U :0-0〜 U :9-9 

DSP Line 

指定したパートの DSP Line Select の On / Off を交互に切り替える。 

01 〜 16 

Note 

指定したパート番号 ( Part )、 鍵盤 （ Key )、 およびべ□シティー ( Velocity ) の内容にしたがって 
ノートを発生させる （ Note )。 

• ち記 " Key " の設定のとき、鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

• Part : 01 〜 16 

• Key : C - 〜 G 9 X 

• Velocity : 

KeyOn 、 

001〜 127 

Ctrl Chng 

指定したパート番号 ( Part )、 コント □ —ル番号に ontrol )、 わよびバリュー ( Value ) の内容に 
したがってコント□—ルチてンジを発生に ontrol Chanae)o 

Value が KeyOn の場合は鍵盤を巧したときのべ□シティの数値で発生ずるが、鍵盤を離して 
も000の数値を発生しない。 

• Part : 01 〜 16 

• Control : 

000- 119 

• Value : KeyOn 、 
000〜 127 

Prog Chng 

指定したパート番号 ( Part )、 バンク MSB(Bank MSB )、 およびバリュ ー( Value ) の内容にした 
がってプ□ブラムチてンジを発生 （Program Change with Bank MSB )。 

• Part : 01 〜 16 

• Bank MSB : 

000〜 127 

• Value : 

000〜 127 

Ch Press 

指定したパート番号 ( Part )、 およびバリュ ー( Value ) の内容にしたがってチャンネル•プレッ 
シャーを発生に hannel Pressure )。 チャンネルアフタータッチ。鍵盤を離ずと000の数値を 
発生ずる。 

• Part : 01 〜 16 

• Value : KeyOn 、 
001〜 127 

Pitch Bend 

指定したパート番号 ( Part )、 およびバリュー ( Value ) の内容にしたがってピッチベンダーを発 
生 (Pitch Bender )。 鍵盤を離ずと000の数値を発生ずる。 

• Part : 01 〜 16 

• Value : KeyOn 、 
—256 〜〇00〜 
255 

Poly Press 

指定したパート番号 ( Part )、 鍵盤 （ Key )、 およびバリュ ー( Value ) の内容にしたがってポリ 
フォニック•キー•プレッシャーを発生 （ Polyphon に Key Pressure )。 鍵盤を離ずと000の数 

• ち記 " Key " の設定のとき、鍵盤で設定値を入力ずることができまず。 

• Part : 01 〜 16 

• Key : C - 〜 G 9 X 

• Vafue : KeyOn 、 
001〜 127 

Effect >Ent 

エフェクトパラメーター (Effect Parameter )。 エフェクト G 4 ぺージ）の設定項目グルース 
ヴ) レープ内の項目は、巧ぺージ「エフェクト設定項目リスト」をご参照ください。 


MIDI>Ent 

MIDI パラメーター (MIDI Parameter )。 MIDI 関係 （74 ぺージ）の設定項目グルー ス③ 

(PART -、 +) を巧して、編集したいパートを本機の音源16パートから還んでください。 


Ext Out Ch 

外部送信チャンネル (External Out Channel )。 各パートの情報を外部へ MO 送信ずるとき 
の MIDI チヤンネル （73 ページ)。 

1-16 

Ext In Ch 

外部受信チャンネル （External In 〔 hannel )。 各パートで受信ずる MIDI メッセージのチャン 
ネル。 

Off ,1-16 

Gen Out 

内部送信オンオフに en Out )。 各パートの情報を本機内部の音源に対して送る力、否か。 

Off , On 

MIDI Out 

MIDI 出カオンオフ （MIDI Out )。 各パートの情報を ⑩ （MIDI OUT / THRU ) から外部へ MIDI 
送信ずるか否か。 

Off , On 

USB Out 

USB 出カオンオフ （USB Out )。 各パートの情報を ⑩ （ USB ) から外部へ MID 陵信ずるか否 
か。 

Off , On 


X 画面表示の" C -" は\ C - UCO の]オクターブ下）を表しまず。 
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0SC BLOCK ON/^OFF WAVE PITCH DETUNE T°M? DEPT>I CUTOFF d¥pTH VOLUME 

ENVCENERMOR ぶぶ L | がぶ | L 施 | T 端 | ぷ L | T 照， LE 風， | Tl 席 S ぶ! t. 

TOTAL FILTER LFO 

TOTALFILTER/LFO_| TYPE CUTOFF RESONANCE ENVDEPTH WAVE_RATE DEPTH DELAY mSE_ 

STEPSEaUENCER 

1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 

9 10 11 12 13 14 15 U 1 



巧 巧 


PERFORM TONE STEPSEQ 


EDIT_SETTING — WRITE 


DEMO/PLAYER 




ARPEGGIO HOLD 

◎ ◎ 


—- KEYPLAY PLAY/STOP 

端' ◎ ◎ ◎ 



3-® 


か□□日 

KEY SLIDER 14/ 


立 

且 

立 

立 

立 

立 

JL 

立 

立 

で 

了 

で 

了 

で 

で 

了 

で 

で 


令 


口 PART 

STEP START/ 

日日 

- + STOP _ CHAIN 

日□日日 
DELETE INSERT Aseleci 




幽 


ミキサー機能を使う 


本機の音源パート（パート01〜16、外部入カノ \°ート ）（1 8ペー 
ジ）の\音色や音量などさまざまな設定項目^を\パート間のバ 
ランスを見ながら調節ずることができまず。 

※パートごとの設定項目を「パート設定項目」\全パートに 
巧通の設定項目を r 全体設定項目」と呼びまず。 

7-⑩ （ MIXER ) 対甲します。 

ミキサー画面になりまず。 



設定項目リスト 設定対象パートマーク 


2 . ©(PART -、+)で、設定巧象パートを選びます。 


この調整をするには … 

この設定巧象パートを選びます 

パート01〜16の 
パート設定項目 
(72 ぺージ） 

All , 01〜16 

• " All " を選ぶと、パート01〜16を全部 
まとめて調整ずることができる。 

" Air を選ぶには、 "01" から® 

(PART 一） を]回巧ず。 

全体設定項目 
(72 ぺージ） 

Master 

• "or から③ （PART —) を2回巧ず 

外部入カパートの 
パート設定項目 
(72 ぺージ） 

Ext 

• "or から③ （PART —) を3回巧ず 


3 . の（<、へ、\/、>)を使って設定項目を選び、® 
(ダイおル)または®(—、 +) で設定値を変更しま 
す。 

• 設定項目の詳細味72ぺージ r ミキサーの設定内容」を 
ご参照ください。 

4- 設定が終わったら、⑩ （ MIXER ) を巧して、ミキ 
サー画面を終了します。 


I スライダーやステツプボタンで、設定をすばやく 
[ JI 9 璧する 

@(1/9 〜 MASTER) や\ ©(1 〜 16) を使えば\さらにずばや 
くミキサーの設定を調整ずることができまず。 

7-⑩ （ MIXER ) を巧します。 

ミキサー画面になりまず。 

2 . @(KEY SHIFT、SLIDER A / B 、1-8/9-16) を 
使って、スライダ ー(@(1/9 〜 MASTER )) に割 
0当てる設定巧象パートを変更します。 

• ボタンを}甲ずごとに\ボタンの点灯と消灯が交旦に切 
り替わりまず。 


消な- -► Master 

点灯-- -► Ext 




消灯-パ-卜 0] 〜08 

点な-パ-卜09〜16 


四 m 


四而 


In 


四而 


左 T 削 ER 1-8 / I 1 /9 2/10 3/ 11 4 /口 5/13 bl 化 7/15 8/16 | 卜 

I 

消灯-■►パート01〜08(または09〜化） 

点な- ■►All (左端のスライダーのみ） 


3. スライダーを動かして、そのスライダーに割り当て 
た設定巧象パートの設定を調整します。 

• 設定項目は® (< 、へ、\/、>)を使って選んでくださ 
い。 
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\}\ 本機をさらに使いこなずには 


4- パート01〜16の各パートのオンオフは、© (1 〜 16) で切り曾えることができます。 

• ボタンを}甲ずごとに\ボタンの点な(オン）と消な(オフ）が交旦に切り替わりまず。 

• ボタンをしばらく}甲したままにずると\そのパートのみをオン（ソ□状獻にずることができまず。同じボタンをもう一度}甲 
ずと\ソ□状態を解除しまず。 

例：パート08をソ□状態にずる場合 


点な 



I ミキサーの設定内容 

■パート01〜16のパート設定項目 


表示 

内容 

設定範囲 

Part 

パートオンオフ （Part Off / On )。 各パートのオフとオンを切り替える。© (1 〜 16) で切り替える 
パートのオンオフ （72 ページ）と同じパラメーター。 

Off , On 

Tone 

パートトーン （Part Tone )。 各パートの音色。 

この項目の選が中には、 I ンモードと同様の操作で音色を選ぶことができる。 

• DSP 付き音色は、音色名の隣に" DSP " と表示しまず G 5 ぺージ)。 

パート〇 1: 

Solo Synth POOO - 
PCM Drum U 309 
パート 02-16: 

PCM Tone P 100- 
PCM Drum U 309 

Volume 

パートの音量 （Part Volume )。 各パートの音量。 

0-127 

Pan 

パートパンニンブ ( Panning )。 音の左ち定位の調藍 

-64-0-+63 

CoarseTune 

パートコースチユーン （Part Coarse Tune )。 音の高さを半音単位で切り替える。 

-12-0-+12 

FineTune 

パートファインチユーン tine Tune )。 音の高さをセント単位で切り替える。 

-99-0-+99 

BendRange 

パートベンドレンジ （Part Bend Range )。 ⑩ （ BENDER ) を回し切ったときの、ピッチ変化幅(半 
音単位)。 

-24-0-+24 

DSP Line 

パート DSP ライン （Part DSP Line )。 各パートの音に DSP (34 ぺージ）をかけるかどうかを選ぶ。 

Off , On 

Rev Send 

パートリノブセンド (Part Reverb Send ) 。各パートのリノ V - ブ効果 G 4 ぺージ）のかかり具合。 

0-127 

Cho Send 

パートコーラスセンド （Part Chorus Send )。 各パートの〕ーラス効果 G 4 ぺージ）のかかり具合。 

0-127 


■タト部入カパートのパート設定項目 


表示 

内容 

設定範囲 

Part 

「パート 01 〜 16 のパート設定項目」 （72 ページ）と同じ 

Volume 

Pan 

DSP Line 

Rev Send 

Cho Send 

N.Thresh 

ノイズゲートのしきい値 (Noise Gate Threshold ) 。ノイズ軽減のため、この設定値より小さい音量 
の入力音はカツトずる。 

0-127 

N.Release 

ノイズゲートリリ ー ス (Noise Gate Release ) 。入力音の音量がノイブゲートのしきい値を下回つ 
た時点から、入力音をカツトずるまでの時間。 

0-127 

Auto Level 

自動レベル調整 (Auto Level Control )。 入力音のレベルを自動的に整える効果。大きい設定値ほど 
効果が大きくなる。 

Off ,1 - 3 


■全体設定項 S 


表示 

内容 

設定節囲 

Volume 

全体の音量 （Master Volume )。 全パートまとめての音量設定。 

0-127 

Pan 

全体のパンニンブ (Master Panning ) 。全パートまとめての、音の左ち定位調整。 

-64-0- +63 
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2 . ©( ENTER ) を巧します。 


3 . の(<、へ、 N /、>) を使って設定項目を選び、® 
(ダイおル) または® (-、+) で設定値を変更しま 
す。 


本機全体にかかわる下の設定を変更しまず。 

• チューニング借の高さを微調整ずる） 

• □一カルコント□ール 

• マスターコースチューン(音の高さを半音単位で変える) 
• 電源を入れた直後のモード 
• ミイタ晶画面のコントフスト 
• オートパワーオフ機能 (9 ページ）のオンオフ 

ブ- ©( SETTING ) を巧します。 

設定画面になり\ " General 〉 Ent " が選ばれていまず。 


本機全体にかかわる設定 


1.1 !：： 1" 

|：：| 

i:iii ■■ミミ 

を " [Ui 

ril 

n：：i 


設定項目 


表示 

内容 

設定範囲 

Tunina 

チューニング ( Tuning )。 本機全体の 
音の高さを、 0. 1ヘルツ単位で微調整 
ずる。 

415.5- 
465.9 Hz 

M.Coarse 

マスターコースチユーン （Master 
Coarse Tune )。 本機全体の音の高 
さを、半音単位で調整ずる。 

—24 - 0 - 
+24 

Local Ctrl 

□-カルコント□-ル （Local 
〔 ontrol )。 オフにずると鍵盤を弾い 
ても本機の音源が鳴らなくなる。鍵 
盤やペダルで外部音源のみを鳴らし 
たいときにオフにずる。 

Off , On 

Start Up 

起動モード (Start Up Item )。 本機 
の電源を入れた直後のモードを下記 
の3種類から選ぶ。 

Perfm : パフォーマンスモード 

Tone : トーンモード 

S . Seq : ステップシーケンサーモード 

左記参照 

Contrast 

ミイタ晶画面のコントフスト （LCD 
Contrast )。 液晶画面のコントラス 
卜を調整ずる。 

1 -17 

Auto Power 

オートパワーオフ機能のオンオフ 
(Auto Power Off )。 オフにずると、 
才ートパワーオフ機能 (9 ページ）を 
解除ずる。 

Off , On 


4- 設定が終わったら、 ©( SETTING ) を巧して、設定 
画面を終了します。 


MIDI 機能を使ってみる 


IMIDI について 

電子楽器同±\あるいは電子楽器とコンピューター機器との 
間で情報をやり取りできるよラに\デジタル信号の仕様や端 
テの形状について定めた統一規格のことでず。 

本機の MIDI 仕様について\詳しくはじ(下のホームページに公 
開している 「 MIDI インプ IJ メンテーシヨン」をご覧くださし、。 
http://casio.ip/support/emi/ 



• 本機と他の電子楽器とを接続して M I D I 演奏を巧ラ場合は\ 
お旦いの midi 端テ同±を\別売または市販の MIDI ケーブ 
ルで接続してください （7 ページ)。 

•パソコンとの接続は\ 82ぺージをご参照ください。 

• 本機の各パート （7] ぺージ）と 、 MIDI IN、MIDI OUT チャン 
ネルの対応については \ 70 ぺージ r パフォーマンスの編集 
内容」をご参照ください。 

• 本機は GM(General MIDI Level 1) に準拠していまず。 
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\}\ 本機をさらに使いこなずには 


yyiiDi 関係の設定 

ブ- ©( SETTING) 対甲します。 

2 . の（\/)を巧して" MIDI >Ent" を選び、の 
(ENTER) を巧します。 

3 . の(<、へ、\/、>)を使って設定頃目を選び、® 
(ダイおル)または®(—、 +) で設定値を変更しま 
す。 


設定項目 


1 表示 

内容 

設定範囲 1 

Dev に e ID 

デバイス ID(Device ID ) oMIDI のシ 
ステム•エクスクルーシブ•メッセー 
ジ送受信での、本機の ID 番号を選ぶ。 

• " Air を選ぶと、システム•エクスク 
ルーシブ•メッセージを ID 番号に 
係らず受信ずる。 

• ID 番号等の詳細は、 MIDI インプリ 

メンてーシヨン 

( http :// casio . ip / support / emi /) 

参照。 

1-16, 

ALL 

Basic Ch 

ベーシックチャンネル （ Bas に 
〔 hamel )。 後述の "Perform 

NRPN "、" S.Seq NRPN " などの MIDI 
メッセージを受信ずるチャンネルを 
還ぶ。 

1 -16 

MIDIOutSel 

MIDI アウト選が (MIDI Out 

Select )。 MIDI アウトとして何を出 
力ずるかを選ぶ 。X 

KEY ( Keyboard ) :鍵盤演奏などの本 
機の演奏や操作 

MIDKMIDI IN ): ⑩ （MIDI IN) に 
入力されたメッセージ （MIDI THRU ) 
USBCUSB IN ) :⑩ （ USB) に入力さ 
れたメッセージ 

左記参照 

USBOutSel 

USB アウト選が (USB Out Select ) 〇 
USB アウトとして何を出力ずるかを 
選ぶ 。X 

KEY ( Keyboard ) :鍵盤など本機の操 
作 

MIDKMIDI IN ):® (MIDI IN) に入 
力されたメッセージ 

左記参照 

MIDI In 

MIDI インオンオフ （MIDI IN 
Enable )。 この設定をオンにずると、 

⑩ （MIDI IN) に入力されたメッ 
セージを本機内部音源に反映ずる 。X 

Off , On 

USB In 

USB インオンオフ （USB IN 

Enable )。 この設定をオンにずると、 

⑩ （ USB) に入力されたメッセージ 
を本機内部音源に反映ずる 。X 

Off , On 

Sync Mode 

シンクモード （Svnc Mode ) oMIDI に 
よる本磯と外部機器との同期設定 。X 
Off :同期しない。 

Mast ( Master ) :本機から Clock 、 

Sta け / Stop (ステップシーケンサ ー） 
などを出力して、外部機器をコント 
□ ールずる。 

Slav ( Slave ) :外部機器からの Clock 、 
Sta け/ Stop などを受信して動作ずる。 

•〔 lock を受信しないと、ステップ 
シーケンサーやフレーブシーケン 
サーの再生ができない。また Start / 
Stop はステップシーケンサーのス 
タート/ストップとみなず。 

左記参照 


I 表示 

内容 

設定節囲 I 

Perform NRPN 

パフォーマンス NRPN 変更 
(Performance NRPN 〔 hange )。 こ 
の設定をオンにずると、外部器から 
の MIDI NRPN メッセージで本機の 
パフォーマンス （66 ぺージ）を選がで 
含る。 

Off , On 

S.Seq NRPN 

ステップシーケンサ ー NRPN 変更 
(Step Seq NRPN Chanae )。 この設 
定をオンにずると、外部機接からの 
MIDI NRPN メッセージで本機のシー 
ケ ンス （48 ぺ ージ） を選択できる。 

Off , On 

Phrase NRPN 

フレーズ NRPN 変更 （Phrase NRPN 
Chanae )。 この設定をオンにずる 
と、外部機器からの MIDI NRPN メッ 
セージで本機のフレーズ (41 ページ） 

を選ができる。 

Off , On 

Arp NRPN 

アルペジオ NRPN 変更 (Arpeggio 
NRPN Change )。 この設定をオンに 
ずると、外部操器からの MIDI NRPN 
メッセージで本機のアルペジオタイ 
プ G 7 ぺージ）を還ができる。 

Off , On 


※これらの設定変更を有効にずるには\本機の電源を入れ 
なおしてくださし^。設定画面を抜ける際に\そのことを告 
知ずるメッセージが画面に表示されまず。 


4- 設定が終わったら、© (SETTING) を巧して、設定 
画面を終了します。 



• M I D I データ送信のチヤンネル切り替えなど\パフオーマン 
ス編集で変更できる設定もありまず。70ぺージの 
"MIDI > Enf ブ>1レープをご参照ください。 
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保巧したデータを消まずる 


ご自分で保をしたユーザー音色やユーザーシーケンスなどの 
データを消去ずることができまず。 

7. 79ページ r 本機のデータをタイプ別にカードに保 
巧するには」の手順2の表組みを参照し、消去したい 
データの種類に応じた操作を巧います。 

2 . ® (へ、 v) を使って•を" Clear USER" に移動 
し、® (ENTER) 対甲します。 

•次のよラなメニュー画面が表示されまず(じ(下はステッ 
プシーケンサーモードから表示した場合の例でず)。 



• フレーズシーケンサーの 場合は\ フレーズのデータサ 
イズも表示しまず。 

3 . ® (ダイおル)または® (-、+)を使って、消去す 
る番号を選びます。 

ん ©(ENTER) を巧します。 

5 . "Sure?" という確認メ ッ セージが表示されるので、 
消去を実行する場合は® (YES) を、操作をキ中ン 
セルする場合は® (N0)を巧します。 


本機全体の設定内容やデータを初期 
化ずる(イニシャライズ） 


本機の設定内容やデータをまとめて初期化ずることができま 


ブ- ©( SETTING) を巧します。 

么 ©(ENTER) を巧します。 

3 . の （<、へ、\/、>)を使って"1〇け131と6イが，を選 
び、® (ENTER) 対甲します。 

イニシャライズ画面になりまず。 

■■■ ■ ■■■ ■■■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■■■ ■■■ ■■ 
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んを使って、初期化が象を選びます。 
初期化対象 


表示 

内容 

Parameter >Ent 

パラメーターの初期化 （ Parameter )。 LCD 〕 ン 
トラスト （73 ぺージルソ外の、本機の全設定内容 
を初期化ずる。 

AII>Ent 

ずべての初期化 ( All )。 本機のずべての設定内容 
と保をデータを初期化ずる。また、ユーザー 
ゥェーブを消去ずる。 


5 . ©(ENTER) を巧します。 

" Sure ?" と表示されまず。 


反の (YES) を巧します。 

" Complete !" が表示されたら\初期化完了でず。 

ス ©(SETTING) 対甲して、設定画面を終了します。 

• じ(下のホームぺージ 

( http :// casio . jp / support / enni /) から、工場出荷直後 
の本機の設定内容やデータをダウン□ー ドして\本機 
へ保をずることができまず。 

パソコンとの接続についての詳細は\ 82 ぺージ r パソ 
コンとの接続について」を参照してください。 
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デモなやカード上のファイルを巧生 
ずる 


デモンストレーション用の内蔵な（デモ巧）や\ メモ IJ - 力一 
ドに保存している楽なファイル ( SMF ) を再生して楽しむこと 
ができまず。 

ブ- ©( SETTING )( to ( WRITE ) を同時に巧します。 


2 . ©( へ 、\/) を使って、再生巧象を選びます。 
再生対象 


表示 

内容 

Demo >Ent 

デモ巧 （ Demo )。 本機の性能をデモンストレー 
シ ヨンずるための内蔵巧。 

Smf >Ent 

SMFffl(Standard MIDI File )。 本機に装着した 
メモリーカードに保をしている楽曲ファイル。 

• 再生可能な楽曲ファイルは、 SMF フォーマット 
0、1の MID ロァイル （ MID ) でず。 

• 再生ずるファイルは必ず、力ード内の 
" MUS に DAT " フォルダ (80 ぺージ）の中に保 
をしてください。 


3 . ©( ENTER ) 対甲します。 

再生画面になり\デモ巧は自動で再生スタートしまず。 

• ©(-.+) でファイルを選び\⑩ （START/STOP) を 

巧して再生をスタートさせてください。 

. 再生中には、⑩ ( ダイヤル）または® (-、+) で曲や 

つァイ J レを変更ずることができまず。 

また、⑩ (4 つのボタン）でなの早送りなどが可能でず 
(下記 r 操作ガイド」参照)。 


デモ巧の再生画面 


曲名 



操作ガイド 

◄◄焊戻し） ：⑩ （ STEP-) 
►►(早送り） ：⑩ (STEP+) 

■ ( 停止 ) : ® (START/STOP) 

■■(一時停止） ：® (CHAIN) 


4 . ⑩ （ START / STOP ) 対甲します。 

再生を停止しまず。 

• ©(SETTING、WRITE) の同時}甲し、あるいは® 
(EXIT)} 甲しでも\停止させることができまず。 
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SD メモ リーカー ドや SDHC メモ IJ - 力ード（じ(下 r 力ード」と 
表記）を使うと\本機のユーザーエ IJ アと力ードの間でデータ 
を転送(ユーザーエ リアから力 —ドへの保を\力ードからユー 
ザーエ IJ アへの読み込み）したり\力ード上の楽曲ファイル 
(M I D Iファイル）を本機で再生したりずることができまず。 

の重要 _ 

• UTF のカードをご使用ください。 

規格: SDHC メモリーカード、または 
SD メモ U —カード 
容量: 32GB 切下 

これ切外のカードはご使用になれませ 
Ay 。 

• SDHC □コ'は SD-3C, LLC の商標です。 

tflj 用可能なデータの種類と内容 


■カードへの保巧とカードからの読み込みが可能な 
データ 


データの 種類 

内容(拡張子） 

ユーザーパフォーマンス 

(65 ページ） 

本機で編集したパフォーマンスのデータ 
( ZPF ) 

ユーザー 

PCM メ □ディー音色 
(29 ぺージ） 

本機で編集したメ□ディー音色のデータ 
( ZTN ) 

ユーザーソ□シンセ 
サイザー音色 
(21 ぺージ） 

本機で編集したソ□シンセサイザー音色 
のデータ 

( ZSY ) 

_ 

PCM ドラム音色 
(29 ぺージ） 

本機で編集したドラム音色のデータ 
( ZDR ) 

ユーザーウェーブ音色 

GO ぺージ） 

本機で編集したユーザーウてーブ音色の 
データ 
口 WT ) 

ユーザー DSP 

G 6 ぺージ） 

本機で編集した DSP のデータ ( DS 7) 

ユーザーステップ 

シーケンス 

(57 ぺージ） 

本機で記録したステップシーケンスの 
データ 

( ZSS ) 

ステップシーケンス 

チェーン 

(58 ぺージ） 

本機で記録したシーケンスチてーンの 
データ 

( ZSC 、 MID 瓶をのみ)） 



データの 種類 

内容(拡張子） 

ユーザーフレーズ 
(45 ページ） 

本機で記録したフレーズのデータ 
( ZPH ) 

ユーザーアルペジオ 

G 8 ぺージ） 

本機で編集したアルペジオのデータ 
( ZAR ) 

全データ 

上記ずベてのデータ 
( ZAL ) 

設定データ 

本機で設定したデータ 
( ZST ) 


• 個別データの保を/読み込みについては\ 79ページ「本機 
のデータを力ードに保をずる」および80ぺージ「力ードか 
ら本機へデータを読み込む」をご参照ください。 

• 全データの保を/読み込みについては\ 80ページ「本機の 
全データを一括してカードに保をずるには」\および81 
ページ r カードから本機へ全データを一括して読み込むに 
は」をご参照ください。 

■カードから直接再生できるデータ 


データの 種類 

内容(拡張子） 

楽曲ファイル 
(81 ぺージ） 

SMF フォーマツト CU の MIDI ファイル 
( MID ) 



• 本機が対応していないメモ IJ - 力ードに格納された\利用 
可能データを本機で使用したい場合は\本機で利用可能な 
メモ IJ - 力ードにそのデータをコピーして本機に読み込む 


力\そのデータをパソコンからデータエディターを使って 
本機に転送ずる必要がありまず。詳しくは\ 82ぺージ r パソ 
コンとの接続について」をご参照ください。 
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\}\ メモリーカードを使用ずる 


L カードとカードス□ットの取扱い上のご注意 

の_*^_ 

• 力ー ドに付属している取巧説明書のを意事項をお守0 くだ 
さい。 

• カードには、書き込み禁止スイッチがあります。誤ってデー 
夕を消さないよラにしたいときに使用してくださし、。 

• 切下のよラな場所での保管や使用は避けてください。カー 
ド上のデータが壊れる場合があ0ます。 

-高温を湿、または腐食性のある場所 
-強い静電気や電気的ノイズの発生しやすい場所 

•カードを抜き差しするときに、カードの接細面に直接軸れ 
ないでくださし、。 

• データの保存処理中は、液晶画面に "Please Wait" と表示さ 
れますので、本機の操作を一切行わないでお待ちくださし、。 
この表示中に本機の電源が落ちたりカードが抜かれたりす 
ると、データが破損•消失したり、® (POWER) 対甲しても 
電源が入らなくなる恐れがあ0ます。万一本機の電源が入 
らなくなったときは、84ページ r 困ったときは」をご参照く 
ださい。 

• "No Card" の表示は、力ードス□ットに力ードが挿入され 
ていないときに現れます。カードが挿入されているときの 
表示については、81ページ r カード上のファイルを再生す 
る」をご参照ください。 

• カードス□ットには、指定のカードじ[外は決して入れない 
でください。故障の原因とな0ます。 

• 手の指やカードから静電気がカードス□ット部に伝わる 
と、本磯が誤作動する場合があ0ます。このような場合は一 
度本機の電源を切ってから、電源を入れ直してくださし、。 

• 長時間使用すると取り出したカードが温かくなっている場 
合があ0ますが、故障ではあ0ません。 


ーマツトずる 


の_ 

• 最初に、必ず本機でカードをフォーマットしてくださし、。 

• フォーマットする前に、カードに大切なデータが保存され 
ていないことをご確認くださし、。 

• 本機でのフォーマットは、クイックフォーマットを実行し 
ます。データを完全に消去するにはパソコンなどで通常の 
フォーマットを行ってくださし、。 

7. フォーマットするカードを、本機のカードス□ット 
に装着します。 

• 力ードの書き込み禁止スイッチを解除して\書き込み 
ができるようにしておいてください。 

么 ©( SETTING ) を巧します。 

3. の（へ、\/)を使って•を" CardUtility " に移動 
し、® ( ENTER ) を巧します。 

• "CARD UTIL " 画面が表示されまず。 

4. 0(へ、 N /) を使って " Format " に参を移動しま 
す。 



カードを本機に入れる•取0出ず 


の重要 _ 

• 力ー ドには表裏と前後の方向があります。無理に入れよう 
とすると破損する恐れがあ0ます。 

1.九ー ドの表面を上にして、カードス□ット ⑩ (SD 
CARD SLOT ) へカチッと音がして止まるまで巧 
し込みます。 



5. ©( ENTER ) 対甲します。 

• " Sure ?" という確認メツセージが表示されまず。 

反フォーマツトを実行して良い場合は® ( YES ) を、 
操作をキ中ンたルする場合は® ( N 0)を巧しま 
す。 

• 画面に "Please Wait " (実行中）と表示されまず。この 
間は\本機の操作を一切行わないでくださしフォー 
マツトが終了ずると\画面に" Complete !" 爲了）と表 
示されまず。 

• フォーマットには数分かかる場合がありまず。 


2. 取り出すときは、力ードをさらに巧し込みます。 

□ックが外れて\力ードが少し}甲し出されまず。出てきた 
部分をつまんで引き抜きまず。 
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メモリーカードを使用ずる广 I 


本機のデータをカードに保存ずる 


I 本機のデータをタイプ別にカードに保存するには 

ブ-カードを本機のカードス□ットに装着します。 


2. 力ードに保存したい本機のデータの種類に応じて、 
次の操作を行います。 


この データを 
保存するには： 

この操作を行う： 

ユーザーパフォーマンスの 
じ 

1. ©(PERFORM) を巧ず。 

2. ©(MENU) を巧ず。 

ユーザー音色の]つ 
(ユーザーソ□シンセサイザ ー、 
ユーザー PCM メ □ディー、 
ユーザー PCM ドラム、 

ューザーゥェーブ） 

1. ©(TONE) を押ず。 

2. ©のダイ卡ルまたは⑩のテン 
キーを使って、音色を選ぶ。 

3. ©(MENU) を巧ず。 

ユーザーウェーブのひとつ 

1. ®(REC) を巧し続けて、 
"L00PER" を表示させる。 

2. の (MENU) を}甲ず。 

ユーザー DSP の 1 つ 

1. ⑩ （ MIXER) を巧し続けて、 
"EFFECT" を表示させる。 

2. ®(< 、へ、 N/、>) を使って、 
"DSP Select" に•を移動し、 
©(ENTER) を巧ず。 

•ソ□シンセサイザー音色の場 
合は、 "Ent" が表示されない。 

3. ©(MENU) を巧ず。 

ユーザーステップシーケンスの 
じ 

1. ©(STEPSEQ) を巧ず。 

2. ©(MENU) を巧ず。 

ステップシーケンスチェーンの 
じ 

1. ©(CHAIN) をホ甲し続けて、 

て HAIN" を表示させる。 

2. ©(MENU) を巧ず。 

ユーザーフレーズの 1 つ 

1. ©(KEY PLAY) を巧し続け 

て、 "PHRASE" を表示させる。 

2. ©(MENU) を巧ず。 

ユーザーアルペジオの]つ 

1. ⑩ (ARPEGGIO) を巧し続け 

て、 "ARPEGGIO" を表示させ 
る。 

2. ©(MENU) を巧ず。 

全データ 

1. ©(SETTING) を巧ず。 

2. ® ( へ、 V) を使って、 

て a rd Utility" に参を移動し、 

の (ENTER) 対甲ず。 

3. の ( へ、 V) を使って、" All 

Da ね"に参を移動し、® 

(ENTER) を押ず。 

設定データ 

1. ©(SETTING) を巧ず。 

2. の ( へ、 V) を使って、 

"Card Utility" に参を移動し、 

の (ENTER) 対甲ず。 

3. の ( へ、 V) を使って、 

"Se け ingData" に参を移動し、 

©(ENTER) 対甲ず。 


3 . の （へ、\/)を使って•を " Card Save " (全データ 
の場合 "Sa ve ") に移動し、0 ( ENTER ) を巧しま 
す。 

• 次のようなメニュー画面が表示されまず(じ(下はパ 
フオーマン スモードから表示した場合の例でず)。 
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5- 保存する番号(必要に応じてバンクも)、およびファ 
イルの名前を入力します。 

初期表示されているファイルをを、次の要領で変更してく 
ださし、。 

( 1 ) ® (<、 >) を使って、変更したい文字に力ーソルを移 
贵]します 

(2) ⑩ ( ダイヤル） または® (-、+) を使って\文字を切 
り替えまず。 

• 文字の入力方法は\1 ] ページ r 自分の音を作ってみよ 
う！」を参照してください。 

• ファイルちの文字は下記の中から選べまず。 


0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

M 

N 

0 

P 

Q 

R 

S 

下 

U 

V 

W 

X 

Y 

Z 

$ 

& 


1 

( 

) 

- 

八 

{ 

} 

@ 

〜 




•ファイルの末尾3文字は\ファイルの拡張テでず。拡張 
テは保存ずる データの 種類によつて異なりまず。 


反の ( ENTER ) を巧します。 

7 . " Sure ?" という確認メッセージが表示されるので、 
保存する場合は® ( YES ) を、操作をキ中ンセルす 
る場合は®( N 0)を巧します。 
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\}\ メモリーカードを使用ずる 


機の全データを一括してカードに保存するには 
ブ- ©( SETTING ) 対甲します。 

2. の （ へ 、 N/ ) を使って•を" CardUtility" に移動 
し、® ( ENTER ) 対甲します。 

• "CARD UTIL " 画面が表示されまず。 

3. の （へ、\/)を使って" All Data" に•を移動し、 
©( ENTER ) 対甲します。 

4. ® (へ、\/)を使って•を" Save" に移動します。 




• この後の操作は\ 79ぺージ r 本機のデータをタイプ別 
に力ードに保をずるには」の手順3じ(降と同じでず。 


■カード巧のデータ（ファイル)の保存場所について 

じ(上の操作により本機のデータが\力ード内の" MUS に DAT " 
フォルダの中にファイルとして保をされまず。 

• " MUS に DAT " フォルダは\本機で力ードをフォーマットし 
たとき （78 ページ）に自動的に作られまず。 

• "M U S に DAT " フォ>1レダじ(外の場所に保をされているファ 
イルは\本機での読み込みや消去、ファイルちの変更ができ 
なくなりまず。また " MUS に DAT " の中にさらにフォルタ''を 
作って\そこにファイルを入れた場合にも\読み込みや消去 
ができなくなりまずのでごを意ください。 


カードから本機へデータを読み込む 


の_ 

• 読み込むデータ（ファイル)は、必ずカードの 
"MUS に DAT" フォルダの中に保存してくださし、。 

I カードから本機へタイプ別にデータを読み込む 
[ P ま 


7. カードを本機のカードス□ットに装着します。 

2. 79ぺージ r 本機のデータをタイプ別に力ードに保 
巧するには」の手順2の表組みを参照し、カードから 
本機へ読み込みたいデータの種類に応じた操作を 
行います。 

3. の（へ、\/)を使って•を " Card Load " (全データ 
の場合 " Load ") に移動し、0 ( ENTER ) を巧しま 
す。 

• 次のよラなメニュー画面が表示されまず(じ(下はス 
テツプシーケンサーモードから表示した場合の例で 
ず)。 



ん ® (ダイおル)または® (-、+)を使って、本機へ 
読み込みたいフアイルを表示します。 

5. の （\/)を使って力ーソルを下へ移動し、®(ダイ 
おル)または®(—、 +) を使って読み込み先を表示 
します。 

反 の ( ENTER ) を巧します。 

ス " Sure ?" という確認メッたージが表示されるので、 
読み込みを実行する場合は® ( YES ) を、操作を 
キャンセルする場合は® ( N 0)を巧します。 
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メモリーカードを使用ずる广 I 


I カードから本機へ全データを一括して読み込む 
[|こは 

ブ- ©( SETTING ) を巧します。 

2 . ® ( へ 、 N / ) を使って•を" CardUtility " に移動 
し、® ( ENTER ) 対甲します。 

• "CARD UTIL " 画面が表示されまず。 

3 . の（へ、 v ) を使って" All Data " に•を移動し、 
©( ENTER ) を巧します。 

• この後の操作は\ 80ぺージ r 力ードから本機へタイプ 
月 I 」にデータを読み込むには」の手順孔ソ降と同じでず。 


イルを削除ずる 


ブ-カードを本機のカードス□ットに装着します。 

么 ©( SETTING ) 対甲します。 

3. の （ へ、 N / ) を使って参を" CardUtility " に移動 
し、® ( ENTER ) 対甲します。 

• "CARD UTIL " 画面が表示されまず。 

ん® (へ、 N /) を使って " Delete " に•を移動し、の 
( ENTER ) を巧します。 

• 削除ずるファイルを指定ずる画面が表示されまず。 



5. ® (ダイおル)または® (-、+)を使って、削除す 
るファイルを表示します。 

反 ©( ENTER ) 対甲します。 

7. " Sure ?" という確認メッセージが表示されるので、 
削除して良い場合は® ( YES ) を、操作をキ中ンた 
ルする場合は の( N 0) を巧します。 

• ® ( YES ) を}甲ずと\ "Please Waif (実行中）と表示さ 
れまず。この間は、本機の操作を一切巧わないでくださ 
し、。削除が終了ずると\ " Complete !" (完了）と表示さ 
れまず。 


イルちをを更する 


ブ-カードを本機のカードス□ットに装着します。 

2 . ©( SETTING ) を巧します。 

3 . の（へ、\/)を使って•を" CardUtility " に移動 
し、® ( ENTER ) を巧します。 

• "CARD UTIL " 画面が表示されまず。 

ん ®(< 、へ、 N /、>) を使って " Rename " に•を移 
動し、® ( ENTER ) を巧します。 

• を前を変更ずるファイルを指定ずる画面が表示されま 
ず。 

5. ® (ダイかレ)または® (-、+)を使って、名前を 
変更するファイルを表示します。 

反の（<、>)を使って、ファイル名の中から変更した 
い文字にカーソルを移動し、® (ダイおル)または 
® (-、 +) を使って文字を切り曾えます。 

7 . 変更が済んだら、® ( ENTER ) 対甲します。 

公- " Sure ?" という確認メッセージが表示されるので、 
ファイル名を変更して良い場合は® ( YES ) を、操 
作をキ巾ンセルする場合は® ( N 0)を巧します。 

• ® (YES) を}甲ずと \ "Please Wait " (実行中）と表示さ 
れまず。この間は、本機の操作を一切巧わないでくださ 
し、。変更が終了ずると、 " Complete !" (完了）と表示さ 
れまず。 


EHa も V ぶ 


イルを巧生する 


パソコンを使って力ードに保存した楽巧ファイルを\本機で 
再生ずることができまず。 

再生方法については\ 76ページ r デモなやカード上のファイ 
ルを再生ずる」を参照してください。 
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峰/ \"ソ3ン と の お 編に 


A " ソコンと接続ずる 


この楽器とパソコンを接続して演奏情報 （ M I D I データ）の送 
受信ができまず。楽器演奏をパソコンの音楽ソフト（市販品） 
へ送つて記録したり\パソコンからこの楽器へデータを送つ 
て音を鳴らずことができまず。 

レ\0ソコンの動作環境 


MIDI データを送受信ずるために必要なパソコン環境は下記 
のとおりでず。お手持ちのパソコン環境を必ず事前にご確認 
くださし、。 

• 巧応 0 S 

Windows ® XP ( SP 2]^ ソ齡の 
Windows Vista ® 《2 

Windows ® 7の 

Mac OS ® X (10.3.9、 10.4 .11 J 0.5 .XJ 0.6 .XJ 0.7. X ) 
の ：Windows XP Home Edition 

Windows XP Professional (32 bit 版） 

X 2: Windows Vista (32 bit 版） 

X 3: Windows 7 (32 bit 版 64 bit 聯 

• USB ポート 

の重要 _ 

• 上記の巧応 OS じ(外のパソコンを接続すると、パソコンが故 
障する場合があ0ます。絶対に接続しないでください。 

続方法 


の重要 _ 

• 正しい手順で接続しないとデータの送受信ができなくなる場 
合があります。必ず下記の手順に従って接続してください。 

ブ-本機の■源を切り、パソコンを起動させておきます。 

• パソコンの音楽ソフトは起動させないでください。 

2. 市販の USB ケーブルで、パソコンと本機を接続しま 
す。 


B コネクタ 



3. 本機の電源を入れます。 

• 初めての接続では\データを送受信ずるために必要な 
ドライバが自動でパソコンにインス!-ールされまず。 

4- パソコンの音楽ソフト（市販品)を起動させます。 


5. パソコンの音楽ソフトの設定で、 MIDI デバイスと 
して下記のいずれかを選びます。 

CASIO USB - MIDI : (Windows 7 、 Windows Vis ね、 
Mac OS X の場合） 

USB 才ーディオデバイス ： （Windows XP の場合） 

• M I D I デバイスの選}尺方法については\お使いの音楽ソ 
フトのマニュアルをご覧ください。 

の重要 _ 

• パソコンの音楽ソフトを起動させる前に、必ず本機の電源 
を入れておいてくださし、。 



•] 回接続に成功した後は\ USB ケーブルをつないだままで 
パソコンや本機の電源を入れなおずことができまず。 

• 本機からの M I D I データ送信でのチャンネル切り替えなど\ 
M I D I 関係の設定を変えることができまず。詳しくは\ 

74ページ 「 M I DI 関係の設定」をご参照ください。 

• 本機の MIDI データ送受信の詳しい仕様や、接続についての最 
新のサポート情報は、下記のホームページをご覧ください。 
http :// casio .[ p / support / emi / 


本機のデータをパソコンに保をずる/ 
本機のデータをパソコンで編集する 


本機で保をしたユーザー音色や\フレーズなどのデータをパ 

ソコンに転送して保をしたり\そのデータをいつでも本機に 

転送して戻ずことができまず。 

また\本機の音色やノ\°フォーマンスなどのデータ編集を\より 

作業しやずいパソコン画面から行うこともできまず。 

これらの作業には\専用のアプ IJ ケーシヨンソフト（データエ 

ディター)が必要でず。 

ブ- IU 下のホームページから、データエディターと操作 
マニュアルをダウン□ー ドして、お手持ちのパソコ 
ンに保存します。 
http :// casio . ip / support / emi / 

• 本機の製品紹介のページにデータエディターのページ 
への IJ ンクが貼られていまず。製品紹介のページが見 
つからない場合は\上記ホームページの検索フォーム 
に本機の製品ちを入力して検索してください。 

• ダウン□ー ドずる前に\データエディターを使用ずる 
ために必要なパソコン環境などについて、必ずご確認 
くださし、。 

. ホームページの内容は\予告なく変更される場合があ 
りまず。 

2. 手順1でダウン□-ドした操作マニュアルに従っ 
て、データエディターをインストールします。 

3. 操作マニュアルに従って、データ転送や編集を行っ 
てください。 

• 転送できるデータの種類や\編集できる内容について 
は\操作マニュアルをお読みください。 
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ミージー覧 


表示 

原因 

解ミ夫方法 

Format 

1. 力ードのフォーマットが本機に適合していない。 

2. 容量が 32 GB より大きい力ードを使っている。 

3. SDXC カードを使用している。 

4. 力ードが壊れている。 

1 . 本機で力ードをフォーマットずる （78 ページ)。 

2. 32 GB じ(下の容量の力ードを使用ずる。 

3. 本機は SDXC 力ードには対応していません。別の 
力ードを使ってくださし、。 

4. 別の力ードを使う。 

Card Full 

カードの空き領域が足りない。 

力ードに保存しているファイルを消去して\空き領域 
を増やず (81 ページ)。または別の力ードを使う。 

Card R/W 

力ードが壊れている。 

別の力ードを使う。 

No Card 

1. 本機の力ードス□ットに\力ードが正しくセットさ 
れていない。 

2. 操作の途中で力ードが抜き差しされた。 

1. 力ードス□ットに力ードを正しくセットずる。 

2. 本機の操作中にはカードを動かさない。 

No Data 

データが入っていない本機のユーザーエ IJ ア（ユー 
ザーリズム番号\ユーザーソンブ番号など)を選んで\ 
力ードに保存しようとした。 

データを記録してあるユーザーエ IJ アを選ぶ。 

No File 

1. 力ードの中に、 " MUS に DAT " フォルダ (80 ぺージ） 
がない。 

2. " MUS に DAT " フォルダの中に読み込みや再生がで 
きるファイルがない。 

1. パソコンで力ード内に " MUS に DAT " フォルダを作 
る。または本機でカードをフォーマットずる （78 
ページ)。 

2. 読み込みや再生したいファイルを\ " MUS に DAT " 

フォルダの中へ移動ずる。 

NotSMFO /1 

SMF フォーマット2のファイルを再生しようとした。 

本機で再生できる SMF のフォーマットは\ "0" または 
"1" でず。 

Protect 

力ードが書き込み禁止になっている。 

力ードのプ□テクトスイッチを切り替えて、書き込み 
できるよラにずる。 

Read Only 

カードに入っている読み込み専用ファイルと同じち前 
で\別のデータを保をしようとしている。 

• 別のを前に変えて保存ずる。 

• カードのファイルから読み込み専用属性を外して、 
上書き保をずる。 

• 別の力ードを使う。 

Size Over 

1 . カードの楽巧ファイルのサイズが大きずぎて\本機 
で再生できない。 

2. 本機へ読み込もラとしているデータのサイズが大 
きずぎて、読み込めない。 

3. チェーンの SMF データのサイズが大きずぎて\デー 
夕を変換し力ードに保存ずることができない。 

1. 本機では最大で320キ□バイトの楽巧ファイルま 
で再生できまず。 

2. 本機で読み込みできるデータの最大サイズ 
( 1データあたり）は下記のとおりでず。 

ユーザーフレーズ：約8キ□バイト 

なお\読み込みが巧能なユーザーフレーズの総容量 
(1 00データ全体の容量）は J 勺128キ□バイトでず。 

3. 本機では最大で320キ□バイトのチェーンの SMF 
データまで、データを変換し力ードに保存ずること 
ができまず。 

Wrong Data 

1 . 力ードのデータが壊れている。 

2. カードのデータが本機で操作できない内容になっ 
ている。 

別の力ードを使う。 

Memory Full 

フレーズシーケンサーの操作に必要なメモ IJ - 容量が 
不足している。 

別のフレーブで容量に収まるよラに録音ずる。 

File Name 

カード上のファイルのを前の変更時に\既存ファイル 
のち前を指定した。 

既をファイルで使われていない名前に変更ずる。 

Invalid Tone 

PART 1 ( ZONED 外で、シンセサイザー音色を選}尺 
した。 

Z 0 NE 1 で\シンセサイザー音色を選}尺ずる。 

Battery Low 

電池残量が少ない。 

新しい電池に交換ずる。または AC アダプターを使用ず 
る （9 ページ)。 

Write Error ! 

本機に内蔵されている保存メモリーへの書き込みが失 
敗した。 

保存の操作をやり直ず。 
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困ったときは 



症が 

対策 

付属品 


捆包箱のなかに付属品が見つからない。 

緩衝材の中も探してみる。 

電源 


電源が入らない。 

• AC アダプターの接続状態か電池の装着方向が正しい力、確認ずる （9 ページ)。 
新しい電池に交換ずる。または AC アダプターを使用ずる （9 ページ)。 


電源ボタン® ( POWER ) を}甲ずと J 夜晶画 
面が一瞬点灯し\電源が入らない。 

©( POWER ) をしっかりと}甲し直してください。 


大きな音を出ずと、突然電源が切れる。 

新しい電池に交換ずる。または AC アダプターを使用ずる （9 ページ)。 


数分ほど弾かないでいると、突然電源が切 
れる。 

オートパワーオフ機能を解除ずる （73 ページ)。 

表示 


液晶画面の表示が暗くなったり\ちらつくよ 
ラになった。 

新しい電池に交換ずる。または AC アダプターを使用ずる (9 ぺージ)。 


液晶画面の表示が一定の方向からしか見え 
なし、。 

本機の製造上の制約等によるもので\故障ではありません。 

な 


鍵盤を弾いても音が化ない。 

. 音量の設定 （10 ページ）を変えてみる。 

• 本機はスピーカーを内蔵しておりませんので\何も接続しないと音が出ませ 
ん （7 ページ)。 


ステップシーケンサーをスタートしても音 
が化ない 

アルペジオ機能をステップシーケンサーのスタートの卜 IJ ガーにしていると\ 
鍵盤を}甲さえるまでシーケンスがスタートになりません。 


音が鳴りっぱなしで止まらなくなった。 

新しい電池に交換ずる。または AC アダプターを使用ずる （9 ページ)。 


鳴らしている音が途切れてしまう。 

同時に鳴っている音の数が64借色によっては1〜 32) を超えると発生しまず。 
故障ではありません。 


音量や音質が変わってしまった。 

. 音量の設定 （10 ページ）を変えてみる。 

• 新しい電池に交換ずる。または AC アダプターを使用ずる （9 ページ)。 


鍵盤を弾くタッチを変えても\出る音の音量 
が変わらない。 

タッチの設定 (68 ぺージ）を変えてみる。 


特定の鍵盤の音量や音質が\他の鍵域の鍵盤 
と若干違って聴こえる。 

本機のシステムの制約等によるもので\故障ではありません。 


端の方の鍵盤を弾いていると\同じオクター 
ブの音が繰 り返されるように聴こえる音色 
がある。 

本機のシステムの制約等によるもので\故障ではありません。 


音の高さが他の楽器とあわない（あるいは不 
自然に聴こえる）。 

トランスポーズやオクターブシフトの設定を確認ずる G 4ページ)。 


ソ□シンセサイザー音色で高い音を弾くと\ 
ノイズが混じる。 

本機のシステムの制約等によるもので\故障ではありません。 


音の響きが急に変わったように感じる。 

IJ バーブの設定 (34 ぺージ）を確認して調整ずる。 

パソコンとの接続 


M 1 D 1データの送受信ができない。 

• 本機とパソコンが USB ケーブルで正しく接続されている力\あるいはパソコ 
ンの音楽ソフトの設定でデバイスが正しく選ばれているか確認ずる （82 ペー 
ジ)。 

. 本機の電源を切ってパソコンの音楽ソフトを終了させてから\本機の電源を 
入れてパソコンの音楽ソフトを再起動させてみる。 
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製品仕様 


型式 

XW - G 1 

鍵盤 

タッチレスポンス機能 

61鍵盤 

2種類\オフ 

同時お音数 

最大64音(一部音色では1〜3 2音） 

音色機能 

ソ□シンセサイザー音色 

PCM メ □ディー音色 

PCM ドラム音色 

ューザーゥェーフ音色 

プ IJ セット420/ユーザー220 
プ IJ セット]00/ユーザー100 

プリセット300/ユーザー100 

プ IJ セット20/ユーザー10 
ューザー10 

エフェクト機能 

IJ バーブ 

コーラス 

DSP 

システム IJ バーブ 

システムコーラス 

プ IJ セット]00/ユーザー100 

53タイプレーマル46\ソ□シンセサイザ ー 7) 

マスター- r コライザー 

4バンド 

デモ 

細 

パフォーマンス機能 

プ IJ セット]00/ユーザー100 

フレーズ機能 

プ IJ セットフレーズ 

ユーザーフレーブ 

再生モード 

メモリー容量 

その他 

100種類 

100種類 
レープ 

128 KB 

オーバーダビング 

ステップシーケンサー機能 

プ IJ セットシーケンス 

ユーザーシーケンス 

h ラック数 
パターン 

チェーン 

最大ステップ数 
その他 

100種類 

100種類 

モノ：もポ | J :1\ コント□-ル：4 
トンーケンスごとに8種類 

100種類 
] 6ステップ 

フレーズ機能のコント□-ル 

サンプルルーパー機能 

ユーザーサンプル 

サンプ IJ ンブ周波数 
サンプ IJ ンブチャンネル 
サンプ IJ ンブビット数 

10種類 

42 kHz /21 kHz 

ステレオ/モノラル 

]6ビット 

ミキサー機能 

内部16パート+外部入カパート 

その他の機能 

トランスポーブ 

オクターブシフト 

チューニンブ 

アルペジオ 

±]オクターブ（一]2〜〇〜+]2半音） 

±3オクターブ 

A 4=4 じ.5〜 440.0 〜465.9 Hz 

プ IJ セット：100種類 
ユーザー：100種類 

MIDI 機能 

]6ホマルチティンバー受信 \ GM レベル1準拠 

ホイール 

ベンダー、モジュレーション 
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し h 資料 


メモ IJ ーカード 

使用できるメモ IJ - 力ード 

機能 

32 GB じ(下の SD メモ IJ - 力ード\または SDHC メモ U - 力ード 

SMF 再生、ファイルの保を/読み込み/消去、カードフォーマット 

端子 

USB 端テ 

MIDI イン/アウト端テ 
サステイン/アサイナブル端テ 

へッドホン端テ 

ライン出力端子の， L / MONO ) 

タイプ目 

IN.OUT 

標準ジヤック（サステイン\ソステヌート\ソフ K スタート/ストッフ。） 

ステレオ標準ジャック 
標準ジャック X 2 

出カインピーダンス： 2.3 kQ \ 出力電圧：1 .7 V ( RMS ) MAX 

オーディオ入力端テ 

ステレオミニジヤック 

入カインピーダンス： 9 kQ \ 入力感度: 200 mV 

INST 入力端テ 

標準ジャック 

入カインピーダンス： 9 kQ 、 入力感度: 200 mV 

マイク入力端テ 

標準ジャック（ダイナミックマイクを接続） 

入カインピーダンス :3 kQ . 入力感度：1 0 mV 

IN ST 入力•マイク入力 A / D 変換： 42 kHZ \ 10ビット 

電源端子 

DC 9.5 V 

電源 

電池 

電池持続時間 

AC ァダプター 
オートパワーオフ機能 

2電源方式 

単1形マンガン乾電池または単1形アルカ IJ 乾電池6本使用 
約35時間（アルカ IJ 乾電池\および当社別売品へッドホン CP -16 使用時） 

AD - E 95100 LJ 

約6分後(乾電池使用時)\約4時間 ( AC アダプター使用時)\キャンセル可能 

消費電力 

9.5 V ^4 W 

サイズ幅 

幅 94.8 X 契行き 38.4 X 高さ1 2.4 cm 

質量 

約 5.4 kg 厳電池含まず） 


• 改良のため、仕様およびデザインの一部を予告なく変更ずることがありまず。 
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ご使用上の注意 


別紙 r 安全上のごを意」と併せてお読みください。 

■設置上のご注意 

本機を次のよラな場所に設置しないでください。 

• 直射曰光のあたる場巧\温度の局い場尸ん 
• 極端に温度の低い場所。 

• ラジオや\テレビ\ビデオ\チューナーに近い場所（これらを 
近くに置いた場合、本機には特に障害はありませんが\近く 
に置いたラジオやテレビの側に雑音や映像の乱れが起こる 
ことがありまず)。 

■本機のお手入れについて 

• お手入れにベンジン\アルコール、シンナーなどの化学薬品 
は使わないでください。 

• 鍵盤などのお手入れは柔らかな巧を達い中性洗剤液に浸 
し\固く絞ってお拭きください。 

■付属品•別売品 

付属品や別売品は\本機指定のものをご使用ください。指定!;^ 
外のものを使用ずると\火災•感電•けがの原因となることが 
ありまず。 

■付属の AC アダプターについて 

• 本 AC アダプターは\使用機器の近くのコンセントに差込ん 
で使用ずるようにし、不具合時にはコンセントからずぐに 
取り外せるようにしてご使用ください。 

• 本 AC アダプターは屋内使用専用でず。水滴のかかる場所に 
置かないでくださし''。また\水の入った花瓶などを本 AC ア 
夕''プターの上にのせないでください。 

• 本 AC アダプターは\湿気のないところで保管してくださ 
い。 

• 本 AC アダプターを新聞紙やテーブルク□ス\力ーテンなど 
で覆わないようにしてください。 

• 本 AC アダプターを長い間お使いにならないときには\コン 
セントから取り外しておくようにしてください。 

• 本 AC アダプターは\修理ずることができません。 

• 本 AC アダプターの使用環境：温度〇〜40て 

温度10%〜 90 %RH 

• 出力形式: 

■ウェルドライン 

外観にスジのように見える箇所がありまずが\これは\樹脂成 
形上の"ウェルドライン"と呼ばれるものであり\ヒビやキズ 
ではありません。ご使用にはまったく支障ありません。 

■音のェチケット 

楽しい音楽も時と場合によっては気になるものでず。特に静 
かな夜間にはルさな音でも通りやずいものでず。周囲に迷惑 
のかからない音量でお楽しみください。窓を閉めたり\ヘッド 
ホンを使用ずるのもひとつの方までず。お旦いにむを配り\快 
い生活環境を守りましょラ。 


保証•アフターサービスについて 


保証書はよくお読みください 

保証書は必ず「お買い上げ□•販売店名」などの記入をお確 
かめのうえ J 反売店から受け取っていただき\内容をよく 
お読みの後\大切に保管してください。 

保証期間は保証書に記載されています 

修埋を依頼されるときは 

まず\もう一度\取扱説明書に従って正しく操作していた 
だき\直らないときには次の処置をしてください。 

•保証期間中は 

保証書の規定に従ってお買い上げの販売店または取扱説 
明書等に記載の「修理 サービス 窓□」が修理をさせていた 
たきまず0 

. 保証書に r 持込修理」と記載されているものは\製品に保 
証書を添えてご持参またはご送付ください。 

• 保ち It 書に「化弓長イ1爹理」と言し車!^され〔し、ろものは\お貝レ、上 
げの販売店または取扱説明書等に記載の r 修理に関ず 
るお問い合わせ窓□」までご連絡ください。 

参保証期間が過ぎているときは 

お買い上げの販売店または取扱説明書等に記載の「修理に 
関ずるお問い合わせ窓□」までご連絡ください。修理ずれ 
ば使用できる製品については\ご希望により有料で修理い 
たしまず。 

あらかじめご了承いただきたいこと 

参 r 修理のとき一部代曾部品を使わせていただくこと」や 
「修理が困難な場合には、修理せず同等品と交換させて 
いただくこと」があ0ます。 

また、特別を文された製品の修理では、ケースなどを力 
シオ純正部品と交換させていただくことがあります。 

参修理のとき、交換した部品を再生、再利用ずる場合があ 
0ます。修理受付時に特段のお申し出がない限0、交換 
した部品は弊なにて引き取らせていただきまず。 

参録音機能などのデータ記憶機能付きのモデルでは、修 
理のとき、故障原因の解ホ斤のため、データを確認させて 
いただくことがあ0ます。 

参曰本国の向けの製品は海外での修理受付ができませ 
ん。修理品は曰本まで移動の上、曰本国のの r 修理サー 
ビス窓□」にご依頼ください。 

アフターサービスなどについておわか0になら 
ないときは 

お買い上げの販売店または取扱説明書等に記載の「修理に関 
ずるお問い合わせ窓□」にお問い合わせくださし、。 
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DSP エフェクト 


[ psp タイプリスト 


■ ノーマル DSP タイプ 

• タイプ番号01〜] 4は r シングルタイプ」\15〜46は r デュアルタイプ」の DSP でず。シンブルタイプは単一構成の DSP \ デュアル 
タイプはシングルタイプ2つを組み合わせたものでず。 

• デュアルタイプの DSP は\ 「 DSP タイプ名」そのものが\構成元のシンブル DSP を表しまず。 

例えばタイプ番号] 5の" Wah - Compressor " は\シングル DSP の" Wah " と " Compressor " を、この順番で直列に接続した DSP 
でず。 


タイプ蕃号 

DSP タイプ名 

表示ち 

01 

Wah 

Wah 

02 

し omprcssor 

Comp 

03 

Distortion 

Dist 

04 

Enhancer 

Enhance 

05 

AutoPan 

AutoPan 

06 

Tremolo 

rremolo 

07 

Phaser 

Phaser 

08 

Flanger 

Flanger 

09 

Chorus 

Chorus 

10 

Delay 

Delay 

11 

Reflection 

Reflect 

12 

Rotary 

Rotary 

13 

RingModulator 

RingMod 

14 

Lo-Fi 

Lo-Fi 

15 

Wah-Compressor 

WahCmp 

16 

Wah-Distortion 

WahDst 

17 

Wah-Chorus 

WahCho 

18 

Wah-Flanger 

WahFIn 

19 

Wah-Reflection 

WahRef 

20 

Wah-Tremolo 

WahTrm 

21 

Wah-AutoPan 

WahPan 

22 

Compressor-Wah 

CmpWah 

23 

Compressor-Distortion 

CmpDst 


タイプを号 

DSP タイプ名 

表示ち 

24 

Compressor-Chorus 

CmpCho 

25 

Compressor-Flanger 

CmpFIn 

26 

Compressor-Reflection 

CmpRe 干 

27 

Compressor-r remolo 

CmpTrm 

28 

〔 ompresso 卜 AutoPan 

CmpPan 

29 

Distortion-Wah 

DstWah 

30 

Distortion-Compressor 

DstCmp 

31 

Distortion-Chorus 

DstCho 

32 

Distortion-Flanger 

DstFin 

33 

Distortion-Reflection 

DstRef 

34 

Distortion-Tremolo 

DstTrm 

35 

Disto け ion-AutoPan 

DstPan 

36 

Chorus-Reflection 

ChoRef 

37 

Choms-AutoPan 

ChoPan 

38 

Flanger-Reflection 

FInRef 

39 

Flanger-AutoPan 

FInPan 

40 

Reflection-Distortion 

RefDst 

41 

Reflection-Chorus 

RefCho 

42 

Reflection-AutoPan 

RefPan 

43 

Tremolo-Distortion 

TrmDst 

44 

Tremolo-Chorus 

TrmCho 

45 

Tremolo-Flanger 

TrmFIn 

46 

Tremolo-Reflection 

TrmRef 


• 各 DSP タイプで設定巧能なノ \°ラメーターについては\下記をご参照くださし、。 


この DSP タイプについては： 

ここを参照： 

シングルタイプ(タイプ番号 01 〜 14) 

89ぺージレーマル DSP のシングルタイプ DSP のパラメーター」 

デュアルタイプ(タイプ番号15〜 46) 

90ぺージレーマル DSP のデュアルタイプ DSP のパラメーター」 


■ ソ□シンセサイザー DSP タイプ 


タイプ番号 

DSP タイプ名 

表示名 


Bypass 

Bypass 

01 

Auto Pan 

AutoPan 

02 

Distortion 

Dist 

03 

Flanger 

Flanger 

04 

Chorus 

Chorus 

05 

Delay 

Delay 

06 

Ring Modulator 

RingMod 


• 各タイプで設定巧能なパラメーターについては\ 91ぺージ r ソ□シンセサイザ ー DSP のパラメーター」をご参照くださし、。 
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資料广 


[ psp パラメーターリスト 


■ ノーマル DSP のシングルタイプ DSP のパラメーター 
クた Wah 

LFO によって自動的に周波数を動かずことができるワウでず。 
パラメーターと値域 
1: Resonance (値域: 〇〜 127) 

音の癖の強さを調整しまず。 

2 : Manual (値域:〇〜 127) 

ワウフィルターの基準となる周波数を設定しまず。 

3丄 FO Rate (値域:〇〜 127) 

LFO の速度を調整しまず。 

4丄 FO Depth (値域:〇〜12 7) 

LFO の深さを調整しまず。 

5 : LFO Waveform (値域: off , sin , tri , random ) 

LFO 渡形を選がしまず。 

02: Compressor 

入力された信号を圧縮し、レベルのばらつきを抑えたり、減衰音のサス 
テインをち、しまず。 

パラメーターと値域 
1: A け ack (値域: 〇〜1 27) 

入力信号のアタック量を調整しまず。値が/」\さくなるほど、コンプ 
レッサーの動作が機敏になり、入力信号のアタックを抑えること 
ができまず。値が大きくなるほど、〕ンプレッサーの動作が遅れて 
入力信号のアタックをそのまま出力ずるように動作しまず。 

2 : Release (値域:〇〜 127) 

入力信号が所定のレベルじ(下になってから圧縮動作を中止ずるま 
での時間を調整しまず。 

アタック感を出したい倍の立ち上がりで圧縮動作をさせたくな 
し、）ときはなるべく小さい値に設定してください。また、常に圧縮 
動作させておきたいときは大きな値に設定してください。 

3丄 evel (値域:〇〜 127) 

出カレベルを調整しまず。 

4 : Threshold (値域:〇〜1 27) 

圧縮動作を始める音量レベルを調整しまず。 

03: Distortion 

入力信号を歪ませて倍音を加えたデジタルディストーシヨンでず。 
パラメーターと値域 
1 : Gain (値域: 〇〜1 27) 

入力信号のゲインを調整しまず。 

2丄 evel (値域:〇〜 127) 

出カレベルを調整しまず。 

04: Enhancer 

入力された信号の低域音と高域音を位相シフトし、信号の輪郭を際立 
たせまず。 

パラメーターと値域 

1: Low Frequency (値域:〇〜127) 

低域音エンハンサーの周波数を調整しまず。 

2 : Low Phase (値域:〇〜 127) 

低域音エンハンサーの位相シフト量を調整しまず。 

3 : Hiah Frequency (値域:〇〜 127) 

高域音エンハンサーの周波数を調整しまず。 

4 : Hiah Phase (値域:〇〜 127) 

高域音 エンハンサーの 位相 シフト 量を調整し まず。 

05: Auto Pan 

入力信号の定位を LFO によって動かしまず。 

パラメーターと値域 
1丄 FO Rate (値域:〇〜 127) 

パンニンブの速度を調整しまず。 

2丄 FO Depth (値域:〇〜12 7) 

パンニンブの深さを調整しまず。 

3 : LFO Waveform (値域: sin , tn ) 

LFO 渡形を選がしまず。 

4 : Manual (値域:一64〜〇〜 63) 

定位の中瓜位置を調整しまず。一64で左、0で中央、63でちとなり 
まず。 


06: Tremolo 

入力信号の音量を LFO によって動かしまず。 

パラメーターと値域 

1丄 FO Rate (値域:〇〜 127) 

トレモ□の速度を調整しまず。 

2丄 FO Depth (値域:〇〜 127) 

トレモ□の深さを調整しまず。 

3 : LFO Waveform (値域: sin , tn ) 

LFO 波形を選がしまず。 

07: Phaser 

入力信号の位相を LFO によって動かし、入力信号に加えることにより、 

音に独特なうねりや広がりを与えまず。 

パラメーターと値域 

1 : Resonance (値域: 〇〜 127) 

音の癖の強さを調整しまず。 

2丄 FO Rate (値域:〇〜 127) 

LFO の速度を調整しまず。 

3丄 FO Depth (値域:〇〜 127) 

LFO の深さを調整しまず。 

4 : LFO Waveform (値域: sin , tn , random ) 

LFO 波形を選がしまず。 

08: Ftanaer 

音に激しいうなりや金属的な響きを与えまず。 

LFO 渡形を選巧できまず。 

パラメーターと値域 

1丄 FO Rate (値域:〇〜 127) 

LFO の速度を調整しまず。 

2丄 FO Depth (値域:〇〜 127) 

LFO の深さを調整しまず。 

3 : LFO Waveform (値域: sin , tn , random ) 

LFO 波形を選がしまず。 

4 : Feedback (値域:〇〜 127) 

音の癖の強さを調整しまず。 

09: Chorus 

音に厚みと広がりを与えまず。コーラスのタイプを選ができまず。 

パラメーターと値域 

1丄 FO Rate (値域:〇〜127) 

LFO の速度を調整しまず。 

2丄 FO Depth (値域:〇〜 127) 

LFO の深さを調整しまず。 

3 : LFO Waveform (値域: sin , tn ) 

LFO 波形を還がしまず。 

4 : Feedback (値域:〇〜 127) 

音の癖の強さを調整しまず。 

5 : Tyoe (値域: mono , stereo , か） 

コーラスのタイプを選がしまず。 
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10: Delay 

入力信号を遅延しフィードバックさせることにより繰り返し効果や音 
に広がりを与えまず。 

パラメーターと値域 
1: Delay Time (値域:〇〜127) 

ディレイタイムを調整しまず。 

2 : Feedback (値域:〇〜 127) 

ディレイの繰り返しを調整しまず。 

3 : Ratio Lch (値域:〇〜 127) 

左チヤンネルのディレイタイムを調整しまず。 DelavTime で設定 
した値に対ずる比率でず。 

4 : Ratio Rch (値域:〇〜 127) 

ちチヤンネルのディレイタイムを調整しまず。 Delav Time で設定 
した値に対ずる比率でず。 

5 : Wet Level (値域:0,1, 2, 3, 4, 5) 

ディレイ音のレベルを調整しまず。 

6 : Type (値域：1, 2) 

ディレイの種類を選巧しまず。 

1:ディレイの繰り返しは Delay Time によって決まりまず。 

2 :ディレイの繰り返しは Delay Time と Ratio L/R によって決 
まりまず。 

7 : Tempo Sync (値域: Off , 1/4, 1/3, 3/8, 1/2, 2/3, 3/4, 1,4/3, 
3/2, 2) シーケンサー等のテンポとディレイタイムとの関係を調 
整しまォ 

Off を選ホ尺している場合は、ディレイタイムは Delay Time パラ 
メーターで設定された値になりまず。それじ(外の値を選巧してい 
る場合は、シーケンサー等の巧と同期しまず。例えば1を選がずる 
とディレイタイムがけ白の長さと、ほぼ等しくなりまず。 

(ディレイタイムと巧を完全に同期させることはできません） 

ごを意：ディレイタイム、タップを調整ずる際に設定によっては切り替 
え音がディレイに残る場合がありまず。 

11 : Reflection 

残響音から初期反射音を取り出した エフェクターで ず。 

音に臨場感やを在感を与えまず。 

パラメーターと値域 
1: Type (値域:1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8) 

反 I 寸のパターンを8種類の中から選巧しまず。 

2 : Feedback (値域:〇〜 127) 

反射音の繰り返しを調整しまず。 

12: Rotarv 

Rotary Speaker 如 mulator でず。 

パラメーターと値域 
1: Overdrive Gain (値域:0, 1,2,3) 

オーバードライブのゲインを調整しまず。 

2 : Overdrive Level (値域:〇〜 127) 

オーバードライブの出カレベルを調整しまず。 

3 : Speed (値域: Slow , Fast ) 

Fast/Slow の速度モードを選おしまず。 

4 : Brake (値域: Rotate , Stop ) 

スピーカーの回転を止める働きがありまず。 

5 : Fall Acceleration (値域:〇〜 127) 

速度モードを Fast から Slow に切り替えたときの加速度を調整し 
まず。 

6 : Rise Acceleration (値域:〇〜 127) 

速度モードを Slow から Fast に切り替えたときの加速度を調整し 
まず。 

7 : Slow Rate (値域:〇〜 127) 

Speed が Slow モードのときのスピーカーの回転速度を調整しま 
ず。 

8 : Fast Rate (値域:〇〜12 7) 

Speed が Fast モードのときのスピーカーの回転速度を調整しまず。 


13: Ring Modulator 

入力信号と内蔵オシレータを乗算して、金属的な音色をつくりまず。 
パラメーターと値域 
1 : OS 〔 Frequency (値域:〇〜1 27) 

内蔵オシレータの基準周波数を設定しまず。 

2丄 FO Rate (値域:〇〜 127) 

LFO の速度を調整しまず。 

3丄 FO Depth (値域:〇〜 127) 

LFO の深さを調整しまず。 

4 : Type (値域：1, 2, 3) 

1:リンブモジュレーションされた信号だけを出力しまず。 

2 :リンブモジュレーションされた信号と入力信号を出力しまず。 

3 : 2にコーラス効果がかかった信号を出力しまず。 

14: Lo-Fi 

入力信号に色々なノイズを加え、レト□な Lo-Fi サウンドを再現しま 
ず。 

テープやレコードなどの回転ムラであるワウフラッター ( VVF ) や F M 
ラジオなどのような連続的なノイズを発生ずるノイズジェネレータ] 

とレコードプレーヤーのようなスクラッチノイズを発生ずるノイズ 
ジェネレータ2を備えていまず。 

パラメーターと値域 

1 : Wow and Flu け er Rate (値域:〇〜1 27) 

ワウフラッターの速度を調整しまず。 

2 : Wow and Flutter Depth (値域:〇〜1 27) 

ワウフラッターの深さを調整しまず。 

3 : Noise ! Level (値域:0,1, 2, 3, 4, 5) 

ノイズジェネレータ]のレベルを調整しまず。 

4 : Noise 2 Level (値域:0,1, 2, 3, 4, 5) 

ノイズジェネレータ2のレベルを調整しまず。 

5 : Noise 2 Density (値域:0,1, 2, 3, 4, 5) 

ノイズジてネレータ2の発生頻度を調整しまず。 

6 : Bit (値域:0,1, 2, 3) 

音質を粗くしまず。値が大きいほど音質が粗くなりまず。 

ごを意：発音していない場合においてノイズのレベルを上げると入力 
信号が無い場合でもノイズ音が鳴りまず。 

■ ノーマル DSP のデュアルタイプ DSP のパラメーター 

デュアルタイプ DSP は、2つの異なるシングル DSP の組み合わ 
せで構成されまず。各デュアルタイプ DSP で変更できるパラ 
メーターと\その働きや値域は\次の要領で確認できまず。 

例：タイプ番号29の " Distortion - Wah " の場合 

1. DSP タイプ名を前半と後半に分けまず 
" Distortion - Wah " 一" Disto け ion " と " Wah " 

2. を前の前半部分と同じ r タイプを」を下表から探し「変更で 
きるパラメーター」を確認しまず。 


タイプ名 

変更できる パラメーター 

Wah 

LFO Waveform 

LFO Rate 

LFO Depth 

Distortion 

Gain 

Level 

Chorus 

LFO Waveform 

LFO Rate 

LFO Depth 

Flanger 

LFO Waveform 

LFO Rate 

LFO Depth 

Reflection 

Feedback 

Compressor 

Threshold 

Level 
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Gain 

Level 

LFO Waveform 
LFO Rate 
LFO Depth 


■ソ□シンセサイザ ー DSP のパラメーター 

• (Param A )\ ( Param 目）は、ソ□シンセサイザー音色選}尺 
時にスライダー© ほ/16、 MASTER ) に割り当てられるパ 
ラ メーター でず。 

Bypass 

これを選ぶと DSP がかからなくなりまず。 

パラメーターなし 

01 : Auto Pan 

パラメーターと値域 

1: LFO Waveform (値域: sin, tn) 

2 丄 FORate (値域:〇〜 127)(ParamA) 

3 : LFO Depth (値域:〇〜 127) (Param B) 

4 : Manual (値域:一 64 〜〇〜 63) 

02: Distortion 

パラメーターと値域 

1: Gain (値域:〇〜 127)(Param A) 

2 : Level (値域:〇〜 127) (Param B) 

03: Flanger 

パラメーターと値域 

1: LFO Waveform (値域: sin, tn, random) 

2 丄 FORate (値域:〇〜 127) (Param A) 

3 丄 FO Depth (値域:〇〜 127) (Param B) 

04: Chorus 

パラメーターと値域 

1: LFO Waveform (値域: sin, tn) 

2 : LFO Rate (値域:〇〜 127) (Param A) 

3 丄 FO Depth (値域:〇〜 127) (Param B) 


タイプ名 

変更できる パラメーター 

Auto Pan 

LFO Waveform 

LFO Rate 

LFO Depth 

Manual 

Tremolo 

LFO Waveform 

LFO Rate 

LFO Depth 


3. 89ぺージ〜90ぺージのレーマル DSP のシングルタイプ 
DSP のパラメーター」で同じタイプちを探し\上記の「変更 
できるパラメーター」と同じ項目の働きと値域を確認しま 
ず。 

• " Distortion - Wah " では前半部分は" Distortion " なの 
で、上の表から" Gain " と " Level " という2つのパラメー 
夕一が変更巧能でず。 89 ぺージ 「0 え Disto け ion 」 を参照 
ずると\ " Gain " と " Level " の働きと値域が確認できまず。 

4. 名前の後半部分についても、手順2〜3と同様に確認しまず。 
• パ フメーター 設定画面に表 TJX されるパ フメーター 番号 

は\前半部分と後半部分の通し番号となりまず。 

例えば" Distortion - Wah " の場合は、次のようになりま 


05: Delav 

パラメーターと値域 

1 : Delay Time (値域:〇〜127) (Param A ) 

2 : Feedback (値域:〇〜 127) 

3 : Damp (値域:〇〜 3) 

高音域の減衰を調整しまず。3がもっとも減衰しまず。 

4 : Wet Level (値域:0,1, 2, 3, 4, 5) (Param B ) 

5 : Tempo Sync (値域: Off , 1/4, 1/3, 3/8, 1/2, 2/3, 3/4, 1,4/3, 
3/2, 2) 

06: Ring Modulator 

パラメーターと値域 

1: Frequency (値域:〇〜127) (Param A ) 

リンブモ '： i ユレーターの発振周波数を調整しまず。 

2 : Dry Level (値域:〇〜 127) 

原音のレベルを調整しまず。 

3 : Wet Level (値域:〇〜1 27) (Param B ) 

リンブモジユレーター音のレベルを調整しまず。 

• 上記記載中に説明のないパラメーターについては \ 89ぺ一 
ジのレーマル DSP のシングルタイプ DSP のパラメーター」 
で \ 同じを前のパラメーターの説明をご参照ください。 
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